









































ばけてろ




影の大統領はとてつもなく偉いのだ！








十文字　青





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大おお本もと山やま高校一年一組の担任、滝たき花はな先生は、『刑けい事じコロンボ』という映画か何かの主人公にとてもよく似ているらしい。

　でも、島しま原ばら千ち夜よ子こはその映画を観みたことがないので、コロンボを知らない。

　現在、一年一組の教室では、帰りのホームルームが行われている。

「あー……あと、何かあったっけかなあ」

　腰こしを少し屈かがめて教きよう壇だんに左手をついている滝花先生は、右手で顎あごをゴシゴシこすりながら「うーん」と考えこんでいる。

　千夜子は唐とう突とつに思った。

　滝花先生の髪かみの毛はふさふさしている。もっと薄うすくなればかわいいのに。どうせなら、すっきり禿はげてしまったほうがいい。

　千夜子は知らないが、きっとコロンボ刑事は禿げているのではないか。

　ハゲ刑事。ハゲデカ。ハゲタカ……。

　千夜子の頭の中で一羽のハゲタカが勇ましく屍し肉にくを食くらいはじめた。

　屍肉。あれは何の死体だろう。動物だろうか。人間か。

　よく見ると、千夜子自身ではないか。

「──なぅっ……!?」

　千夜子は思わず椅い子すから立ちあがってしまった。滝花先生がぼんやりと千夜子を見た。

「ん？　どうした、島原。何か言いたいことでもあるのか」

「ぬぇ!?　い、いえ！　あ、ありませんぬ！」

「何だよ、せんぬって……」

　滝花先生は呆あきれたようにため息をついた。教室のそこかしこで失しつ笑しようが起こっている。

　千夜子は慌あわてて着席した。

「ご、ごめんなさいっ！　わたし、生まれつきバカなので！」

「……いや、べつにな。そんなに卑ひ下げすることはないんじゃないか。まあ、いいけどな」

　滝花先生はもう一度ため息をついて「よし」と言った。

「じゃあ、今日はここまで」

　日直の同級生が「きりーつ」と掛かけ声をかけた。千夜子は大慌てで立った。その拍ひよう子しに椅子が倒たおれてしまい、後ろの席の高たか村むらさんが「きゃっ！」と悲鳴をあげた。千夜子は振ふり向いて椅子を戻もどしながら頭を下げた。

「ご、ごめんなさいっ！」

「れーい」と掛け声がかかった。

「さよーならー」と同級生たちが口々に言った。

　千夜子は慌てふためいて前に向きなおった。

「さ、さようならえ！」

　言い間ま違ちがってしまった。たぶん、前へ倣ならえ、と混同してしまったのだ。なぜ、前へ倣え、とごっちゃになったのか。それは千夜子にもわからない。

　とにかく、猛もう烈れつに恥はずかしい。

　顔を真っ赤にして恥はじ入っている間に、みんなが掃そう除じのために机と椅子を下げはじめた。

　前の席の伊い藤とうくんが「島原、早くしろよー」と千夜子の机を蹴けった。

　千夜子はまた「ごめんなさい！」と謝りながら椅子を持ちあげた。ひっくり返して、机の上にのせようとしたら、手が滑すべった。千夜子の椅子は妙みように勢いよく吹ふっ飛び、隣となりの列の浜はま田ださんの机にぶちあたって床ゆかに落ちた。

「──ちょっと！　危ないじゃない！　いきなり何するのよ、島原！」

「ご、ごめんなしゃい！」

　なぜか舌足らずになってしまった。もう泣きたい。というか、すでに少し涙なみだが出ている。千夜子は両手で目の周りをこすり、椅子を拾おうとした。

　その寸前に、誰だれかが千夜子の椅子を持ちあげて机の上にのせた。千夜子は顔を上げた。

　ウエーブのかかった黒い髪を半分くらい緑色に染めている。マニキュアも緑で、口紅は銀色だ。睫まつ毛げがバッサバサなのは、マスカラのせいだけではない。もともと量が多くて長いのだ。皆が夏服でも、彼女だけは常に冬服を着ている。中学校時代もそうだった。

「行くのよ、チョコちゃん」

　兎と我が野のメルカはそう言うなり千夜子の手をとって引っぱった。千夜子は超ちよう慌てた。

「るぇ？　みぇ？　ふぇ？　め、メルカさん!?　行くって、どこへ？　というか、わたし、まだ机を下げてないよ!?」

「そんなことは」

　メルカは足を止めて伊藤くんや浜田さんにつめたい視線のレーザービームを浴びせた。

「この俗ぞく物ぶつどもが勝手にやればいいのだわ。チョコちゃんにはこのあたくしに同行するという重要な使命があるのよ」

「俗物って……」

　伊藤くんは顔を引きつらせた。メルカは顎を上げて下目遣づかいで伊藤くんを睨にらみつけた。

「黙だまりなさい、名無しの権ごん兵べ衛え」

「いや、俺、伊藤──」

「下げ郎ろうの名前なんて知るものですか。どうでもいいのだわ。それより、あなたはさっき、許しがたいことにチョコちゃんの机を足あし蹴げにしたでしょう」

「え？　まあ……」

「そういう下げ劣れつなことをする者に天てん罰ばつを下すでもなく、ただチョコちゃんの机を下げるだけで勘かん弁べんしてあげると言っているのよ。せいぜい感謝するがいいのだわ」

「……あ、ありがとうございます」

「赦しや免めん！」

　メルカは伊藤くんにビシッと人差し指を突つきつけた。それから、千夜子に微笑ほほえみかけた。

「さあ、行くのよ、チョコちゃん」

「う、うん」

　千夜子はついうなずいてしまった。
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　メルカに連れられて千夜子が向かった先は、学校から徒歩約二十分のところにある、大きくて古い屋や敷しきだった。

　いつもはチャイムを連打すると、この屋敷の唯ゆい一いつの住人が門を開けてくれるのだが、今日は違ちがった。

　閉とざされた門の前に、変なＴシャツをだらっと着て、ジーンズを穿はき、踵かかとを踏ふんでスニーカーを履はいているボサボサ髪がみの男の子が立っていた。その足あし許もとには大きなリュックサックが置いてある。

　男の子は千夜子とメルカに気づくと、「よう」と言ってすぐにそっぽを向いた。

　千夜子とメルカは男の子のそばまで歩いていった。

　メルカは男の子の隣に肩かたを並べるようにして立った。少し迷ったが、千夜子はメルカの隣に立つことにした。

　三人並んで立っている。会話はない。なんだか気まずい。

「つーか……」

　男の子はＴシャツの中に手を突っこんで、おなかをボリボリ搔かいた。

「何なんだよ。用とかあるなら、何か言やーいいだろ」

「とりたてて用事はないのだわ」

　メルカの声は落ちついている。でも、平静を装っているだけなのではないだろうか。なんとなく千夜子はそう思った。

「ただ友人宅に遊びにきただけなのよ。悪いというのかしら」

「や、べつに悪くはねーけどよ……」

　男の子は、今度は首筋を引っ搔いた。千夜子は思いきって「あの」と声をかけてみた。

「景かげ敦あつくんは、何してるのかな。外にいるなんて、めずらしいよね？　そうでもない？」

「あー……」

　刑けい天てん文もん院いん景敦は髪の毛を引っかきまわした。相変わらず、千夜子と目をあわせてくれない。メルカのほうも見ようとしない。たいていそうなのだ。

「ちょっとな。待ってるっつーか。いや、待ってんだけど。仕事みたいなのがあってさ。つーか、仕事なんだけど」

「これからお仕事関係で、誰だれかここにくるの？」

「まーな」

「そっか」

　景敦が怪かい奇き現象などの異常事態に関する相談受付、問題解決といった仕事を請うけ負っていることは千夜子も知っている。もともと、千夜子とメルカがこの刑天文院の家を初めて訪おとずれたのも、大本山高校の七不思議に関して助言を求めるためだったのだ。

　千夜子は横目でメルカの様子をうかがった。メルカはまっすぐ前を向いている。無表情だ。

「メルカさん」

　しょうがなく、袖そでを引いて囁ささやきかけた。

「いいのかな、わたしたち。景敦くん、お仕事だっていうし」

「なぜあたくしに訊きくのかしら」

　メルカは柳りゆう眉びをひそめた。

「あたくしではなく、景敦本人に尋たずねればいいのではなくて。そもそも、邪じや魔まなのであれば、景敦のほうからあたくしたちにその旨むねを言うべきなのよ」

「あ。うん。そうだよね。そう……なのかな？」

「当然なのだわ。あたくしの言うことに間ま違ちがいはないのよ」

「そう……だよね。メルカさんだしね」

「どういう意味なのかしら」

「へ？　あ、えっと……そんなに深い意味はないんだけど」

　千夜子は下を向いた。メルカが怖こわい。どうも景敦と一いつ緒しよのときはメルカの機き嫌げんがよくないような気がする。いつもではないにしても、苛いら々いらしていることが多いのだ。

　放課後、毎日のように刑天文院家へと千夜子を引っぱってくるのは、メルカなのに。

　いったい何が気に入らないのだろう。

　千夜子は空を見上げた。

　青い空に白い雲が浮うかんでいる。

「──チョコちゃん！　チョコちゃん……!?」

　いきなり身体からだを揺ゆさぶられた。メルカだった。千夜子は首を傾かしげた。

「むぇ？　どうしたの、メルカさん？」

「どうしたの、ではないのよ、チョコちゃん。何度名前を呼んでも答えなかったのだわ」

「呼ばれてたの？　誰が？　わたし？　噓うそ？　ぜんぜん聞こえなかったよ。たしか、雲を眺ながめてて──ぼうっとしてたのかな」

「もう、チョコちゃんったら」

　メルカは腕うで組ぐみをしてため息をついた。

「ぼうっとするにも程ほどがあるのだわ。あまり心配させないでちょうだい。心臓に悪いのよ」

「ごめんね、メルカさん。でも、平気だから。よくあることだし。お母さんなんか、たまにご飯の支し度たくをしてる最中にぼうっとして、立ったまま寝ちゃったりとかもするし」

「……ある意味、器用だな、島原の母さん」

　景敦が乾かわいた笑い声を立てた。メルカが景敦を一いち瞥べつして、何か言おうとしたのだが、思いとどまったようだ。

　景敦には父も母もいない。広い、広すぎる屋や敷しきで一人暮らしをしている。

　千夜子はそのことを思いだし、ちょっぴり胸が苦しくなった。

　なんだか涙なみだが出そうになり、また空を仰あおいだ。

　さっきまで行方ゆくえを追っていた雲を捜さがしている間に、車の音が聞こえてきた。

　音のほうを見ると、黒くろ塗ぬりの自動車がこちらに向かってくる。

　車は刑天文院家の門の前で停とまった。

　信じられないほどピッカピカで、噓みたいに胴どう長ながで、かなり高価そうな車だ。

　助手席から黒いスーツを着て黒いネクタイをしめて黒い靴くつを履はいている背の高い男の人が出てきて、景敦に向かって目礼した。景敦が「ども」と短く挨あい拶さつすると、男の人は整っているのに少しやさぐれた雰ふん囲い気きのある顔に笑えみを刻み、後部座席のドアに近づいていった。

　男の人がドアを開けると、やたらと豪ごう華かな車の中から女の子が姿を現した。

　背せ丈たけや身体つきから察するに、小学校六年か、せいぜい中学校一年生といったところだろうか。女の子の第一印象は、日本人形、だった。服装は関係ない。真っ黒なストレートヘアと、あとは顔立ちが純和風だからだ。

　紺こん色いろのジャケットに同色のタイトなミニスカートをあわせ、中は白いブラウスで、女の子なのに渋しぶい紅色のネクタイをしめている。黒いパンプスも大人っぽすぎるデザインだが、女の子はとても落ちついた雰囲気を漂ただよわせているので、似合っていないこともない。

　女の子は男の人が差しだした手に自分の手をのせて、車から降りた。下車してすぐ男の人の手を振ふり払はらい、景敦の前までつかつかと歩いてきた。

「ごきげんよう、刑天文院景敦」

　女の子は腰こしの両側に手をあてて平らな胸を反らし、薄うす笑わらいを浮かべた。

「言うまでもないが、余がこの日本国の影かげの大統領！　大だい良ら権ごん有ゆ華か央おうだ……！」

「かっ──」とメルカが言った。

「だ……？」と千夜子は呟つぶやいた。

「おいおい……」

　景敦は女の子の後ろに立っている男の人に目を向けた。

「いいんすかね。一いつ般ぱん人じんの前で、堂々と宣言して」

「さあ」

　男の人は肩かたをすくめてみせた。一応、女の子のお付きの者、といったふうに見えるが、なんだか態度が大きい。やる気がなさそうなところなんかは、景敦と少し似ている。

「愚おろか者が！」

　大良権有華央は髪をかきあげて、ふんっ、と鼻から息を吐はいた。

「いいに決まっておる！　影の大統領はとてつもなく偉えらいのだからな！」

「──だそうですよ」

　男の人は皮肉っぽく頰ほおをゆがめて首を傾かたむけた。有華央はすかさず振り向いて男の人の脛すねを蹴けった。男の人は口をへの字に曲げたが、痛くも痒かゆくもない、といった態度だ。前に向きなおった有華央の顔は紅潮していた。

「いいのだ！　そのようなことは！　それよりも、刑天文院景敦！　この大良権有華央がわざわざ出向いてきてやったというのに、なぜしけたツラをしておるのだ！」

「いや……もともとこういうツラなんで」

「常時大しけにしけておるというのか！　そうか！　ならば、貴様の港で大漁旗がはためくことは金輪際なかろうな！」

「……意味がわかんねーんすけど」

「それは刑天文院景敦！　貴様が中卒だからだ！」

「一応、高校に通っているわたしにも、意味がわからなかったけど……」

　そうひっそりと呟いた千夜子の顔面に、有華央の視線がグサグサと突つき刺ささった。寒気がした。何だろう。この威い圧あつ感かんは。とてつもなく恐おそろしくなった。

「あ、で、でも、わたし、生まれつきバカだから……」

「そうであろう！　そうであろう！」

　有華央はフフハハハッと高笑いをしてうなずいた。

「まあよい！　大良権有華央は寛かん容ようなのだ！　何しろ影の大統領なのだからな！　許してつかわす！　というわけで、ゆくぞ、刑天文院景敦！　仕事だ！」

「うーっす」

　景敦はだるそうに返事をしてリュックサックを持ちあげ、男の人と有華央に従って車のほうへと向かった。

「……あー」

　その途と中ちゆうで足を止めて振り返った。

「なんか、どっかの遺い跡せきで発はつ掘くつされたっぽいセッカンだかを開けるっつー仕事なんだけど、おまえらもくる？」

「えっ」

　千夜子はメルカを見た。メルカはさも当然といった表情で前に進みでた。

「言われるまでもないのだわ。断られてもついてゆくつもり──」

「待てえい……！」

　メルカの前に有華央が立ちふさがった。

「だいたい最初から気になってはおったのだ！　余は大良権有華央ゆえに黙だまっていたが！　貴様らはいったいぜんたい何者なのだ！　名を名乗れ！」

「あっ」

　千夜子は慌あわてて頭を下げた。

「わ、わたしは島原千夜子といいます！　大本山高校の一年生です！　ふっ、ふっ、ふっつく者ですけど、よろしくお願いします！」

「ふつつか者と言いたいのか！　言えておらんぞ、馬ば鹿か者ものが！」

　有華央はまたフフハハハッと笑った。

「あたくしは」

　メルカがずずいと有華央に肉にく薄はくして見下ろした。

「兎我野メルカなのよ。何か文句があるというのかしら」

「むっ……」

　有華央は背せ伸のびをした。それでもメルカに見下ろされている。有華央の顔がまた赤くなった。頭にきているのか。なんとなく、有華央を怒おこらせると、何かとやばいような気が。

　不意に有華央は背伸びをやめて髪をかきあげた。

「まあよい！　トガノだかトミノだかガンダムだかサンダルだかサンタフェだか知らんが、余の敵ではないのだ！　この大良権有華央は影の大統領なのだからな！」

「じゃあ、かまわないのね？」

「かまわんわけがなかろうが！　却きやつ下かだ、却下！　貴様は徳とく川がわ吉よし宗むねか！」

「……吉宗？　なぜ吉宗……？」

「徳川吉宗といったら徳川幕府の中興の祖、八代将軍吉宗だ、馬鹿者が！　さあ、ゆくぞ、刑天文院景敦！　仕事は言うまでもなく遊びではない！　ふつつか者だのトミノメカだの、どこの馬の骨ともわからんＪＫどもを連れてゆくわけにはいかんのだ！」

「……ＪＫ？」

　景敦が眉まゆをひそめた。有華央は景敦を一いつ喝かつした。

「愚か者が！　ＪＫといったら上越のＪ、新幹線のＫに決まっておろう！　上越新幹線は一九八二年十一月十五日開業！　これくらい常識だぞ！」

「あー……そうっすか」

「そうなのだ！　ゆくぞ、刑天文院景敦！」

「や」

　景敦は首を横に振ふり、顎あごをしゃくって千夜子とメルカを示した。

「悪いんすけど、今回はおれ、こいつらが一いつ緒しよじゃねーと、行かねーっす」

「へえ」と男の人が低い声をもらした。

「ぬぁっ──」と有華央が血相を変えて叫さけんだ。

「ぬあんだとう……!?　貴様！　大良権有華央の命令が聞けんと申すのか！　刑天文院景敦の分際で！　大良権に逆らえば何が起こるか、どうなってしまうのか、刑天文院家に生まれた貴様がわかっとらんわけではなかろうな……！」

　景敦は唾つばをのみこんだ。腰こしが引けそうになっている。有華央は追い打ちをかけるように一歩前に踏ふみだして景敦に近づき、目を細めた。

「すべて覚かく悟ごした上で言っておる。そう思ってかまわんのだな」

「あ……」

　景敦は息を吐はいて、うなずいた。

「まあ……そうっすね。とにかく、やつらが一緒じゃなきゃ、おれは行かないんで」

「この大良権有華央に楯たて突つこうというのだな」

「そんなかんじっすかね」

「後こう悔かいするぞ」

「しねーっすよ」

「命は惜おしくないのだな」

「惜しくはないっすね。べつに」

「刑天文院景敦……！」

　有華央の顔がまたもや赤らんだ。表情が崩くずれた。でも、憤ふん怒ぬの形相ではない。むしろ、悲しそうだ。必死に何かを我が慢まんしているかのようでもある。

　有華央は目をつぶり、まな板同然の胸を押さえて、ふわああ、と大きなため息をついた。

　そうして、景敦に右手の人差し指を突きつけた。

「やむをえん！　許す！」
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　大良権有華央の車の後部座席は、天てん井じようこそ低いが、細長い応接間といったかんじで、とてつもなく居い心ごこ地ちがよかった。

　寝心地も最高だった。

　いつの間にか、千夜子は眠ねむってしまっていたらしい。

「チョコちゃん。チョコちゃんったら」

　揺ゆり起こされて目が覚めた。

「はぅ……あ……ぬぇ？　お母さん、もう朝……？」

「朝ではないのよ。それから、あたくしはチョコちゃんの母親でもないのだわ」

「れ……？　メルカさん？」

「そうなのよ」

　メルカはやさしく千夜子の頭を撫なでてくれた。思わずまた目をつぶってしまいそうになったが、我慢した。

　それにしても、最高級の枕まくらだ。これは何だろう。スカートの生き地じだ。腿ももか。メルカだ。

　千夜子はコの字形の豪ごう奢しやなシートにメルカ、景敦と横並びになって座っていたはずだが、知らぬ間に寝ね入いってしまった。何かの拍ひよう子しに身体からだが横に倒たおれた。その結果、隣となりのメルカに膝ひざ枕まくらをしてもらう恰かつ好こうになっていた。そういうことか。

　ということは、車のシートよりも、メルカの太腿のおかげで寝心地がよかったのだ。

「あっ……」

　千夜子は慌あわてて起きあがった。

「ご、ごめんなさい、メルカさん！　重かったでしょ？　足、痺しびれてない？　大だい丈じよう夫ぶ……？」

「平気なのだわ」

　メルカはスカートの上に置いてあったハンカチを手にとって、千夜子の頰ほおから唇くちびるのあたりをそっとぬぐってくれた。千夜子は口の周りをさわった。

「わぅっ!?　わ、わたし、もしかして、よだれ垂らしてた……!?」

「大丈夫なのよ。もうふいたから」

　メルカはハンカチをポケットにしまった。メルカの隣に座っている景敦があくびをした。

「つーか、無む駄だに愛されてんなあ。島原」

「誰だれが」

　メルカは吐き捨てるようにそう言って唇をへの字に結んだ。

　千夜子は首をひねってまばたきをした。

　愛されている？

　何のことだろう。

「箱入り娘むすめっていうことなのかな……？　箱に入るのは、けっこう好きなんだけど」

「貴様は平ひら賀が源げん内ないか！」

　奥のシートに一人でゆったりと腰かけて、優ゆう雅がに脚あしを組んでいる有華央につっこまれた。

　メルカが眉まゆをひそめた。

「なぜ平賀源内……？」

「平賀源内といったらエレキテルの紹しよう介かい者しやだろうが！　異名は福ふく内うち鬼き外がいなど複数！　浄じよう瑠る璃り作家でもあるのだぞ！　諸説あるが、五十二歳で獄ごく死し！　これくらい常識なのだ！」

「はあ……」

　千夜子は感心してしまった。

「ユカちゃんは、歴史が得意なんだね。わたし、けっこう苦手なんだけど」

「誰がユカちゃんなのだっ！」

「ここにユカちゃんといったら一人しかいないのだわ」

　メルカが、ふふ、と笑った。有華央は顔を真っ赤にした。

「む、む、む……！　この影かげの大統領、大良権有華央をユカちゃん呼ばわりするとは……！」

「いーんじゃないっすかね」

　景敦はだるそうに後頭部をボリボリ搔かいて、窓の外に目をやった。

「影の大統領よりかは似合ってんじゃないっすか。ユカちゃん」

「け、け、け、刑天文院景敦……！　きっさまあああぁぁぁ……！」

　まただ。有華央の表情が崩れた。やはり何かを一生懸けん命めいこらえているような顔だ。

　有華央は胸と下腹部を手で押さえて、ふわああ、と大きく息を吐はいた。

　それから、千夜子たちにビシッと人差し指を突きつけた。

「や、やむをえん！　許してやらんこともない！　今回だけなのだ！　特別だぞ！」

「いや、やっぱおれはいーっす」

　景敦は苦笑いを浮うかべた。

「大良権の御ご当とう主しゆさんをちゃん付けとかでは呼べねーし」

「な、なぜなのだっ！　この大良権有華央が特別に許してつかわすと言っておるのに！」
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「だって、なんか畏おそれ多いっつーか」

「そのわりにはぞんざいな態度なのだぞ！」

「そーっすかね。おれとしちゃー、これで精せい一いつ杯ぱいっぽいんすけど」

「もっと努力するのだ！　何しろこの大良権有華央は影の大統領なのだからな！」

「ところで」

　メルカは少しだけ首を傾かたむけて、やけに落ちつきはらった声を出した。

「最初から気になっていたのだけれど、影の総理大臣、影の首しゆ相しようならまだしも、影の大統領というのは変なのではなくて。日本では議院内閣制が採用されていて、大統領はいないのよ」

「愚おろか者め！」

　有華央は鼻先で笑って平板な胸を張った。

「影の大統領のほうがかっこいいではないか！　しかも、いかにも偉えらそうなのだ！」

「そんな理由……？」

　メルカは呆あきれ顔だ。

　有華央は得意顔でうなずいた。

「とても大事なことだ！　何しろ大良権有華央は日本で一番偉いのだからな！」

「大きく出たものなのだわ……」

「実際、超ちよう絶ぜつ大きい存在なのだ！　あまりにも大きすぎて、下々の者どもは気づかんのだ！」

「あのう」

　千夜子は勇気を出して口を挟はさんでみた。

「それで、ユカちゃんはわたしたちをどこへ連れて行くつもりなのかな？」

「ああ」

　メルカは千夜子をちらりと見た。

「チョコちゃんはすやすやと眠ねむっていたから、話を聞いていなかったのね」

「うん。そうかも」

「聞いて驚おどろくな！」

　有華央は誇ほこらしげな顔で車の進行方向を指さした。

「大良権有華央とその子分どもは、第参次及およビ第肆よ次世界大たい戰せん對たい應おう仕し樣よう特とく殊しゆ核かく待たい避ひ壕ごう肆し拾じゆう七しち號ごう、通つう称しよう四十七シェルターに行くのだ！　もうすぐそこだ……！」
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　四十七シェルターの入口はトンネルのようだった。中もトンネルそのものだった。

　車はトンネルに入ってしばらく走り、巨きよ大だいで頑がん丈じようそうなシャッターの前で停とまった。

　間もなくシャッターが開きはじめた。

　シャッターが完全に開ききると、車はその向こうへと進んだ。

　少ししてから、千夜子は後ろのほうを見た。シャッターは閉まろうとしていた。

　車はそれから三、四分ほども下り勾こう配ばいのトンネルをゆったりした速度で走りつづけた。

　またシャッターが行く手をさえぎった。

　車が停まり、助手席から降りた黒服の男の人が後部座席のドアを開けた。

「着きましたよ」

　千夜子がシートから腰こしを浮かせようとしたら、有華央が怒ど鳴なった。

「馬ば鹿か者もの！　大良権有華央より先に降りようとするとは！　こういうときは偉い者から先に降りるものと相場が決まっておるのだぞ！　貴様は蜷にな川がわ新しん右衛え門もんか！」

「ご、ごめんなさいっ。に、にらかわ……？」

「蜷川新右衛門なのだ！　新右衛門は通称！　本名は親ちか当まさ！　智ち蘊うんともいう！　室むろ町まち時代の連歌師だ！　これくらい常識なのだぞ！」

　有華央を先頭に、大きなリュックサックを持った景敦、メルカ、千夜子の順で車を降りると、男の人がドアを閉めた。

　その直後だった。シャッターが開きはじめた。

　シャッターは二メートルくらいの高さまで開いて止まった。

「さあ、ここからは徒歩なのだ！」

　有華央は開いたシャッターの向こうを指さした。

「この大良権有華央も自分の足で歩くのだから、貴様らもきびきび歩いて、しっかりついてくるのだぞ！」

　なぜそこからは徒歩なのか。すぐにわかった。

　シャッターの向こうはほどなく行き止まりで、壁かべに扉とびらがあった。体育館の扉くらいの大きさはありそうだが、車では通りづらいだろう。

　扉の脇わきにインターホンみたいなものがあって、男の人がそれを操作すると、扉はひとりでに開いた。

　扉の先は幅はばが約二メートル、高さ二・五メートルくらいの通路だった。

　天てん井じように蛍けい光こう灯とうが設置されていて、十分明るいのだが、なぜか少し薄うす暗ぐらく感じる。

　通路は三十メートルくらいつづき、その先はまた扉だった。今度の扉は円い。男の人が何か操作すると、やはり勝手に開いた。と思ったら、その向こうも円い扉だった。これも、男の人が何か操作して開けた。さらに円い扉が現れた。

　千夜子が呆あつ気けにとられていると、有華央が平べったい胸を反らせて笑った。

「どうだ、この厳重さは！　第三次大戦、さらに第四次大戦が起こっても、あるいは宇宙人が地球に侵しん攻こうしてきたとしても、我々大良権の人間だけは生き残らねばならん！　そのために造られておるシェルターなのだからな！　防備はばっちりなのだ！」

「そんなものを四十七個も……？」

　メルカが眉まゆ根ねを寄せた。

　有華央は得意気に、えへん、と咳せき払ばらいをした。

「大良権専用のシェルターは、日本全国にぜんぶで百九十六箇か所しよあるのだ！　何しろ大良権有華央は影の大統領で忙いそがしいのだからな！　何か起こったとき、どこにおるかわからん！　どこにいようと、すぐ近くにシェルターがないと困るのだ！」

「なんて身勝手な……」

「大良権は私財を投じてもしものときに備えておるのだ！　下々の者に文句を言われる筋合いはない！」

「はああ……」

　千夜子はため息をついてしまった。

「ユカちゃんのおうちは、すっごくお金持ちなんだね……」

「愚か者が！　そんなふうに普ふ通つうに感心されると、大良権のスケールが小さく感じられてしまうではないか！」

「チョコちゃんの感心の仕方より、あなたの外見や言動のほうが、よほど大良権とやらを矮わい小しよう化かさせているのよ、ユカちゃん」

「うぬう……！　トミノメカ！　余を愚ぐ弄ろうするか……！」

「あたくしはただ、事実をありのままに述べているだけなのだわ。それから、あたくしは兎我野メルカなのよ。機動戦士とは縁えんもゆかりもないのだわ」

「あ？　とがの……？」

　扉の前に立って何かやっていた男の人が、手を止めて首をひねった。有華央が眉まゆをひそめて男の人を見た。

「小こ早ばや川かわ！　何か気になることでもあるのか！」

「いや」

　小早川というのが、あの男の人の名前なのか。小早川はメルカを一いち瞥べつして、軽く肩かたをすくめてみせた。

「なんでもありませんよ。ただ、ちょっと聞き覚えがあるような気がしたもので」

「気のせいなのだわ！」

　すかさずメルカが叫さけんだ。なんだか慌あわてているように見える。

「ふむ」

　有華央は思案顔で一つうなずいた。

「まあ、よい！　とにかくさっさと開けるのだ、小早川！」

　小早川が「はい」と短く答えて機械にカードのようなものを通したり、ボタンを押したり、指を押しつけたりすると、何か音がした。

　小早川は扉の把とつ手てを引っぱった。重々しい音を立てて扉が開いた。

　扉の先はシックな洋風建築の玄げん関かんホールといった佇たたずまいだった。

　正面と右手に木製の扉がある。左手には渋しぶい金色の手すりがついている階段があった。

「ふわあぁー……」

　千夜子はまたしてもため息をついてしまった。

「まるで、お金持ちのおうちみたいだね」

「くつろげんシェルターには存在価値がない！　少なくとも、この大良権有華央はそんなものを認めんのだ！」

　有華央は腰こしの両側に手をあててそっくりかえった。

「まあ、この四十七シェルターに関しては、アレを運びこませる際にだいぶ改造させたのだがな！　おかげで住居としての魅み力りよくは大おお幅はばにダウンしてしまったのだ！」

「アレって……？」

　千夜子は一同を見まわした。

　小早川がカツカツ靴くつ音おとを響ひびかせながら歩いてゆき、正面の大きな扉を開けた。

「こちらです。どうぞ」

　その向こうはコンクリートか何かで固められた通路だった。玄関ホールの印象とはまったく違ちがう。改造したのだろうか。

　十メートルくらいの通路の突つきあたりはエレベーターのドアのようになっていた。

　右側の壁にインターホンみたいな機械がある。

　小早川がそれに向けて小声で何か言うと、ドアは左右に開いた。さらに、上下に開いて、左右に開いた。ドアは三重だった。

　三重ドアの先は、天井が高くて真っ白い部屋だった。

　真ん中に金属製の台があって、その上に石か何かで出来た棺ひつぎのようなものが置かれている。

　石の棺のようなものには、金属の鋲びようがたくさん打ちこんである。鋲にはワイヤーが繫つながれ、それらは天井めがけてのびている。

　そういえば、景敦が、どっかの遺い跡せきで発はつ掘くつされたっぽいセッカンだかを開けるっつー仕事、だと言っていた。

　セッカンはきっと、セッケンかゼッケンのことだろう。千夜子はそんなふうに見当をつけていたが、考えてみれば、石せつ鹼けんにしても、ゼッケンにしても、開けられるものではない。

　セッカン。セキカン。千夜子は首をひねった。

「責任感……？」

「たぶん大おお間ま違ちがいなのよっ」

　メルカに側頭部を、ぺしっ、と叩たたかれた。その瞬しゆん間かん、思いついた。

「あ！　セッカン！　石せつ棺かんのことだったんだね！」

「……何だと思ってたんだ？　今まで……」

　景敦は疲つかれきったような顔をしている。リュックサックが重いのだろうか。ちゃんと背負わず、肩かた紐ひもを片方しか使っていないせいかもしれない。

　千夜子は石棺に目をやった。

「はぁー。景敦くんはあの石棺を開けないといけないんだよね。何が入っているのかな？」

「棺ということは、誰だれかの遺体なのではないの？」

　メルカは生なま唾つばを飲みこんだ。

　有華央がすたすたと歩いていって、石棺を、ぽん、と叩いた。

「何とか測定法によると、この石棺は千五百年くらい前のものらしいのだ！　千五百年前といったら古こ墳ふん時代の後期なのだぞ！　だが、この石棺、じつは石ではないのだ！　なんだかよくわからんもので出来ておる！　どうだ！　すごいであろう！」

「説明が大おお雑ざつ把ぱすぎて、ある意味、すごいのだわ……」

「細かいことは下々の者どもに任せておるのだ！　当然だ！　何しろこの大良権有華央は偉えらいのだからな！」

　有華央は景敦に人差し指を突きつけた。

「さあ、刑天文院景敦！　仕事の時間なのだ！　この大良権有華央のために、貴様は貴様の為なすべきことを為すがいい……！」
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　石棺が置かれている部屋は「安置室」というらしい。

　千夜子たちは、景敦一人だけを安置室に残して、二階の「制せい御ぎよ室」に移動した。玄関ホールの階段で二階に上がってすぐの部屋だ。

　制御室はもともとは客間だったらしいが、ここも改造されて、多数のコンピューターやモニターが設置され、奥の壁はガラス張りになっている。分厚いガラスの向こうは安置室だ。

　ガラスの前に大会社の社長が座っていそうなチェアが置かれている。ヘッドセットを装着した大良権有華央には明らかに大きすぎる椅い子すだ。座り心ごこ地ちはどうなのだろう。

　やはりヘッドセットをつけた小早川は、有華央の斜ななめ後ろに立っている。

　千夜子とメルカに与あたえられたのは、社長チェアの隣となりに並べてある簡素なパイプ椅子だ。

　制御室はなかなか賑にぎわしい。

　千夜子たち以外にも、コンピューターを操作したり、モニターを眺ながめたりしている白衣姿の男女が十人以上いるからだ。

　モニターの大半はいろいろな角度から安置室を映している。玄関ホールや、その他ほかの部屋の映像もいくつかあった。

　景敦は安置室で何やら作業をしている。リュックサックからとりだした青いチョークで白い床ゆかに何か図形のようなものを描えがいたり、仏像のようなものを石棺の周りに置いたり。何をしているのかわからないが、けっこう真面目まじめに仕事をしているようだ。

　有華央が「──で」と少し苛いら立だたしげな声を出した。

「準備のほうはどんな塩あん梅ばいなのだ、刑天文院景敦！　この大良権有華央はそろそろ待ちくたびれそうなのだぞ！　余は我が慢まんするのが大だい嫌きらいなのだ！」

『もうちょいっす』

　制御室の天井にあるスピーカーを通して、景敦の声が聞こえた。

『影かげの大統領に何かあったら、やっぱまずいんで。悪いんですけど、あとちょっとだけ待ってもらえますかね』

「早くするのだ！」

　有華央は足をバタバタさせた。

「早く！　早く！　早く！　はーやーくー！」

『……うっせーな』

「刑天文院景敦！　貴様、今、うっせーなと言わなかったか！　この大良権有華央に向かって、うっせーな、と……！」

『や、気のせいじゃないっすかね。言ってないっすよ、んなこと。言うわけねーし』

　景敦は屈かがんで何かしているので、モニターを見ても顔はわからない。スピーカー越ごしにため息をつく音が聞こえた。

『……っせーな。マジで』

「言ったであろうが！　今！　うっせーな、マジで、と！　貴様らも聞こえたであろう！」

　有華央はこっちを見た。メルカは首を横に振ふった。

「いいえ。聞こえなかったのだわ」

「う、うん」

　千夜子もつられてうなずいた。

「わ、わたしも、聞こえなかったよ。何も」

「小早川！」

　有華央は斜め後ろに立っている小早川を振り返った。

「貴様はどうだ！　聞こえたであろう！」

　小早川は「いえ」と手を左右に振った。

「聞こえませんでしたね。というか、聞いてなかったです」

「きっさっまっらあああああああぁぁぁぁぁ……！」

　有華央は顔を真っ赤っかにして、胸と下腹部を手で押さえた。やっぱり、怒っているのか、悲しいのか、苦しいのか、どうもはっきりしない複雑な表情だ。

　有華央は目をつぶり、ふわああ、と大きく息を吐はいた。

　そうして、うん、うん、とうなずいてから目を開けた。

「まあ、よい！　できるだけ早くすませるのだ！　わかったな！　刑天文院景敦！　これは大良権有華央の命令なのだ！」

『へーい』

「くううううううううぅぅぅぅ……！」

　有華央は歯を食いしばって、だん、だん、と床を蹴けった。

「お嬢じようさまは」

　不意に千夜子の耳みみ許もとで低い声がした。

「ひぅっ」と驚おどろいて横を見ると、小早川の顔があった。

　小早川はいつの間にか千夜子とメルカの後ろに移動し、腰こしを屈めて二人の間から顔を出していたのだ。

「ふだんは他人に逆らわれるってことが基本的にないので。新しん鮮せんで、嬉うれしいんですよ。反はん抗こうされるの──」

「この慮りよ外がい者もの！」

　メルカが小早川のほっぺたを平手打ちした。なかなかいい音がした。

　小早川は痛いとも痒かゆいとも言わず、ゆっくりとメルカのほうに顔を向けた。

「オヤジにもぶたれたことはないんだが」

「お望みなら、もっとぶってやってもいいのだわ！」

　メルカは眉まゆをつりあげ、片手で耳を押さえている。顔がだいぶ赤い。

　小早川はわざとらしく首をすくめて身体からだを起こした。

「そういうのも嫌きらいじゃないが、いきなりそこからってのもな」

「小早川！　餓が鬼きとじゃれておる場合ではないのだぞ！」

「はい。申し訳ありません」

　小早川は軽く頭を下げて、有華央の斜ななめ後ろに戻もどった。

　何だったのだろう。今のは。

　半分呆ぼう然ぜんとしている千夜子の隣で、メルカはすっかりぷんすかメルカさんになっている。

『……準備完かん了りよう──っすかね』

　安置室の景敦が立ちあがった。

「うむ！」

　有華央は力強くうなずき、どこからかとりだした扇せん子すで膝ひざを打った。

「それでは、開かい封ふう作業を開始する前に、〝クルピナ石棺〟について、この大良権有華央があらためてざっと説明してやるのだ！　感謝するがいい！」

「クルピナ……？」

　千夜子の頭の中で、ひよこに似た大型生物がロボットダンスを踊おどりはじめた。

　有華央は扇子の先をガラスの向こうの安置室に向けた。

「あの石棺に異い那な文字で刻まれておったのだ！　異那文字のことは当然、知っていような！」

　千夜子は首を傾かしげてメルカのほうを見た。メルカも眉をひそめている。

「知らんのか！　これだから下々の者は！」

　有華央はパシパシッと扇子で膝を叩たたいた。

「異那文字は神じん代だい文字の一種なのだ！」

「神代文字……」

　途と端たんにメルカの目がキラキラと輝かがやきはじめた。有華央はまた扇子で膝を叩いた。

「神代文字はすべて、一いつ般ぱん的には近世以降に捏ねつ造ぞうされたものだとされておるが、異那文字にかぎっては真正だと断言できる！　なぜなら、二千五百年の歴史を持つ我が大良権家の家内文書は、漢字が一般化するまで、異那文字で書かれておったからだ！」

「な、なんですって……！」

　メルカは目を見開き、胸の前で両手をきつく組みあわせた。

「二千五百年!?　大良権家は弥や生よい時代からつづいているというの……!?」

「あたりまえなのだ！　我が大良権家をなんと心得る！　世界で一番偉いのだぞ！」

『……日本で一番じゃなかったのかよ』

　景敦がスピーカー越ごしにぽつりと口を挟はさんだ。有華央は扇子をガラスめがけて投げつけた。

「黙だまるのだ！　日本だろうと世界だろうと大差ない！　とにかくこの大良権有華央は一番偉いのだ！」

「お嬢さま」

　小早川がため息混じりに言った。

「説明のつづきを」

「おお！　そうであったな！　説明……」

　有華央は床ゆかを蹴りつけた。

「馬ば鹿か者ものどもが！　どこまで話したか忘れてしまったではないか！」

『ぐだぐだだな……』

「刑天文院景敦……！」

　有華央は片方のパンプスを脱ぬいでガラスにぶつけた。

「貴様が言うな！　あまり調子に乗っておると、切腹を申し渡わたすぞ！」

『……そいつは勘かん弁べんしてほしいっすね。なんか、かなり痛そうだし』

「ええい！　何はともあれ！　その石棺には異那文字でクルピナと刻まれておったのだ！　だからクルピナ石棺なのだ！　中身は不明だが、変なものが入っておったら困る！　そういうときは刑天文院の出番なのだ！」

「え」

　千夜子は胸を突つかれた。

「じゃあ、もし変なものが入ってたら、景敦くんはどうなっちゃうのかな……？」

「どうにかするのだ！　それが刑天文院の役目なのだ！」

「めちゃくちゃなのだわ！」

　メルカがパイプ椅い子すから立ちあがって、有華央に詰つめよった。

「こんなことは即そつ刻こく中止なさい！　中止しないのなら、訴うつたえてやるのだわ！」

「愚おろか者め！　訴えたところで、訴そ状じようが受理されることはないのだ！　何しろこの大良権有華央の言葉は日本の法律なのだからな！　むしろ、余自体が日本国憲法なのだ！」

「大良権がどれだけ偉いか知らないけれど、友人がこれから危険な目に遭あうかもしれないというのに、黙っていられるものですか！」

「問答無用なのだ！　開封作業開始……！」

　有華央が右手を振ふりあげると、白衣軍団が慌あわただしく動きはじめた。

「Ｄクレーン準備」「準備よし」「Ｄクレーン作動」「石せき蓋がい引きあげ開始」

　いったい何が始まろうとしているのか。

　千夜子は椅子から腰こしを浮うかして、ガラスの向こうの安置室を凝ぎよう視しした。

　石棺に打ちこまれている鋲びように繫つながったワイヤーが、どれもピンと張っている。

　どうやら、石棺の蓋ふたを持ちあげようとしているようだ。

『開きそうにないっすけどね……』

　景敦は後頭部を搔かいている。声こわ音ねもいつもどおりだ。リラックスしているように見える。千夜子はこんなに緊きん張ちようしているのに。メルカだって、ほとんどガラスにかじりついている。

「まどろっこしいのだ！」

　有華央が苛いら立だたしげに叫さけんだ。

「もうよい！　さっさと切断してしまえ！」

　また白衣軍団が動きを見せた。

「石蓋引きあげ中止」「中止よし」「Ｄクレーン解除準備」「準備よし」「Ｄクレーン解除」

　石棺と天井を繫いでいたワイヤーが一いつ斉せいに外れた。

「ダイラガンＳＭ‐03Ｐ起動準備」「準備よし」「ハッチオープン」

　安置室の向こう正面の壁かべに四角い穴があいた。どうやら、もともと扉とびらがあったらしい。

「ダイラガン起動！」「起動完かん了りよう！」「ダイラガン前進！」

　白衣軍団の声に俄が然ぜん熱がこもってきた。

　四角い穴から何か出てきた。

　それは歩いてきた。

　人ではないが、人の形をしている。少し中ちゆう腰ごし気味だ。

　千夜子はそれに似たものをテレビで見たことがあった。

「ア●モ……!?」

　白衣軍団が一斉に千夜子を睨にらみつけた。

「ＮＯ！」「違ちがァーう！」「ダイラガン！」「ダイラガンだっ！」「ダイラガン……！」

「ご、ごめんなさいっ」

「ろ、ロボット……だというの……？」

　メルカはガラスの前にへたりこんで震ふるえている。

「あれはプロトタイプにすぎんがな！　ホ●ダには悪いが、ア●モなど問題にならん！」

　有華央は平べったい胸を反らせて、含ふくみ笑いをした。

「当然のことではあるのだが、我が大良権の科学力はァァァァァァァアアア！　世界一ィィィイイイイ！　なのだッ！」

『マジかよ……』

　景敦があとずさった。ダイラガンが滑なめらかな動きで石棺に近づいていったからだ。

　ダイラガンは背中にくくりつけてあった棒のようなものを抜ぬいた。

　もしや、あれは刀か。日本刀のようだ。

　白衣軍団が叫んだ。

「行け、ダイラガン！」「力を見せろ、ダイラガン！」「がんばれ、ダイラガン……！」

　ダイラガンの目の部分がキランッと光った。

『ザン・テツ・ケン』

　機械的な音声がスピーカー越ごしに聞こえた。

　ダイラガンは両手で持った日本刀を、サッ、シャッ、スァッ、と振りまわした──と思う。あまりに速すぎて、千夜子の目ではとらえきれなかったのだ。

　何も起こらない。ただ日本刀が振りまわされただけなのか。一いつ瞬しゆん、そう思った。

　違った。

　石棺がずれた。千夜子にはそんなふうに見えた。

　次の瞬間、石棺はバラバラになり、台の上から崩くずれ落ちた。賽さいの目切りだった。

『……やりすぎだろ。どー考えても』

「む、む……！」

　有華央が社長チェアから立ちあがろうとした。そのときだった。

　バラバラになった石棺から、何か青っぽい液体のようなものがあふれだしてきた。

　いや、液体ではなさそうだ。それは石棺の残ざん骸がいの上に起きあがった。

　最初、それは、ソーダ味か何かの青いゼリーを逆さにしてカップから出した状態のような形をしていた。

　あちこちがへこんだり、のびたりして、見る間に変形していった。

『──な……』

　景敦が絶句した。

　制せい御ぎよ室の中も静まりかえっていた。

　どこからどう見ても、それは女性だった。

　もうちょっと正確にいえば、全ぜん裸らの女性を象かたどった青いゼリーのような何かだった。

　その顔の部分が蠢うごめいた。

『くぅー』

　スピーカー越しの音だ。もしかして、喋しやべったのか。

『るぅー』

　これは景敦の声でも、ダイラガンの機械的な音声でもない。

『ぴぃー』

　間違いなさそうだ。

『なぁー』

　声音からすると、女性というよりも幼い少女といったかんじだが、きっとこれはゼリー女の声なのだ。

「……クルピナ」

　有華央がペシンッと膝ひざを叩たたいた。

「よし！　アレをクルピナと命名するのだ！　というよりも、クルピナはアレの名前だったのであろう！　この大良権有華央がそう思うからには、そうに違いないのだ！」

『……や、名前とかはどーでもいーんすけど』

　景敦が振ふり返って顔を上げ、制御室のほうを見た。

『どうすりゃいーんすかね。こういうのは、さすがにちょっと想定外だったんすけど』

「馬ば鹿か者もの！　とにかくどうにかするのだ！　貴様は刑天文院景敦なのだからな！」

『……どうにかって──』

　景敦が前に向きなおろうとした。その寸前だった。
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　ゼリー女クルピナが動きだした。歩くというよりも、滑すべるような足どりだった。

　方向からすると、安置室の出入口に向かおうとしているのか。

　ダイラガンの目がキランッと光った。なかなか素す早ばやかった。ダイラガンは中ちゆう腰ごし気味の体勢でシュイーンシュイーンと移動し、クルピナの前に立ちはだかった。

『ザン・テ──』

　そうして日本刀を振りまわそうとした。その前に、クルピナがダイラガンに飛びかかった。というか、一瞬のうちに女性の形が崩れて、青いゼリーの波と化したクルピナがダイラガンに押しよせたのだ。

　ダイラガンはクルピナ・ゼリーにのみこまれてしまった。白衣軍団が絶ぜつ叫きようした。

「──だ、ダイラガン……！」「ダイラガン!?」「ダイラガーンッ……！」

　青いゼリー越しに見えるダイラガンの表面が、熱されているかのように溶とけはじめた。

　表面だけではない。ダイラガンはどんどん融ゆう解かいして小さくなってゆく。ものすごい勢いだ。

　メルカがガラスを叩いた。

「景敦！　早く逃にげなさい……！」

「はっ」

　千夜子も慌あわててガラスにすがりついた。

「そ、そうだよ！　景敦くん！　そこにいたら危ないかもしれないし！　逃げないと！」

「愚おろか者どもめ！」

　有華央が、ふんっ、と鼻を鳴らした。

「ヘッドセットをつけておらん貴様らがいくら叫さけんだところで、刑天文院景敦にはちっとも聞こえんのだ！」

　千夜子はメルカと顔を見あわせた。それから、二人同時に振り向いて有華央に飛びかかった。二人がかりだ。有華央からヘッドセットを奪うばいとることなど造作もなかった。

「──こ、この大良権有華央の持ち物を奪うとは！　不届き者どもめ！　返せ……！」

　千夜子とメルカはかまわずヘッドセットのマイクに向かって叫んだ。
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「景敦くん！　逃げて！」「逃げなさい、景敦！　急ぐのよ……！」

『……つってもな……』

　景敦は一応、壁かべ際ぎわに寄っているが、安置室から出ようとはしない。

「無む駄だなのだ！」

　有華央がフフハハハッと高笑いをした。

「安置室の出入口はロックしておる！　出たいからといって出ることは叶かなわんのだ！」

　ショックを受けている場合ではなかった。

　とうとうダイラガンがなくなってしまった。クルピナ・ゼリーにすっかり溶かされた。消化されてしまったのだ。

　クルピナ・ゼリーは何事もなかったかのようにクルピナに戻もどった。
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　そうして、やはり出入口を目指そうとしているようだ。

「刑天文院景敦！」

　有華央は床ゆかを蹴けりつけた。

「何をやっておる！　クルピナをどうにかしろ！　阻そ止しするのだ……！」

「ユカちゃん」

　メルカがヘッドセットをぶらぶらさせてみせた。

「ヘッドセットはここにあるのよ。何を言ったところで景敦には聞こえないのだわ」

「む、む、む……！」

『つーか……けっこういい霊れい具ぐとか妖よう具ぐとか、いろいろ使って結界張ってみたんだけどな……まったく効いてないっぽいんだけど……』

「ひょっとしたら」

　小早川は首をひねって顎あごを撫なでた。場ば違ちがいなほど落ちつきはらっている。

「古代の生体兵器とか、そんなたぐいのモノなのかもな」

　小早川はヘッドセットをしているので、その声が景敦にも聞こえたのだろう。

『そういうのは専門外っすよ、おれ。あっ──』

　白衣軍団が「はっ！」「ふっ!?」「むっ!?」「わっ！」と声をもらした。

　クルピナの姿はもうガラスに顔を押しつけても見えない。千夜子はモニターに目を向けた。

「ぬぇっ……!?」

　クルピナはふたたびクルピナ・ゼリーになっていた。出入口の扉とびらだ。クルピナ・ゼリーは扉にとりついている。

　扉はかなり頑がん丈じようそうだったし、ダイラガンほど簡単には溶けないようだ。それでも扉と壁かべの隙すき間まがぶくぶく泡あわ立だちながら、少しずつ広がりつつある。

「まずいな」

　小早川はそう呟つぶやくなり、有華央を抱だきあげた。お姫ひめ様だっこというやつだが、小早川は長身で、有華央は小こ柄がらなので、父親が娘むすめをだっこしているようにも見える。有華央は暴れた。

「──な、な、なっ、何をするのだ、小早川！　この大良権有華央を影かげの大統領と知っての狼ろう藉ぜきか……！」

「申し訳ありません、お嬢じようさま。少しの間、我が慢まんしてください」

　小早川は千夜子やメルカ、それから白衣軍団を見まわした。

「全員、退たい避ひだ。クルピナがここにきたら、逃げ場がないからな」

「た、退避ー！」「退避準備！」「準備よし！」「退避開始！」「退避します！」「退避！」

　白衣軍団は雪崩なだれを打って制せい御ぎよ室から飛びだしていった。

　千夜子は呆あつ気けにとられてしまった。

「に、逃げ足速すぎっ……!?」

「あたくしたちも逃げないといけないのだわ！」

　メルカが千夜子の腕うでをとった。千夜子は再度、モニターに目をやった。

　もう扉と壁の隙間はだいぶ広がっている。クルピナ・ゼリーはその隙間から扉の向こうへ流れ出ようとしているみたいだ。景敦はまだ安置室の壁際にいる。

「で、でも、メルカさん、景敦くんが……！」

「そうね……」

　メルカは眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるをへの字に結んだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　小早川の声はかすかな笑えみさえ含ふくんでいた。

「あれでも景敦くんはプロだからな。自分のことは自分でなんとかするさ。俺たちが足を引っぱりさえしなけりゃ、仕事だってちゃんと片づけてくれるはずだ」

「ええい、下ろせ！　下ろすのだ、小早川！　この無礼者！　余は嬉うれし恥はずかし完全無欠の生き娘むすめだというのに……！」

　有華央は顔を赤らめ、涙なみだぐんで大暴れしているが、小早川の腕は影の大統領をしっかりとつかまえている。

　千夜子はメルカとうなずきかわし、有華央を抱かかえた小早川につづいて制御室を出た。

　玄げん関かんホールには、すでに白衣軍団の姿はなかった。

　千夜子たちは階段を駆かけ下りた。その途と中ちゆうだった。

　安置室へと通じる木製の扉が開いた。
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　クルピナだ。

　扉を溶とかさずに青く透すきとおった手で開けて、玄関ホールに進入してきた。

　小早川が足を止めて舌打ちをした。

「……ちょっとばかり遅おそかったか」

「む、む、む……！」

　有華央が千夜子とメルカを睨にらみつけた。

「愚おろか者どもめ！　貴様らがぐずぐずしておったせいなのだぞ！　影の大統領たるこの大良権有華央の身に何かあったらどうしてくれるのだ！」

「あたくしの知ったことではないのだわ！　それに、ぐずぐずしていたのはユカちゃんも同じなのではなくて!?」

「余がぐずぐずなどするものか！　後ご鳥と羽ば上じよう皇こうでもあるまいし！」

「あの！　メルカさん、ユカちゃん、そんなことより、クルピナちゃんがこっち見てるよ!?」

「むっ──」と有華央が短く唸うなった。

　メルカが「はっ──」と息をのんで、小早川は有華央を抱いている腕に力をこめた。

　クルピナはたしかにこっちに顔を向けていた。

　全身が青く透とう明めいなので、顔の造作など、細かい部分はあまりよくわからないが、目を細めて唇をゆがめ、ニヤリと笑った。そんなふうに見えた。

「[image: る゛]あー」

　次の瞬しゆん間かん、クルピナが崩れた。

　またたく間にクルピナ・ゼリーとなって床ゆかに広がった。

　クルピナ・ゼリーはすごい速度で床を這はって、階段をのぼってきた。

「くっ……！」

　小早川が手すりに足をかけて、千夜子とメルカを振ふり返った。

「きみたちもこい！　飛び降りるんだ……！」

　言うが早いか、小早川は有華央を胸に抱いたまま、手すりを乗り越こえて一階の床めがけて跳ちよう躍やくした。

「チョコちゃん……！」

　メルカが千夜子の手を引いた。千夜子はメルカともつれあうようにして、それでもなんとか階段から飛び降りた。どうにか無事に着地することができた。少し足が痺しびれているが、これくらいなら平気だ。千夜子は走ろうとした。メルカが「──うっ」と呻うめいてしゃがみこんだ。

「メルカさん……!?」

　千夜子はメルカを助け起こした。メルカは顔をしかめて唇を嚙かんでいる。左足が床についていない。わざと浮うかせているのだ。足を挫くじいたのか。

「島原！　メルカ……！」

　安置室へと通じる扉とびらから景敦が飛びだしてきた。

　千夜子は振り返って階段を見上げた。

　クルピナ・ゼリーではない。クルピナが手すりの上に立っていた。
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　クルピナが両りよう腕うでをこちらに向けた。

　その両腕が粘ねん液えき化して降りそそいできた。

「にぁっ！」

「あっぶ……！」

　千夜子とメルカはなまぬるい粘液を頭からひっかぶった。

　すごく、ねちょねちょしている。

　気持ち悪い。

「──というか」

　千夜子は息が止まりそうになった。

「と、と、と、溶けるっ……!?　ど、どうしよ!?」

「おおおおおお落ちつくのよ、ちょちょちょちょチョコちゃん」

　メルカは千夜子の両りよう肩かたをつかんで、ふう、ふう、はあ、と高速で息をした。

　それから、激しく頭を左右に振った。

「落ちつけるわけがないのだわっ！」

「お、落ちつこう!?　メルカさん、ややややっぱり、おおおお落ちつかないとっ！」

「どうやって!?」

「そ、そ、そ、そそそんなことわたしに訊きかれてもわかるわけないよ!?」

「考えなさいっ！」

「考えてもわからないんで・すーっ！　わたし、生まれつき頭が悪いからっ。生まれてこのかた、ずっとバカなんで・すーっ！」

「その、すーっというのはやめなさいと何度言ったらっ」

「あ、ごめんね、メルカさん、わたし、ほんとにバカだから……」

「うざいっ。くどくどとっ。性しよう懲こりもなくっ」

「るぇ？　もしかして空耳──なわけないよ！　今、目の前でメルカさんが思いっきりわたしのことうざいって……」

　泣けてきた。

　まだ泣くことができる、ということだ。

　メルカが首を傾かしげて自分の頰ほおをさわった。ごしごしこすった。

「……溶とけていない──のだわ？」

「うん」

　千夜子はメルカの顔をじっと見て、それから自分の顔を手でさわってみた。

「溶けてない……よね？」

「おっ──」

　景敦の声だった。

　千夜子はメルカと一いつ緒しよに景敦のほうを見た。

　景敦は目をまん丸くして千夜子とメルカを見つめていた。

　ぼととっ──と、何かが床ゆかに落ちる音がした。同時に、軽くなった。

　千夜子は自分の身体からだを見た。

「あ」

　それから、すぐそばにいるメルカに目をやった。メルカは千夜子の身体を見ていた。

「ぬぁっ……」

「──なっ……」

「らっ──」

「たっ……」

「「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああ……！」」

　千夜子はメルカと抱だきあって座りこんだ。とにかく身体の前面はお互たがいに隠かくしあわないといけない。体勢も、できるだけ低くしたほうがいい。

　何も溶けなかったわけではないのだ。

　服だ。

　制服が溶けて、どろんどろんになり、ぼととっ──と床に落ちてしまったのだ。

　ちゃんと確かく認にんしたわけではないが、下着も危険な状態になっていた。というか、もうだいぶ溶けているかもしれない。

　千夜子はメルカの胸に自分の胸をぎゅうぎゅう押しつけて、おしりのあたりに手を回した。案の定だ。この感かん触しよくはパンツではない。どろどろしたパンツの残ざん骸がいだ。千夜子はメルカのおしりを手で隠そうとした。メルカも同じように千夜子のおしりを手で隠してくれた。

「[image: る゛]あー」

　クルピナの声がした。

　見上げると、クルピナは階段の手すりの上にしゃがみ、膝ひざを抱かかえていた。さっきよりも一回り小さい。両りよう腕うでを粘ねん液えき化させ、千夜子たちに浴びせたぶん、量が減ったのだろう。

　その口からよだれのような粘液が垂れている。

　落ちてくる。

「ふゎぁ……！」

　千夜子は反射的によけてしまい、その拍ひよう子しにメルカもろとも横よこ倒だおしになった。

「──ぶっ……！」と景敦が何かを噴ふきだした。

「……発育がよすぎるな。きょうびの女子高生は」

　小早川の声こわ音ねは相変わらず落ちつきはらっていた。

「余とて、そのうちああなるのだ！　否いな！　あれ以上なのだ！」

　有華央はいったい自分の何と誰だれの何を比べているのか。

　メルカが泣きそうな声で叫さけんだ。

「黙だまっていないで、助けなさい、景敦……！」

「──わ、わかってるっつーの！」

　景敦が駆かけよってくる。駆けよって……？　近くに？　こんな状態なのに？　千夜子は目をつぶり、自分でも意味のわからない喚わめき声をあげながらメルカにしがみついた。メルカも千夜子にすがりついてきた。粘液のせいでねちょねちょして、ちょっとくすぐったかった。

「我、刑天文院維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命ズ──化けて出ろっ！　一ノ変へん化げ、妖よう刀とうアズネ……！」

　景敦の声は近かった。千夜子は目を開けた。景敦の足が至近距きよ離りにあった。見上げると、当然のことながら景敦がいた。景敦は顔を上に向けていた。下から見た景敦は妙みようにかっこよかった。かっこいい……？

　景敦の右みぎ肘ひじから先は刀に為なり変わっている。

「島原、メルカ！　下がれ……！」

　千夜子はメルカと視線を交かわした。景敦はこっちを見ていない。目をやると、小早川もそっぽを向いてくれた。

　二人でうなずきあい、立ちあがって駆けた。もちろん、胸と下腹部は手で隠した。そうして壁かべ際ぎわまで行って振ふり返った。クルピナが手すりからふわりと跳とびあがったところだった。
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「景敦くん……！」「景敦……！」

「チィッ……！」

　景敦は飛びすさって右腕の妖刀アズネを振るった。着地するなり、景敦に躍おどりかかろうとしたクルピナの右腕がスパッと斬きれた。でも、斬れた右腕は床に落ちてゼリー状になり、ずるずる移動してクルピナに吸収された。クルピナの右腕は元に戻もどった。
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「──くそったれ！　なんか仕し掛かけがあんだろうが！　化けの皮ぁー剝はいでやるっ……！」

　景敦は左手を前に出した。

「我、刑天文院維陽ノ名ニ於テ命ズ──化けて出ろ！　限定解放、曝ばく露ろ眼がんグリグエラ……！」

　その左手から青緑色の光があふれだした。

　千夜子の位置からは見えないが、指の腹と掌てのひらには眼球が現れているはずだ。あの光はそれら六つの眼球から発せられているのだ。

　光を浴びせられたクルピナの姿が薄うすれた。

　全体ではない。

　首のあたり、胸の真ん中あたり、左右の肩かた、腹部に、それぞれ何か白っぽい、球状の、ごく小さな、真しん珠じゆのようなものがある。さっきまでは見えなかった。きっと、グリグエラの青緑色の光によって曝あばきだされたのだ。

「どうやらそいつが本体っぽいな……！」

　景敦は踏ふみこんだ。

　クルピナも景敦に向かって両腕をのばした。両腕が粘液化して景敦に降りかかった。

　景敦はかまわずに妖刀アズネを振りまわした。

「雲のように散り！　霧きりのごとく消え失うせろ……！」

　妖刀アズネは狙ねらい過あやまたず白っぽい玉を残らずぶった斬ったようだ。
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　クルピナは少女のような声で悲鳴をあげて崩ほう壊かいした。今までのように、クルピナ・ゼリーになったのではない。だらしなく床ゆかに広がって、粘液ではなく液体と化してしまった。

　景敦は首を左右に曲げ、ため息をついてから、うなだれた。ひっかぶった粘液もすべて青っぽい液体になっている。景敦はびしょびしょだ。

「……疲つかれた……だりぃー……」

「よくやったのだぞ、刑天文院景敦！」

　有華央はまだ小早川にだっこされている。小早川の腕うでの中で脚あしをバタバタさせながら、嬉き々きとして高笑いをしたかと思ったら、いきなり血相を変えた。

「──いや！　よくやってなどおらん！　刑天文院景敦！　貴様……！　この大良権有華央の蒐しゆう集しゆう物ぶつを破は壊かいしてしまってどうするのだ！　馬ば鹿か者ものめ！　もったいないだろうが……！」

「あー……」

　景敦が小声で何か呟つぶやくと、右腕と左手が元どおりになった。その右手で、景敦は後頭部をボリボリ搔かいた。

「すみませんでした悪かったっす許してください」

「誠意が感じられん謝罪なのだぞ！」

「……うっせーな」

「何だとうっ!?」

「冗じよう談だんっすよ。冗談。未熟者でごめんなさい。うまくできなくてごめんなさい。だるくてごめんなさい。生まれてきてごめんなさい。すみませんでした」

「そ、そこまで自らをいやしめることはないのだ！　希望を持って、前向きに生きるがいいのだぞ！」

「そっすか」

「……というか」

　千夜子はメルカを抱だいている腕に力を入れた。

「で、できれば、着るものが欲しいなあ、とか、思ったりしてるんだけど……」

「あ」

　景敦がこっちに顔を向けた。

　メルカが景敦を睨にらみつけた。

「見るな、変態野や郎ろう！　エロスケ！　エロガッパ！　エロイムエッサイム！」

「わ、悪わりぃ」

　景敦は慌あわてて目をそむけた。

　千夜子は顔をしかめて天てん井じようを仰あおいだ。

　頭の中で何かがぐるぐる回っていて、どうしてもその回転を止められない。そんな気分だ。

　けっこう見られてしまったような気がする。

　もうお嫁よめに行けないかもしれない。
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　彼女は自分が何なのか知らない。

　そんなことはどうでもいい。

　だから、考えることもない。

　ただ、彼女は消え去るわけにはゆかない。

　彼女が彼女にそう命じ、求めるのだ。

　自己保存の本能に従って、彼女は身を隠かくし、そして脱だつ出しゆつを図はかった。

　彼女が置かれている状じよう況きようは現在、決して安全とはいえないが、やがて危機から脱することができるだろう。

　彼女はあたたかい繊せん維いに包まれている。

　もう少し詳くわしくいえば、人間が身にまとっている衣類の中にいる。

　さらにいえば、ポケットの中だ。

　彼女はちょっとの間、眠ねむろうと思う。

　そうしたほうがむしろ、人間に見つかりづらいだろう。

　彼女は一時的に機能を停止する前に、ひっそりと、声もなく鳴いた。
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　兎と我が野のメルカの朝はわりと早い。

　いろいろな準備に相応の時間がかかるのだ。

　家を出ると、二分ほど歩いて大きな通りでタクシーをつかまえ、大おお本もと山やま高校から徒歩三分の地点で降車する。そこからはふたたび歩く。

　先日、軽く捻ねん挫ざした左の足首がまだ多少痛むし、本当は学校に乗りつけてもいい。

　でも、車で送り迎むかえされていた小学校時代、同級生どもにさんざんからかわれたり、陰かげ口ぐちをたたかれたりした。

　思いだすと、歯は嚙がみしたくなるほど悔くやしいのだが、ようするに当時のメルカは軟なん弱じやく者だったのだ。同級生どもに言い返すことができず、夜に枕まくらを泣き濡ぬらすことさえあった。

　中学生になってから、メルカは車での送り迎えを拒きよ絶ぜつした。

　何日か徒歩で登下校してみたが、億おつ劫くうになってタクシーを使うようになった。ただし、学校の近くでは乗り降りをしないようにした。また誰だれかに何か言われたくなかったからだ。

　あのころの癖くせが抜ぬけないのだ。

　学校の玄げん関かんで靴くつを履はき替かえていると、左の足首がぴりっとした。メルカは舌打ちをした。

「腹立たしい」

　近くで靴を脱ぬごうとしていた男子生徒何なに某がしが、びくっとしてメルカのほうを見た。

　メルカがひと睨にらみすると、何某は大おお慌あわてでそっぽを向いた。

　いったい何なのだろう。

　こちらがおとなしくしていれば、つけあがる。ちょっと強く出れば、恐おそれおののく。

「何もとって食いはしないのだわ」

　メルカは、ふん、と鼻を鳴らした。足首は大だい丈じよう夫ぶだ。万ばん全ぜんだ。そう言い聞かせて、一年一組の教室へと向かった。

　教室に入ると、まず首を巡めぐらせて島しま原ばら千ち夜よ子この姿を捜さがす。その瞬しゆん間かん、教室の中はちょっと静まりかえる。

　千夜子はたいていメルカよりも早く学校にきている。居場所は自分の席か、手洗いに行っているか。そのへんをふらふらしていることも、たまにある。

　今日は自分の席にいた。

　後ろの席の女子生徒何某と話しこんでいたようだ。メルカに気づいたのか、こっちを見た。

　メルカはすっと視線をそらして前を向き、自分の席を目指して進んだ。

　千夜子が他ほかの誰かと親しげにしているところを目にすると、胸の奥がきゅうっと狭せばまる。

　この気持ちは何なのか。

　考えればわかってしまい、頭にくるに決まっているから、考えないようにする。

　メルカは自分の席について、鞄かばんから愛読書の月刊ヌーをとりだした。
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　彼女は人間が身にまとっている衣類の中にいる。

　ポケットの中だ。

　ずっと移動しなかったわけではない。最初に身をひそめた場所とは別だ。

　あのあと、彼女は少し眠ねむってから、機能を回復させた。それから、彼女は隠かくれ処がを離はなれ、周囲の様子を確かめた。

　人間が一人いた。

　いろいろなものがあった。

　彼女が長い間、昏こん々こんと眠りつづけていた場所とは何もかもが違ちがった。

　ある人間によって生みだされた彼女は、その人間の命ずるままに破は壊かいを行ったのだが、その後、封ふうじられたのだ。

　彼女はもっと様子を知る必要があった。

　情報を収集しなければならない。

　そのために、彼女はある選せん択たくをした。そのとき彼女は気づいた。

　彼女は思考し、判断を下すことができる。その機能が彼女には備わっているのだ。

　一人の人間が占せん有ゆうしているらしい空間のことはおおよそ把は握あくしたので、次は外に出なければならない。

　外に出るために、彼女は人間の衣類にひそんだ。

　今もポケットの中にいる。

　外は騒さわがしい。その騒そう々ぞうしさが彼女を揺ゆり動かす。

　実際、揺れている。

　この衣類を着ている人間は移動中なのだ。

　じっとしていられなくなった。

　彼女は鳴いた。
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　メルカは足を止めて首をひねった。

「……何かしら」

　妙みような音が聞こえた。

　廊ろう下かにはメルカ以外、誰もいない。とても静かだ。授業中なのだから、当然だ。

「気のせいだというの……？」

　割り切れない気持ちを抱かかえたまま、メルカは歩きはじめた。

　目指すは手洗いだ。

　メルカはよっぽど切せつ羽ぱ詰つまっていないかぎり、休み時間には用を足さない。個室にこもっても、壁かべの向こうに他人がいるかもしれない手洗いでは、どうにも落ちつかないからだ。

　だから、授業中に行く。

　メルカが無言で席を立っても、大半の教師は文句を言わない。

　言われても、気にしなければいいのだ。

　ちなみに、今は若じやつ干かん急を要する状じよう況きようだった。そのせいで、メルカの足どりは自然と速まった。たまに左の足首が疼うずくが、気にしてなんかいられない。

　手洗いに駆かけこんで、個室で用を足し、一息つくと、また何か音が聞こえた。

「気のせい……ではないのだわ」

　でも、ここにはメルカしかいない。音が出るようなものもなさそうだ。

　メルカは目を見開いて胸を押さえた。

　まさか。

「──超ちよう常じよう現象……!?」

　だとしたら、ラップ音だろうか。はたまた、ポルターガイストか。

　メルカには霊れい感かんがないはずだ。刑けい天てん文もん院いん景かげ敦あつに断言された。千夜子と自分とを比ひ較かくすると、たしかに霊感はないと思う。残念だが、認めるしかない。悔くやしいが、メルカには霊感がない。霊感は。

「だけれど、超能力はあるかもしれないのよ」

　今の、何とも説明しようがない小さな、奇き妙みような音は、メルカの超能力が発生させたものだ。

　そうではないと、誰だれが言えるだろう。

　できれば、そう思いたい。

　信じたい。

　メルカは目をつぶって念じてみた。

　音よ、鳴れ……！

　そうして、待った。

　五分間くらい、じっとしていた。

　何も聞こえなかった。

　メルカは唇くちびるを嚙かみ、個室の壁を蹴けろうとして、思いとどまった。

「……物に八つ当たりするなんて、はしたないのだわ」

　メルカは個室を出て、手洗い場で念入りに手を洗った。

　ポケットからハンカチをとりだして、手をふいた。ハンカチをポケットにしまった。

　指先に何かふれた。

　硬かたい、小さな物体だ。

　メルカはそれをつまんで、ポケットから出した。

「何なのかしら、これは……？」

　それは丸い。直径一センチもない。色はくすんだ緑だ。

　人差し指と親指で上下から押してみた。

　やはり、硬い。

　光こう沢たくがないし、ちょっと見では、熟うれていない小さな木の実のようでもあるが、金属なのだろうか。

　いずれにしても、こんな物をポケットに入れた覚えはない。

　多少迷ったが、メルカはそれをゴミ箱に捨てた。

　そうして、もう一度、丁てい寧ねいに手を洗った。

　再度ハンカチで手をぬぐいながら、少し後こう悔かいした。

「ひょっとしたら、何か不思議な物体だったのかもしれないのよ……」

　メルカは首を横に振ふって、ため息をついた。

「そんなに都合よく、不思議物体と巡めぐり会えるはずがないのだわ」

　霊感が強い千夜子や、特とく殊しゆな家に生まれた景敦とは違ちがうのだ。

　また、ため息をついてしまった。

　メルカは手洗い場の鏡を見た。

「いやな、顔」

　生まれの不幸を呪のろいながら、メルカは鏡に背を向けた。
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　衝しよう撃げきを感じて、彼女は機能を回復させた。

　人間に察知されたようなので、とっさに機能を一時的に停止したのだが、どうやら廃はい棄きされてしまったようだ。

　彼女はやたらと狭せまい空間で、雑多なものに埋うもれている。

「[image: る゛]あー」

　彼女は脱だつ出しゆつすることにした。

　大気中から必要な成分を集め、彼女の中で反応させることで、どろどろした粘ねん液えき、あるいはゲル状に変化する物体を作りだせる。

　彼女はそれを自由に操あやつることができるのだ。

　移動させるだけではない。性質を変えることもできる。

　彼女はそれをほんの少し作りだし、彼女の表面に薄うすく展開させた。

　そうして狭い空間の垂直の壁かべを転がって上った。

　飛びだして、今まさに立ち去ろうとしていた人間の足にくっついた。

　それを説明する言葉を彼女は持たないが、上うわ履ばきのソールの部分だった。

　人間は気づかなかったようだ。

　歩いている。

　彼女は鳴こうとして、やめた。声を出すべきではない。

　でも、ここにずっと付着しているわけにもゆかないだろうと彼女は思った。

　どうしようか。
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　メルカは教室に戻もどると月刊ヌーを読みはじめた。

　教師何なに某がしはわざとらしく咳せき払ばらいをしただけで、何も言わなかった。

　今月号の目玉は「薨みまかり村特集」だ。

　薨村。

　なんとも不思議な名前だ。

　地図を見てもそんな名前の村はない。インターネットで検けん索さくしてもヒットしない。

　薨村という名の村はどこにもない。

　ないはずなのに、それはあるのだ。

　情報にもとづいて、過去、数年にわたって取材がつづけられていたが、今回、なんと、月刊ヌー特命派は遣けん取材要員、花はな祭まつりレチ子こが、薨村に潜せん入にゆうすることに成功した……！

　特集はそのレポートが中心になっている。

　薨村がらみの記事は、今まで噂うわさや憶おく測そくがほとんどだった。

　今回はまったく違う。レチ子は薨村の商店などを調査し、名所を巡っていた。村民にインタビューを敢かん行こうしてさえいた。

　興味深い内容が盛りだくさんだ。

　メルカはページをめくろうとした。

　指が止まった。

　何だろう。メルカは床ゆかに右足をぐっと押しつけてみた。それから、椅い子すを後ろに移動させた。自分の右みぎ脚あしに目を落とした。

　脚だ。

　どこからどう見ても、脚以外の何物でもない。

　異変はないようだ。

　何かこう、なまぬるいものが脚を伝っていったような、そんな感かん触しよくを覚えたように思うのだが、気のせいだったのだろうか。

　だとしたら、今日は気のせいばかりだ。

　妙みようだし、もやもやするが、それより今は特集のつづきが気になる。

　メルカはページをめくった。薨村の地図が目に飛びこんできた。黒くろ塗ぬりの部分が多い。それだけ謎なぞが多いということだ。何しろ、薨村は人が住む街だというのに、日本最後の秘境とされている。謎だけで出来ているといっても過言ではない。

　メルカは右の太ふと腿ももの付け根のあたりを軽く搔かいた。

　何か違い和わ感かんが。

　でも、それどころではない。

　次のページには、レチ子直筆のＦＡＸが縮小されて掲けい載さいされていた。見開きで、一ページ四枚ずつ並べてあって、ぜんぶで八枚。まずは「Ｎ編集部宛あて　Ｒ・Ｈ　全12枚（含ム送リ状）」とある。それから、手書きの地図。そのあとには各種の手記がずらずらとつづく。

　メルカはさらにページを繰くった。

　仰ぎよう天てんせざるをえなかった。

　見出しはこうだった。

　レチ子まさかの行方ゆくえ不明……!?　至急連れん絡らく乞こう!!　生きていてくれ、レチ子……!!

　送り状には「全12枚」と記されていたのに、編集部に届いたＦＡＸは八枚だけだったのだ。しかも、その後、レチ子からの連絡は途と絶だえているのだという。

「レチ子……」

　メルカは思わず親指の爪つめを嚙かんで呟つぶやいてしまった。

　レチ子の身体からだを張った取材レポートは、巫み女こ波なみメイの占うらないや人生相談、各種体験コーナーと人気を二分している月刊ヌーの名物記事だ。ヌー読者はレチ子派とメイ派に分かれている。

　メルカはレチ子派だ。

　巫女波メイは、どうも作りあげられた偶ぐう像ぞうのように感じられてならない。グラビアアイドルとしてデビューし、ろくすっぽ売れず、その後、魔ま女じよ兼けん霊れい能のう者しやであることをカミングアウト、心霊タレントに転身したという経歴からも、胡う散さん臭くささが漂ただよっている。

　レチ子は十三歳の美少女芸人としてデビューし、人気を博した。ところが、自作しているというふれこみだったコントのネタがすべて、有名放送作家ＭＪの手によるものだったことが曝ばく露ろされ、涙なみだの謝罪会見。芸能レポーターの「どうせ噓うそ泣きなんじゃないの!?」というツッコミに逆ギレ、暴言を吐はきまくったことで、芸能界からの引退を余よ儀ぎなくされた。

　それからのレチ子の人生は波は瀾らん万ばん丈じようだった。

　高校に入学するも、中退。

　年ねん齢れいを偽いつわってスナック勤務。

　客の男と駆かけ落ち。

　男に裏切られ、生きるためにキャバクラ嬢じように。

　ナンバーワンになるも、年齢詐さ称しようがばれて、解かい雇こ。

　キャバ嬢時代の浪ろう費ひ癖へきが抜ぬけず、無一文に。

　そして、ホームレスへ。

　二十歳はたちで自殺を決意し、東京タワーに登って飛び降りようとするが、死にきれず、貧びん乏ぼうライターに身を落としていたかつての有名放送作家ＭＪと再会。

　ＭＪの勧すすめで、捨て身の体当たり取材を武器に、さまざまな記事をムック本等に寄き稿こうするようになり、月刊ヌーの名物特命派遣取材要員となるまでの経けい緯いについては、レチ子の自伝『人生★行き当たりばったりーん』にくわしく書いてある。

　メルカは『人生★行き当たりばったりーん』を一度読み、最近も再読した。

　恥はずかしながら、落らく涙るいした。

　失敗し、くじけるのだが、そのたびに起きあがって這はいあがるレチ子の生き様には、感動したし、勇気づけられた。

「今後、レチ子のレポートを読めないかもしれないというの……？」

　また呟いてしまった。

　呟かざるをえなかった。

「レチ子の記事がない月刊ヌーなんて、模様のないうり坊ぼうのようなものなのだわ……」

　それはちょっと言いすぎかもしれない。

　他ほかにも、世界の不思議、謎に関する情報が、月刊ヌーには大盛りを通り越こして特盛り状態なのだ。

　刑天文院景敦と出会ってから、直じかに不思議な事こと柄がらと接することができるようになった。

　それでも、月刊ヌーには夢がある。

　希望がつまっている。

「でも……」

　メルカは眉まゆをひそめた。

「模様のないうり坊……どうなのかしら。それはそれで、かわいらしいのではなくて？」

「あのー……」

　わりあい近くで声がした。

　顔を上げると、メルカの席から五歩くらい離はなれた場所に、いかにも冴さえない風ふう貌ぼうの教師何なに某がしが立っていた。

　メルカは月刊ヌーに視線を落とした。

「あのー……兎我野さーん……さっきから何をぶつぶつ言っているのかなー……先生に教えてくれないかなー……」

　丁てい寧ねいに無視してやっているというのに、まだ何か言っている。

　メルカは聞こえるように「チッ」と舌打ちをしてやった。

「──ひっ。すみませんっ」

　教師何某は退散したようだ。愚おろかとしかいいようがない。謝るくらいなら、最初から声などかけなければいいのだ。

　おかげで集中が途と切ぎれてしまった。

　チャイムが鳴って、三時間目の授業も終わった。

　メルカは月刊ヌーを閉じた。

　もう一度開けて、特集を読み返そうか。だめだ。いまいち気分が盛りあがらない。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで月刊ヌーと向きあうのはよくないだろう。

　千夜子の席のほうを見た。

　またもや後ろの席の女子生徒何某と話していた。

　つまらない。

　そんなふうに思う自分を許しがたく感じた。

　メルカは立ちあがった。

　それで、どうしようというのか。わからない。ただ、教室にいたくなかったのだ。

　でも、何か変だ。

　メルカは右みぎ腿ももの付け根あたりをスカートの上からさわってみた。

　やっぱりおかしい。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

「ひゃうっ……!?」

　メルカは跳はねあがって両手でおしりを押さえた。

　何かぬるっとしたものがおしりの上を横切っていったのだ。

　周りの同級生どもがこっちを見た。メルカはすぐさま連中を睨にらみつけた。ボンクラどもは一いつ斉せいに目をそむけた。

　千夜子だけはまだメルカに視線を投げかけている。

　メルカは下を向いて、腕うで組ぐみをした。

　ふぁさっ、

　──と、何かが床ゆかに落ちた。

　メルカは目を剝むいた。

「はっ……」

　さあっと血が移動する音がした。

　きっと身体からだ中じゆうから血の気が引いたのだ。

　メルカは大おお慌あわてでそれを拾い、スカートのポケットに突つっこんだ。

　全速力で教室を飛びだしたかったが、早歩きくらいにとどめておいた。左の足首が痛いわけではない。痛みなんて吹ふっ飛んでしまった。とにかく、走るわけにはゆかないのだ。

　落ちつけ。落ちつくのだ。平静を装わなければならない。

　メルカは手洗いへと向かった。

　女子生徒が何人かいたが、さいわい個室が一つ、あいていた。

　その一つに、別の女子生徒が入ろうとした。

　メルカは強ごう引いんにその女子生徒を押しのけて個室に突とつ入にゆうし、ドアを閉めて、施せ錠じようした。

「……何なの」

　外で女子生徒がぶつくさ言っている。知ったことか。それどころではないのだ。

　メルカは大きく息を吐はいた。

　そうして、ポケットから例の物体をとりだした。

「なぜ……」

　愕がく然ぜんとするしかない。

　それは黒いショーツだった。

　もちろん、メルカが身につけていたものだ。

　よく見ると、ショーツの両サイドが分断されている。テープをとめる前の紙オムツみたいな状態になっているということだ。

　切れてしまったのか。ありえない。華きや奢しやなデザインのショーツだが、糸一本で繫つながっていたわけではないのだ。

　それに、その部分をさわってみると、ぶよぶよする。

　酸か何かで溶とかされたかのようだ。

「溶け……はぇっ!?」

　メルカはショーツを握にぎりしめたままの手で股こ間かんを押さえた。

　まただ。

　何かなまぬるい、ぬるっとした、不気味な感かん触しよくがあったのだ。

　それはするするっと股間から内うち股またへと移動した。

　何かが腿と腿の間に挟はさまっている。

「ふう、はあ、はあ」

　メルカは呼吸を三回して、おそるおそるスカートをめくってみた。
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「──なっ……」

　目を疑った。

　頭のどこかでその可能性が点てん滅めつしていなかったわけではない。

　そうはいっても、こんなことが起こるなんて驚おどろき桃ももの木山さん椒しよの木だ。

　何が桃の木山椒の木だ。

　そういう言葉はたしかにある。しょうがない。でも、まったくもって意味不明だ。単なる語ご呂ろ合あわせではないか。バカバカしい。

　それは小さな、透とう明めいな、でも、青みがかった、人形のようなものだった。

　女性というよりは少女の形をしている。

　青いゼリーを少女型に固めてみた。そんなかんじだ。

　小さなゼリー少女は、メルカの左右の腿ももに両手両足を突っ張ぱっている。

　メルカを見上げて鳴いた。
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「……く……クルピナ……だというの……？」

「[image: る゛]あー？」

　小さなゼリー少女は首を傾かしげた。

　メルカは唾つばをのみこんだ。

「で、でも、なぜクルピナが……？　というか、やけに小さいのだわ……そういう問題なのかしら……？」
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「と、とにかく、まずは落ちつかないといけないのよ。落ちついて──」

　どうすればいいのか。

　そもそも、落ちついている場合なのだろうか。

　ショーツの両サイドを溶かしたのはクルピナの仕し業わざだろう。

　種や仕し掛かけはわからないが、クルピナは服を溶かすことができるのだ。

　放ほうっておいたら、スカートまで溶かされてしまうかもしれない。

　それはまずい。大いにまずい。

「く、クルピナ」
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「う、動いてはだめなのだわ」

「[image: る゛]あー」

「じっとしているのよ……」
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　クルピナは腿と腿の間から動こうとしない。

　四十七シェルターでの一件を鑑かんがみると、コミュニケーションが成立する相手だとは思えないが、メルカの言っていることを理解しているのだろうか。

　仮に理解しているとして、じっとしているクルピナをどうすればいいのか。

　何の手も打たないわけにはゆかない。

　あたりまえだ。

　手洗いの個室の中で、死ぬまでクルピナを股に挟んだままでいるだけの人生なんて、あまりにも悲しすぎる。

　メルカは洋式便器のフタの上にそっとショーツを投げた。

「く、クルピナ」
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「いいわね……？」
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「そのまま。そのまま、なのよ……」

　メルカはゆっくりとクルピナに向かって両手をのばした。

　自分はいったい何をしようとしているのだろう。正気なのか。こんなことをしても大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　自問自答を封ふうじて、メルカはクルピナを両手で包みこんだ。

「うっ……」

　変にぬるい。ぴとぴとぴとっとした手ざわりだ。離はなしたくなったが、歯を食いしばって我が慢まんした。

　メルカは両手で作った容器を顔の高さまで持ちあげた。

「[image: る゛]あー」

　手の中にいるクルピナは、どうやらメルカを見つめているようだ。

　でも、さっきから身じろぎ一つしていない。

　もしかして、本当にメルカの言うことを聞いているのか。

「い、言ってみるものなのだわ……」
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「だけれど──」

　メルカは顔をしかめて唇くちびるを軽く嚙かんだ。個室の外で誰だれかが囁ささやきあう声が聞こえた。

「……なんか……さっきから、中で喋しやべってない……？」

「喋ってるよね……ていうか、変な声、聞こえなかった？　声っていうか……」
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「しーっ」

　メルカはクルピナに顔を近づけた。クルピナを手の上にのせていなければ、人差し指を立てて唇にあてているところだ。

　クルピナは右へ、左へと、首をひねっている。

　どうしよう。

　本当に、どうすればいいのか。

「あ、あのー」

　また外から声がした。今度は近かった。それだけではない。知っている声だった。

「メルカさん？　いるんだよね？　大丈夫……？」

　千夜子だ。

　考えてみれば、教室をあとにしたときのメルカは変だったかもしれない。いや、かもしれない、ではない。間ま違ちがいなく変だった。

　もし千夜子があんなふうに教室から飛びだしていったら、メルカは絶対に心配する。

　千夜子もメルカを気にかけて、様子を見にきてくれたのだ。

「チョコちゃん……」

　胸が熱くなった。

　千夜子に相談したい。そうすれば、気分的には楽になるかもしれないが、それで問題が解決するだろうか。

　難しいところだ。何しろ、千夜子は頭がよくない。もちろん、長所もたくさん、いっぱいあるが、はっきり言って、こういう状じよう況きようではあまり頼たよりにならない。それに──、

　メルカは便器のフタに目をやった。

　フタの上には黒い布切れが無造作に捨て置かれている。

「……だめなのだわ」

　メルカは低く呟つぶやきながら首を左右に振ふった。

　そうして、一つ咳せき払ばらいをしてからうなずいた。

「あたくしは大丈夫なのよ。気にしないでちょうだい」

「……ほ、ほんとに？」

「本当なのだわ」

「えっと……もしあれだったら、お薬とか、保健室に行ってもらってこようか？」

「薬……？　何の薬なのかしら」

「ぬぇ？　おなか壊こわしたんじゃないの？」

「この土手カボチャ！」

　メルカは思わず個室の壁かべを蹴けってしまった。千夜子は「まぅっ」と叫さけんだ。

「──ご、ごめんなさいっ。わたしてっきり、おなかが痛くて、急いでトイレに行ったんだと思って！」

「おなかは大丈夫なのだわ！　他ほかのどこにも問題はないから、あたくしのことは放ほうっておいて行きなさい！」

「う、うん、ごめんね！　わたし、生まれつきバカだから……！」

「ああ、うざいっ。いいから行きなさいとこのあたくしに二度も言わせるなんて」

「い、今、行くから！　じゃあ、あの、メルカさん、おだいりに……！」

「お大事にと言いたいのでしょうけれど、言えていないのよ！　それに、あたくしはどこも悪くないと、これまた二度も言わせるなんて！」

「ごごごごごめんなさいっ……！」

　千夜子は走り去ったようだ。

　ひどいことを言ってしまうたびに、胸がちくりとする。

　よくないことだとわかってはいるのだが、どうしても自分を抑おさえられないのだ。

「……それよりも、今はあなたをどうするか、なのだわ」
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　クルピナは両手で口を押さえた。明らかに、声を出してしまって、すぐに口をつぐんだ。そんな様子だった。声を出してはまずいと思っているのだ。

「存外、聞き分けがいいのね」

　少なくとも、こうして両手の上にいるかぎり、危険はなさそうだ。

　メルカは便器のフタの端はしのほうに腰こしかけて、ため息をついた。

　休み時間の間は、生徒たちが手洗いに出入りする。とりあえず、授業が始まるまでは、個室から出ることはできない。

　クルピナはまだ口を両手で押さえている。

　メルカは休み時間が終わるまで、何度ため息をついたか知れない。

　ようやくチャイムが鳴った。手洗いの中は静かだ。もう誰だれもいないらしい。

「問題は、これからどうするか、なのよ……」

　クルピナが両手で口を押さえたまま首を傾かしげた。

　メルカはつい微笑ほほえんでしまった。

　こうして見ると、案外、かわいらしく思えないこともない。

「でも、どうすれば……」




　　　　[image: ]




　メルカは結局、四時間目の授業が終わってから、教室に戻もどった。

　クルピナは手に提さげた白いビニール袋ぶくろの中にいる。

　布を簡単に溶とかしてしまうクルピナだが、ビニールはどうなのか。わからないが、今のところは大だい丈じよう夫ぶのようだ。

　どうかこの先も大丈夫でありつづけてほしい。このビニール袋を見つけるのも、じつはけっこう大変だった。いろいろ考え、迷った末に、メルカはプライドをかなぐり捨てて、なんとゴミ箱をあさったのだ。

　メルカは席につくと、まずビニール袋を鞄かばんにしまった。

　その前に「じっとしているのよ」とクルピナに声をかけるのを忘れなかった。

　昼休みだが、お昼ご飯を食べる気になんて、とてもなれない。

　月刊ヌーを読む気力もわいてこなかった。

　机に両りよう肘ひじをついて頭を抱かかえていると、声をかけられた。

「あの……メルカさん？」

　千夜子はすっかり怖おじ気づいているようだった。それでも、話しかけてくれたのだ。

「何なのかしら」

　ありがたい。とても嬉うれしいのに、思わず尖とがった声を出してしまった。千夜子の顔を見ることもできなかった。

「え、と……」

　千夜子が行ってしまうのではないか。メルカは怖こわくなった。千夜子は、でも、いつだって逃にげずに踏ふみとどまってくれるのだ。

「やっぱり、その……具合が悪いんじゃないかなって。もしかしたら、余計なお世話かもしれないけど……」

　メルカはきつく目をつぶって、ゆっくりと息を吐はいた。

　そうして顔を上げ、千夜子に笑いかけた。

「本当に大丈夫なのよ。ちょっと考え事をしていただけなのだわ。一人になりたかったのよ」

「そ、そっか」

「ええ」

　少しぎこちない笑えみになっているかもしれない。メルカはできるだけ自然な笑顔を作ろうと試みた。

「平気なのだわ。心配してくれてありがとう」

「う、ううん、そんな──ご、ごめんね。わたし、なんか、しつこいよね」

「そんなことはないのよ」

「えへへ」

　千夜子はだらしなく顔面の筋肉を弛し緩かんさせた。頰ほおが赤い。照れているようだ。なんだか、メルカまで照れくさくなってくる。

「お昼休みなのよ、チョコちゃん。ご飯を食べたほうがいいのではなくて」

「そ、そうだね。うん。そうする。あ、メルカさんも一いつ緒しよに食べない？」

　千夜子はいつも、数人の女子生徒何なに某がしと昼食をともにしている。メルカも誘さそわれるのだが、そのたびに断ってきた。

　千夜子と二人ならいいが、他ほかの女子生徒と顔をつきあわせて食事をする気にはなれない。

　かといって、他の女子生徒と一緒に昼食をとるのはよせと千夜子に言うのも大人げないだろう。だいたい、言わなくてもそうしろ、という話だ。それがあたりまえではないか。

　また腹が立ってきそうだ。メルカは精せい一いつ杯ぱいの笑顔を千夜子に向けた。

「ご飯を食べてきなさい、チョコちゃん。おなかがすいているのでしょう」

「うん。そうする」

　千夜子はぱたぱた足音を立てて自分の席に戻っていった。

　これでまた一人だ。机に突つっ伏ぷしたくなったが、我が慢まんした。

　メルカは机の中から月刊ヌーを出して開いた。

　だめだ。

　てんで集中できない。

「すーすーするのだわ……」

　きっとそれがいけないのだ。

　メルカは股こ間かんを押さえた。

　冷や汗あせが噴ふきだした。

　すっかり忘れていた。

　ショーツはスカートのポケットの中にある。

　なんということだろう。今の今まで忘れていたなんて。

　メルカは下着をつけていない。

　つまり、ノーパンなのだ。

　眩暈めまいがした。

　身体からだがひどく熱い。

　どうにかしないといけないと思う。でも、何をどうすればいいのかわからない。

　メルカは月刊ヌーに視線を落とした。文字を目で追っても、まるで頭に入ってこない。

　あたふたしている間に、昼ご飯を食べ終えた千夜子がやってきた。

　話しかけられて、必死に答えた。何を訊きかれたのか、どんな返事をしたのか、メルカにはわからない。何もわからない。

　とにかく、立ちあがるのはまずい。座っていたほうがいいだろう。

　メルカのスカートは決して長くない。むしろ、かなり短いのだ。

　何かの拍ひよう子しでめくれたら、大変なことになる。

　とんでもないものが見えてしまう。

　五時間目。メルカは腕うで組ぐみをして月刊ヌーを睨にらみつけながら、ひたすら耐たえた。こらえきれなくなると、鞄かばんの中のクルピナを確かく認にんした。クルピナはビニール袋ぶくろの中でおとなしくしているようだ。

　六時間目。メルカはやはり腕組みをして月刊ヌーとにらめっこをしながら、世界を呪のろった。なぜ今日にかぎって六時間授業なのか。早く家に帰りたい。こんなに強く帰宅したいと願ったのは生まれて初めてかもしれない。家は嫌きらいなのだ。

　ようやく授業が終わった。

　帰りのホームルームも終しゆう了りようした。

　月刊ヌーなどを鞄にしまう際、中の状じよう況きようを確かめた。ビニール袋が震ふるえて肝きもが冷えた。それだけだったので、ほっとした。

　日直の「きりーつ」という掛かけ声で、同級生たちがばらばらと立ちあがった。メルカは座ったままでいた。「れーい」の合図のあとで、慎しん重ちように椅い子すから立った。

　そうして、腰こしを屈かがめないようにして椅子を机の上にのせた。

　ゆっくりと持ちあげて、しずしずと机を下げた。

　鞄を手に持つと、解放感で涙なみだぐんでしまいそうになった。

　これでやっと家に帰ることができる。

　そのときだった。

「メルカさん」

「ふぇうっ……!?」

　メルカは千夜子みたいな声を出してしまった。

　振ふり向くと、その千夜子がいた。

「ど、どうしたの？　もしかしてわたし、びっくりさせちゃった……？」

「え──い、いいえ、そんなことは」

「そっか」

「な、何かしら？　どうかしたの？　あ、あたくしに何か用事でも……？」

「用事というか……」

　千夜子はちょっとあやしんでいるようだ。メルカの様子がおかしいのか。だめだ。いけない。平静を装わないと。もう少しなのだ。

「行くんだよね？　今日も。景敦くんのおうち」

「そ──」

　頭の中が真っ白くなって、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった。

　かなり顔が引きつっている。自分でもわかる。メルカは無理やり作り笑いをした。

「今日は……」

「今日は？」

　千夜子は少し前まえ屈かがみになって、メルカの顔をのぞきこんできた。

　メルカは思わず左手で下腹部を、鞄を持った右手で臀でん部ぶを押さえた。

　すぐに離はなしたのだが、千夜子の視線がするすると下に移動していった。

　メルカは慌あわてて声を荒あららげた。

「今日は！」

「……今日は？」

　千夜子はメルカの顔に目を戻もどした。でも、完全に疑っている。メルカはうつむいた。

「……今日は……」

「メルカさん、大だい丈じよう夫ぶ？　調子が悪いなら……」

「わ、悪くなんかないのだわ。体調は万ばん全ぜんなのよ。い、言ったでしょう。何度か……何回も。あたくしはすこぶる元気なのよ」

「そう？　それなら、いいんだけど」

「あたりまえではないの」

「じゃあ、行こっか？」

「え──」

　メルカは顔を上げて、眼球を右に動かして、左へ向け、それから千夜子を見た。

「え……」

「え？」

「え……」

　じつは、用事があって。

　そう言えばいい。それだけでいいのだ。どうしてその言葉が出てこないのか。

「メルカさん？」

　千夜子に肩かたをつかまれた。

　顔が近づいてくる。どんどん接近してくる。千夜子の顔つきは真しん剣けんそのものだ。メルカは顔をそむけた。

「な、何かしら……？」

「メルカさん、わたしに噓うそついてない？　心配させたくないとか思って。メルカさんって、そういうところがあるから」

「う、噓なんて……」

　メルカは下した唇くちびるの真ん中をぎゅうっと嚙かんだ。顔が熱い。にやけてしまいそうだ。そういうところがあるから。誰だれかにそんなことを言われたのは初めてだ。メルカは千夜子に理解されているのだ。

「ついていないのだわ。噓なんて」

　でも、素す直なおになれない。どうしてなのか。メルカ自身にもわからない。

　自分がいやになる。

　このままでは千夜子に見破られてしまいそうで、つい口走ってしまった。

「行きましょう」

「ふぇ？」

　千夜子は目をぱちくりさせて、うなずいた。

「あ、うん。そうだね」

　メルカは天てん井じようを仰あおいで目を閉じた。

　しまった。

　なんてことを。

　だが、後こう悔かい先に立たず。武士に二言はない。メルカは武士ではないが、武士ごときに二言がないのなら、兎我野メルカに二言があっていいはずがない。

　メルカは覚かく悟ごを決めた。

　教室を出て、階段の前に立った途と端たん、決めたはずの覚悟が砕くだけ散ってしまいそうになった。

　やばい。見える。下の階から階段を上ってくる者に、見えてしまう。

　先に階段を下りはじめた千夜子が、立ちどまって振ふり返った。

「どうしたの、メルカさん？」

「ど……も、しないのよ」

　メルカは下腹部に鞄かばんを押しあてて階段を下りた。すーすーする。すかすかだ。まるで全ぜん裸らで歩いているみたいだ。

　玄げん関かんまでが長かった。

　靴くつを履はきかえる際には、上半身を地面と垂直に固定して、膝ひざだけを曲げるようにした。

　そんなメルカを、千夜子がまじまじと見た。

「メルカさん、もしかして……」

「へっ？　な、何……？　何だというのかしら」

「足」

　千夜子の視線がメルカの左足首に移動した。

「まだ痛いの？　こないだ、挫くじいたよね？」

「い、いいえ」

　メルカは左の踵かかとで床ゆかを、とんとん、と蹴けってみせた。

　ずきずきっとしたが、我が慢まんできない痛みではない。

「ほら。平気なのよ」

「それなら、いいんだけど」

　どうやらごまかされてくれたようだ。

　ほっとしながら外に出ると、空は薄うす曇ぐもりで、けっこう風があった。

「……よりにもよって今日という日になぜなの……」

「ふぇ？　メルカさん、何か言った？」

「い、言っていないのだわ。空耳なのよ」

「そっか」

　千夜子は歩きだした。

　メルカは口をへの字に結び、眉まゆをハの字にして、おそるおそる千夜子のあとを追った。

　間もなく閃ひらめいた。世紀の大発見かもしれない。

　千夜子の真後ろに位置すれば、とりあえず後方だけを注意すればいいではないか。

　メルカは千夜子の後ろにぴったりとつき、鞄で尻しりを隠かくすようにして歩いた。

　千夜子が足を止めずに振り向いて、不思議そうに小首を傾かしげた。

「な、何かな……？」

「何でもないのよ」

「でも」

「いいから、前を向きなさい。危ないのだわ」

「そ、そうだね。そうなんだけど……」

　千夜子は釈しやく然ぜんとしない様子で、それでも顔を前に向けた。

　メルカはほとんど勝ち誇ほこっていた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。これなら問題ない。前は千夜子で、後ろは鞄。防ぼう御ぎよは鉄てつ壁ぺき。盤ばん石じやくだ。

　やがて刑天文院家にたどりついて、メルカの命令で千夜子がチャイムを連打した。

　しばらくして、門が開き、景敦が姿を現した。

　変なＴシャツとよれよれのジーンズ、裸足はだしにサンダル履きという、いつものだらしない恰かつ好こうだ。髪かみもボサボサで、眠ねむそうな目をしている。

「……何だ。まーたおまえらかよ」

「こんにちは、景敦くん」

　千夜子はぺこりと頭を下げて「えへへ」と笑った。

「遊びにきたんだけど」

「ふーん……」

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんで腹をボリボリ搔かき、あくびをした。

「うちなんかきたってなーんもねーっつーのに、よく飽あきねーな。おまえらも」

　そうして、メルカに視線を送ってきた。

　目があった。

　いつもはほとんど目をあわせようとしないくせに、どうしてよりにもよって今日という日になぜ。

　メルカは慌あわててぷいと横を向いた。

　それから横目で景敦の様子をうかがうと、軽く口を尖とがらせていた。

　気分を害したのだろうか。たしかに、あの目のそらし方はよくなかったかもしれない。でも、しょうがないではないか。普ふ通つうの状じよう況きようではない。メルカはノーパンなのだ。ノーパンの気持ちを理解してほしい。ちょっと配はい慮りよしてもらいたい。噓うそだ。配慮してもらうためには、ノーパンであることを告白しなければならない。そんなこと、できるはずがない。

　だって、まるで変態みたいだ。

　ノーパンで歩いているなんて、変態以外の何物でもない。

　絶対に変態だと思われる。

　違ちがうのだ。これには深い事情が。メルカは変態なんかではない。当然だ。

「まあ、上がりゃーいいんじゃねーの。マジでなんもねーし、暇ひまだと思うけどな」

　景敦は背を向けて、サンダルを引きずるようにして歩きだした。

　千夜子が景敦についてゆく。

　メルカは動けなかった。帰ったほうがいいのではないか。そうだ。何か適当な理由をつけて、この場を立ち去ったほうがいい。

　そうしたら、千夜子はどうするだろう。せっかく遊びにきたのだ。帰りはしないだろう。

　景敦と千夜子が二人きりに。

　心臓のどこかが、きゅうん、と変な音を立てた。でも、その音はたぶん、メルカにしか聞こえない。

　息が苦しい。

　今、帰ったら、おそらくもっと苦しくなる。窒ちつ息そくしてしまうかもしれない。その前に、心臓が破れてしまうかもしれない。

　メルカは二人のあとを追った。

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぐときは、やはり緊きん張ちようした。

　居間へ行くと、景敦はさっそく畳たたみの上に寝ね転ころんだ。

　千夜子が卓ちや袱ぶ台だいの前に腰こしを下ろすと、黒くろ猫ねこがとことこやってきて、その膝ひざの上にのって丸くなった。

　メルカは居間に入ってすぐのところで立ちすくんでいた。

　もちろん、ちゃんと鞄かばんで前を押さえている。

　景敦がメルカを見ている。

　目ではない。顔でもない。鞄のあたりに視線をそそいでいる。

「つーか、何やってんの、おまえ。んなとこに突つっ立って」

「べつに──」

　メルカはあとずさりしそうになって、なんとかこらえた。

「何もしていないのだわ」

「や、それは見りゃーわかんだけど」

「そうでしょうね。その腐くさった目が節穴でなければ、それくらいのことはわかるはずなのよ」

「あ……？　何、おまえ？　もしかして、喧けん嘩か売ってんの？」

　景敦は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。それでもまだメルカの顔ではなく、鞄を見ている。

　メルカはついもじもじしてしまった。顔が赤くなってしまいそうだ。冗じよう談だんではない。なぜ景敦の前で頰ほおを染めなければならないのか。

　我が慢まんだ。抑おさえるのだ。でも、どうやって？

「ちょっと」

　メルカはじりじりと後退した。

「お、お手洗いを……借りるのだわ」

「いいけどな」

　景敦はまだ見ている。

「ちゃんと返せよ」

　くだらないことを。

　いつもなら罵ば倒とうしているところだが、そんなことをしている場合ではない。

　メルカは身を翻ひるがえそうとして、思いとどまった。スカートがめくれたら、とんでもないことになってしまう。

　そこで、後ろ向きに進んで、進んで、ぴしゃりと居間の戸を閉めた。

　肺の中の空気がいっぺんに吐はきだされた。とても大きなため息だった。

　用心しなければならない。心するべきだ。

　景敦が特別そうなのか。おそらく、そんなことはない。ただ、景敦は男なのだ。男という生き物はだいたいそういうものなのだろう。きっと、仕方ないことなのだ。やむをえないのだとしても、よくよく注意しなければならない。

　景敦は普通に助すけ平べえだ。

　つまり、エロい。

　同じか。

　とにかく、何がおもしろいのか知らないが、スカートの中をのぞこうとすることなんて日常茶さ飯はん事じなのだ。

　下着程度なら、見られてもいい。いや、よくはないが、それほど恥はずかしくはない。いやいや、恥ずかしいことは恥ずかしいが、人生を悲観するほどではない。

　というか、もう見られたことがある。

　だからいい、というわけでは決してないのだが、今はまずい。非常にまずい。まずいなんてものではない。

　もし景敦に見られてしまったら、死ぬ。

　舌でも嚙かみ切って、死ぬしかない。

　メルカは手洗いに入って、一息ついた。

　そういえば、この家の手洗いは、男の一人暮らしにしては汚よごれていない。わりときれいだ。まめに掃そう除じしているのだろう。誰だれが？　景敦が？　まさか。そんなに几き帳ちよう面めんな男ではない。

　ひょっとして、近所の宇宙人が掃除していたりするのだろうか。

　メルカは不快な想像を頭から追い払はらい、鞄を開けてみた。

　白いビニール袋ぶくろが、かさり、と音を立てた。

「クルピナ、いい子なのね。悪いけれど、もう少しおとなしくしていてちょうだい」
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　小さな声が聞こえた。

　メルカはうなずいて鞄を閉めた。考えてみれば、すべてクルピナのせいなのだが、なぜか恨うらむ気にはなれない。

「人を呪のろわば穴二つ……」

　そういうことでもないか。

　ともあれ、今さらクルピナを責めても仕方ない。問題は今だ。これからだ。どうするか。

　トイレットペーパーが目に入った。

　メルカは鞄を床ゆかに置いて、手にぐるぐる巻きながらトイレットペーパーを引きだした。

　そうして、スカートをめくりあげ、ウエストのところに挟はさんだ。

「これで──」

　難しい作業ではなかった。あっという間に終わった。

　トイレットペーパーを下腹部から臀でん部ぶに巻きつけ、ショーツ状に仕上げたのだ。

　ショーツというよりも、紙製のフンドシか。

　どうも股こ間かんの部分がやや頼たよりないので、補強してみた。

「できたのよ。これなら、万が一、見られても──」

　腹の底から笑いがこみあげてきた。

　笑い声が口からもれかけたところで、メルカはうなだれた。

「こんな姿を見られてしまったら……最悪なのだわ……」

　なんだか猛もう烈れつに悲しくなってきた。

　メルカは洟はなを啜すすりながら紙製のフンドシを破いて流した。

「もういいのよ」

　小細工は必要ない。

　居間へ行く。大事な部分をしっかりガードしつつ座る。座りつづける。適当に会話をする。ある程度、時間がたったら、そろそろ、というかんじで帰る。慎しん重ちように帰宅する。たったそれだけではないか。簡単だ。絶対に乗り越こえられる。

　メルカは腹をくくった。

　居間へと引き返し、景敦の視線にさらされて、ちょっと気持ちが揺ゆらいだ。

　あえてとりすました表情を作って、揺れ動く心を必死に抑おさえつけた。

「おかえりなさい、メルカさん」

「ただいま、なのよ」

　メルカは千夜子の隣となりに座ろうとした。そのときに気づいた。

　左の足首が痛い。

　正座なんかできない。

　くらくらした。

　危あやういところでこらえて、ふらつかずにすんだが、どうしよう。どうすればいいのか。

　メルカはノーパンなのだ。膝ひざを立てて座るわけにはゆかない。膝を崩くずすのも危険だ。正座でなければまずい。

「ふっ……」

　メルカはひっそりと笑った。

　痛かろうが何だろうが、正座するしかないのだ。だったら、すればいい。

　鞄かばんを置いて、思いきって膝を曲げ、一いつ気き呵か成せいに正座の体勢に持ちこんだ。

　左の足首に、鈍にぶくも鋭するどくもある、なかなかに激しい痛みが走った。

　呻うめいてしまいそうになったが、根こん性じようで押し殺した。

「そういえば──」

　千夜子が景敦に何か話しかけた。

　景敦がだるそうに答えた。

　メルカは歯を食いしばって耐たえている。

　無理をして歩いたり何だりしたせいで、悪化したのだろうか。痛い。けっこう痛い。

　気のせいだ。痛くなんかない。痛いわけがない。

　そうだ。別のことを考えよう。薨村。どこにあるのか。特集には薨村の場所は書かれていなかった。某ぼう県の山中にある、としか。行ってみたいものだ。いつか絶対に行こう。それより、花祭レチ子だ。レチ子はどうなってしまったのか。無事なのだろうか。心配だ。

「──メルカさん？」

「え」

　メルカは千夜子に顔を向けた。

「な、何かしら」

「何って」

　千夜子はメルカの膝の上に手を置いた。

　なんてことを。そっちは左ひだり脚あしだ。体重をかけるなんて。

「さっきからずっと、メルカさん、黙だまってるから」

「う……」

　痛い。痛い。痛い。

　メルカは千夜子をひっぱたきたくなったが、どうにか我が慢まんした。千夜子は悪気があってしているわけではない。わかっている。むしろ、親愛の情を表現している仕し種ぐさだ。そう言えないこともないだろう。嬉うれしいことではないか。それはもう、嬉しい。途と方ほうもなく嬉しい。

　メルカは渾こん身しんの力を振ふりしぼって笑え顔がおを作った。

「何でも……ないのよ。ただ……そう──考え事をしていて。それだけ……なのだわ」

「ふうん……」

　千夜子はほんの少し首を傾かしげた。納なつ得とくしていないようだ。やむをえない。客観的に見て、今日のメルカは様子がおかしい。いくら千夜子でもあやしんでいるだろう。

　話をそらそう。別の方向に注意を向けさせるのだ。それしかない。

「ご、ごめんなさい。今、何の話をしていたのかしら？」

「むぇ？　あ、えっとね──」

　千夜子は何か喋しやべりだした。メルカは必死に聞こうとしている。耳を傾かたむけているつもりなのだが、一向に話の内容が頭に入ってこない。せめて相あい槌づちくらいは打たなければ。

「そう。そうなの。へえ」

「うん。でね、そのとき──」

　そのとき？　どのとき？　何のとき？　さっぱりわからない。

「つーか」

　メルカは景敦のほうに顔を向けた。

　景敦は耳の穴をほじりながら、メルカの胸のあたりを見ていた。

「メルカ、おまえ、なんでそんな汗あせかいてんの？　べつに暑くはねーよな？」

「あ、せ……」

　メルカは額をさわってみた。たしかに、汗がにじんでいる。

　景敦は首筋をボリボリ搔かいた。

「なんか、顔もあけーし。微び妙みように身体からだ、震ふるえてね？　風邪かぜでもひいてんじゃねーの」

「そ……んなことは──」

　メルカは下を向いた。恥はずかしい。景敦ごときに心配されてしまっている。景敦の分際で、生意気な。景敦のくせに。景敦なのに。

　千夜子が上半身を倒たおして首をねじり、メルカを見上げた。半ば押し潰つぶされる恰かつ好こうになって、千夜子の膝の上から黒猫が逃にげていった。

「ほんとだ。メルカさん、真っ赤だよ」

「……そんな──はずは……」

　メルカは目をそらして畳たたみを凝ぎよう視しした。

　ああ、でも、これで──、

　そうだ。傍はたから見て具合が悪そうなのであれば、もうしょうがない。そのとおり、発熱しているのかもしれないということにして、帰ればいいのだ。そうすれば、この地じ獄ごくから抜ぬけだすことができる。

「メルカさん、やっぱり、ずっと無理してたんじゃない……？」

「なーんか、あれだよな。最初っから変だったよな。なんとなーく、だけどよ」

「あ。景敦くんもそう思った？　じつは、学校でもちょっと……」

「つーか、それなら、おれんちとかきてる場合じゃねーだろ。島原もな。気づいてたんなら、早く帰らせるとかしろよ。メルカはあれだろ。強ごう情じようっつーか、なんつーか」

「そうだよね……。おかしいなあとは感じてたんだけど、メルカさんが、大だい丈じよう夫ぶって言うから。でも、メルカさんは、大丈夫じゃなくても大丈夫って言っちゃうんだよね……」

「だろ。そういうやつだって、おれでもわかってんだぞ。島原はおれよっか、ずっとつきあいなげーだろ。ちゃんとしてやれよ。そのへんは」

「うん……ごめんね、メルカさん。わたしが至らないばっかりに……」

　メルカはきつくきつく唇くちびるを嚙かんで、拳こぶしを握にぎりしめていた。

　もういやだ。耐たえられない。どうしてこんな目に遭あわされなければならないのか。

　島原千夜子。刑天文院景敦。二人して、いったい何のつもりだろう。所しよ詮せん、赤の他人ではないか。景敦とは最近、知り合ったばかりだ。千夜子と親しくなったのだって、中学校三年生のときだ。ちょっと前だ。

　二人にメルカの何がわかるというのだろう。わかりっこない。ぜんぶ的外れだ。

　それなのに、なぜ二人の言葉がこんなにも心にしみるのか。

「メルカさん」

　千夜子に肩かたを抱だかれた。

「今日は帰ろ？　わたし、送っていく。メルカさんがだめって言っても、送っていくから」

「あー、そーだそーだ。そうしてやれ、島原。あれだからな。もし、途と中ちゆうで倒れられでもしたら、寝ね覚ざめが悪わりぃーしな」

「ね？　メルカさん？　帰ろ？」

「……タクシーを」

　しぼりだした声が震えてしまった。

　メルカはゆっくりと息を吐はいて、吸いこんだ。

　千夜子と目をあわせることはできなかった。

「タクシーを、呼ぶのだわ。チョコちゃんに送ってもらいたくないとか、そういうことではなくて、ただ──そのほうが……楽だから」

「そっか。そうだよね。えっと、電話できる？　タクシーの会社に……」

「ええ」

　メルカは笑みを浮うかべてみせた。うまく笑うことができているだろうか。自信がない。

「大丈夫なのよ。よく利用しているタクシー会社の電話番号が、携けい帯たい電話のメモリーに入っているのだわ」

「コーコーセーの台詞せりふじゃねーぞ、それ……」

「うるさいのよ」

　景敦を睨にらみつけたときの眼光の鋭するどさは、たぶん、いつもどおりだったと思う。

　メルカは携帯電話でタクシーを呼んだ。先方は刑天文院の名前を出したら一発でわかってくれた。門の前にタクシーがついたら電話で知らせてもらうことにした。十分もしないうちに携帯電話が鳴った。

　メルカは千夜子と景敦に付き添そわれて刑天文院家の母おも屋やを出た。

　母屋から門までは、けっこう距きよ離りがある。

　左の足首がだいぶ痛くて、左足を引きずるような歩き方になってしまった。

　そのせいで、景敦に気づかれてしまった。

「そういやーメルカ、おまえ、怪け我がしてたもんな」

「ど、どうということはないのだわ。これくらい」

「だから、それくらいのことで、いちいち意地張るなっつーの。かわいくねーな」

　その一言が、なぜかやけにこたえた。

「かわいくなくて結構なのよ」

「結構だろーと結構じゃなかろーと、かわいくねーもんはかわいくねーんだよ」

「メルカさんはかわいいと思うけど……」

　千夜子が小首を傾かしげて呟つぶやいた。

「けっ」

　景敦は吐き捨てるように言った。

「どこが」

「どこって、かわいいところはいっぱいあるよ。顔はもちろん、かわいいし。服とかも、変わっててかわいいよね。あと、仕し種ぐさとかもかわいいし。表情もいろいろかわいいし」

「女は何でもかわいーかわいーだからな」

「メルカさんは本当にかわいいんで・すーっ」

「何なんだよ、その、すーっ、つーのは。なんか、すっげーむかつく……」

「るぇっ!?　ご、ごめんなさい、わ、わわわ、わたし、また言ってた？　メルカさんによく注意されるから、気をつけてるんだけどっ」

　今日だけは千夜子の「すーっ」を許してしまえる気分だった。

　門の前にタクシーが停とまっていた。

　メルカが近づいてゆくと、運転手が車の中から会え釈しやくをして、ドアを開けてくれた。

「じゃあ、メルカさん」

　千夜子は門のところに景敦と並んで立って、手を振ふった。

「まあ、せーぜー気ぃーつけて帰りゃーいいんじゃねーの」

　景敦はそっぽを向いている。

「つっても、タクシーだけどな」

　千夜子と景敦が恋こい人びと同士のように見えた。

　メルカは慌あわてて打ち消した。

　そんなわけがない。千夜子が景敦と恋仲になるなんて、認められない。あんなだらしない男、千夜子にはふさわしくない。だめだ。冗じよう談だんではない。景敦が千夜子と交際するなんて。いや、違ちがう。千夜子が景敦と交際するなんて。この順番は重要だ。なぜ重要なのか。よくわからないが、とにかく重要なのだ。

　メルカは何も言えなくて、千夜子に笑いかけた。

　千夜子も笑い返してくれた。

「また明日ね！」

「ええ」

　メルカはうなずいて、タクシーに乗りこもうとした。

　今日は薄うす曇ぐもりで、風がある。

　それにしても、不意打ちのようだった。

　突とつ然ぜん、ひときわ強い、いたずらな風が吹ふいた。

「きゃっ……！」

　メルカは反射的に鞄かばんを下腹部に押しつけた。

　隠かくすことができたのは、前だけだった。

　後ろは間に合わなかった。

　いきなりだったのだ。両方なんて不可能だ。

　心臓が凍こおりついた。

　できれば、その冷れい凍とう心臓をとりだして、地面に叩たたきつけて、踏ふみつぶしてしまいたい。そんなことをしても意味がない。どうにもならない。どうしようもない。取り返しがつかない。

　終わった。何もかもが終わった。

　念のために、一応、確かく認にんしてみよう。

　メルカは振り返った。

　初めて知った。こういうとき、人間はどういうわけか、笑え顔がおになるのだ。

「見たのかしら？」

「ぬぇっ──」

　千夜子は赤い顔で、ふぇ、とか、くぇ、とか、どぇ、とか、わけのわからない声をもらして、首を左右に振った。

「う、ううん。な、な、何も、見てない……よ？」

「お、おう」

　景敦は何かを成し遂とげたような、恍こう惚こつとした、でも、気まずそうな顔をしている。
















「な、なーんも……な。見てねーよ。つーか……何？　見たって？　何が？　こ、心当たりっつーの？　そういうのが、べつに……なあ？」

「そう」

　メルカは目をつぶってうなずいた。

「見たのね。見てしまったのね」

　二度目の問いかけに、答えはなかった。

　メルカはタクシーに乗りこんだ。

　泣きたかったが、涙なみだなんて出てこなかった。
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　三日連続で学校を休んでしまった。

　その間、千夜子からは何度も電話がかかってきた。メールも送られてきた。メルカは電話に出ることも、メールを読むこともできなかった。

　用意した水すい槽そうの中で、寝ねたり起きたり動きまわったり変な声を出したりしているクルピナを眺ながめながら、ずっと考えていた。

「愛らしいのだわ」
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　違う。

　そんなことを考えていたわけではない。

　例の事件について考えに考えて、考え疲つかれて、現実から逃とう避ひするためにクルピナを観賞しているうちに、愛着がわいてきたのだ。

　愛着云うん々ぬんを別にしても、クルピナはなんでも、古代の生体兵器らしい。たとえば、もしクルピナの写真を月刊ヌーに投とう稿こうしたら、大変なことになるだろう。

　メルカはそんなとてつもない生き物を飼っているのだ。

　感かん極きわまって泣いてしまってもいいくらいだが、今ひとつ胸が躍おどらない。

　あんなことがあったせいだ。

　夜、メルカはとうとう決心して、千夜子に電話をかけた。

　千夜子はワンコールで出た。

『あ、もしもし？　メルカさん？　どうしたの？　というか、どうしてたの？　大だい丈じよう夫ぶ？　生きてる？　も、もちろん生きてるよね、電話してくれたんだし。えっと……げ、元気？　わたしはね、一応、それなりに元気なんだけど。今日もご飯、六杯ぱい食べちゃったし……』

　思わず吹きだしてしまった。

　笑うと、ほとんど同時に涙がにじんできた。

『……ぬぇ？　メルカさん？　あれ……？　もしかして、泣いてるのかな……？』

「ち、違うのだわ。泣いてなんかいないのよ」

『そっか。それなら、いいんだけど。あ……よくないんだった、そうじゃなくて──』

　千夜子は電話の向こうで深呼吸をしたようだ。

『メルカさん、泣いてるでしょ？　大丈夫？　──じゃないんだよね？　お願い、メルカさん、ちゃんとわたしに話して』

　そんなことを言われて、ついこらえきれなくなってしまった。メルカは声を殺して泣いた。千夜子は『うん、うん』とだけ繰くり返して、メルカが泣き止やむまで待ってくれた。

　メルカは千夜子にクルピナのことを話した。図はからずもノーパンになってしまった、その経けい緯いも説明した。

『でも、メルカさんのおしり、すごくかわいかったから！』

　精せい一いつ杯ぱいの慰なぐさめだということだけはわかった。

　メルカは最後に、勇気を出して「また明日」と告げた。

『うん、明日ね！』

　電話を切って、しばらく迷った。

　ためらえばためらうほど、身動きがとれなくなってしまう。

　メルカは景敦の家に電話をした。景敦は七コール目が終わったところで電話に出た。

『はい』

　いつも景敦はそれだけだ。名乗るくらいすればいいのに。

「あたくしなのだわ」

『お……』

　景敦は洟はなを啜すすった。

『あー……うん。あー……どうした？』

「クルピナがいるのよ」

『──はあっ!?』

「ここにいるのだわ。あたくしの部屋に。水槽の中で飼っているのよ。ずいぶん小さいけれど。あ、あのときは──つまり……クルピナがあたくしの、その……下着を……」

『あー……』

「だから！　いつも下着をつけていないわけでは断じてないのよ！」

『や……そんなふうには思ってねーよ。べつに。なんか事情があったんだろうなーとか、な。そういうかんじで、まあ……』

「どうすればいいのかしら」

『クルピナ？』

「ええ」

『んー……』

　景敦がボサボサ頭を引っかきまわしている姿が目に浮うかんだ。

『やばそうなら、おれがなんとかするけどな』

「やばそう……かどうかは、わからないのだわ。ただ、ずっとおとなしくしているのよ」

『じゃあ、いいんじゃねーの？』

　そこまで軽く、簡単に言われると、かえって少し不安になってくる。

「でも、クルピナはもともと、ユカちゃんのものなのではなくて？　おそらく、どうやってか、四十七シェルターから逃にげてきたか、あたくしにくっついてきたのよ」

『大だい良ら権ごんはこのこと知らねーんだし、そのへんはどうだっていいだろ』

「いいのかしら……」

『まあ、そのうち一回、おれに様子見せろよ。早めのほうがいいな』

「わかったのよ」

　メルカは胸を撫なで下ろした。

　普ふ通つうだ。

　とても普通に会話を交かわしている。

　おかげで、すんなり言うことができた。

「また遊びに行くのだわ」

『……ああ』

「おやすみなさい」

『じゃーな』

　逡しゆん巡じゆんすると、電話が切れる音を聞く羽目になる。

　メルカは急いで携けい帯たい電話を耳から離はなして、終話ボタンを押した。

　それから、熱を持った携帯電話を胸に押しあてて、少しの間、じっとしていた。
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　彼女はついに安住の地をえた。

　透とう明めいな箱の中だ。

　箱を用意した人間は、布を敷しきつめた台やら、ふわふわした物体やら、弾だん力りよくのある球体やら、さまざまなものを箱の中に配置した。

　彼女は台の上で横になる。ふわふわした物体にしがみつく。球体を投げたり転がしたりする。箱の中を駆かけまわる。飛んだり跳はねたりする。そんなことをしているうちに、時は流れる。

　なかなか快適だ。

　彼女に安住の地を与あたえた人間は、少なくとも敵ではないのだろう。

　彼女も人間に危害を加えようとは思わない。その必要がない。

　箱が置かれている空間は、現在、真っ暗だ。

　人間は機能を一時停止しているらしい。

　彼女はふと思いたって、箱の側面に手をあてた。

「[image: る゛]あー」

　彼女は大気中から集めた成分を彼女の中で反応させ、ゲル状の物体を作りだす。

　その性質を変化させれば、いろいろな物質を融ゆう解かいさせることができる。

　むろん、この箱を溶とかすことも、彼女には可能だ。

　彼女から見える位置にある台の上で横になっている人間が、何か小さな音声を発しながら身じろぎした。

　彼女から人間が見えるということは、人間からも彼女が見えるということだ。

　人間はよく彼女を凝ぎよう視しする。

　彼女も人間を観察している。

「[image: る゛]あー」

　彼女は箱の側面から手を離し、布を敷きつめた台へと向かった。

　台に身を横たえると、機能を一時停止させる欲よつ求きゆうに駆られた。

　──愛らしいのだわ。

　人間の音声が思いだされた。

　彼女はちょっとの間、眠ねむることにした。

　ここから出ることはいつでもできる。

　でも、彼女にとって、ここは安住の地なのだ。

　とりあえず、今のところは。




























　ちょうちょを追いかけていた。

　ひらひらと飛ぶ、白いちょうちょだった。

　図ず鑑かんで見たことがあって、知っていた。

　あのちょうちょは、モンシロチョウ、というのだ。

　ちょうちょがお花にとまると、わたしも立ちどまった。そうして、ちょうちょが何をしているのか観察した。

　ちょうちょはただ休んでいるのではなかった。ストローみたいに細長いお口で、お花の蜜みつを吸っているのだ。

　わたしはその姿をちっとも飽あきずに眺ながめていた。

　ちょうちょが飛びたつと、わたしはそのあとを追った。

　お花の蜜を吸いながら、ちょうちょはいったいどこまで行くのだろう？

　気がつくと、わたしは川べりにいた。

　大きな木があった。草むらには白い花や黄色い花がたくさん咲さいていた。

　ちょうちょは、花のどれかにとまるに違ちがいない。

　わたしはやっぱり、ちょうちょを追いかけた。

　ちょうちょは、でも、花にはとまらなかった。

　大きな木の根元に、わたしより少しお姉さんだろうか、白い服を着た女の子が座っていた。

　女の子が手を前に突つきだした。

　ちょうちょは、その指の先にとまった。

　わたしはすっかり見とれてしまった。

　女の子の髪かみの毛は薄うすい緑色をしていた。目は淡あわいピンク色で、とってもきれいだった。

　でも、わたしはちょっとだけ怖こわかったのだ。

　近づいて、話しかけてもいいのだろうか。

　女の子はこっちを向いて、そっと微笑ほほえんだ。

　途と端たんに、わたしの中の恐おそれは、口の中にいれた氷の欠片かけらみたいにとけてしまった。

　わたしは女の子に駆かけよろうとした。途と中ちゆうで足がすべり、転んでしまった。

「だいじょうぶ？」

　女の子が歩いてきて、手を差しのべてくれた。

　モンシロチョウはその肩かたにとまっていた。

「へいき！」

　わたしは女の子の手を握にぎった。

　つめたくて、すべすべしていて、お母さんの手とも、お父さんの手とも、お友だちの手とも、ぜんぜん違っていた。

　女の子はわたしを引っぱって、起きあがらせてくれた。

　わたしはどうしていいかわからなくて、女の子が笑っているから、自分も笑ってみた。

　そのあとで気づいた。まずお礼を言わないといけない。

「ありがとう！」

「どういたしまして」

　女の子はひんやりした指でわたしの頰ほおをさわった。

　草がついていたようだ。

　女の子は指でつまんだその草に、ふう、と息を吹ふきかけた。

　わたしは目を見開いて「わあ」と声をあげた。

　草が真っ白いちょうちょになって飛んでいったからだ。

　女の子の肩にとまっていたちょうちょも飛びたった。

　一組のモンシロチョウがもつれるようにして遠ざかっていった。

「そっか」

　わたしはうなずいた。

「ひとりぼっちだと、さみしいもんね」

　女の子は何も言わなかった。

　やがてモンシロチョウが見えなくなるまで、ずっと微笑んでいた。
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「……あうぅー……」

　島しま原ばら千ち夜よ子こはそんな自分の声を聞いて目が覚めた。

　身体からだが熱い。けっこう汗あせをかいている。

　千夜子は両手の人差し指で目をこすった。指がぬれた。泣いてしまったのか。

　なぜだろう。

　悲しい夢では決してなかった。むしろ、とても懐なつかしい、いい夢だった。

　全身が熱を持っているが、とくに胸のあたりがあたたかい。何かでいっぱいになっていて、あふれだしそうだ。

　視界がゆがんだ。

　また涙なみだが出てきた。

「……もうずいぶん会ってないから……？」

　川べりの女の子には、あのあと何回も会いに行った。

　何回も。十回以上だ。数十回に及およぶかもしれない。

　女の子とお喋しやべりをした。木のことや、虫のこと、川に棲すむ魚のことを教えてもらった。

「でも、わたし、ほとんど覚えてないよ。バカだから……」

　本当にバカだ。

　千夜子は身体をうつぶせにして、枕まくらに顔を押しつけた。

　バカは生まれつきなので、今さらどうしようもないのかもしれないが、それにしたってひどすぎる。

「あの子の名前、覚えてないなんて……」

　名前だけではない。

　最後に会ったのはいつだろう？

　どうして会いに行かなくなったのだろう？

　なぜ今まであの子のことを忘れていたのだろう？

「なんにも思いだせないなんて……」

　千夜子は頭の悪い自分を責めながら泣いた。だいぶ泣いた。そうとう泣いてしまった。

　おかげで、朝食の席で父と母に心配された。

「あらあら。どうしたの、千夜子？」

「寝ね不ぶ足そくかい？」

「……うん……ちょっと、ね……」

　千夜子は、えへへ、と笑ってごまかした。

　登校したら、同級生たちに驚おどろかれた。

「ちょ──ど、どうしたの、島原!?　ひどいよ、顔！」

「大だい丈じよう夫ぶかよ、島原。ものもらいじゃねえの？」

「島原、やばいって、その顔。目とか真っ赤だし。腫はれてるし」

「……うん……ちょっと、ね……」

　千夜子はやはり、えへへ、と笑ってごまかして、自分の席についた。

「えへへ、じゃないって、島原」

「もしかして、男にふられたとか？」

「いやあ、島原にかぎって、それはないでしょ」

「わかんないよ？　これでも島原だって一応、女なんだし」

　同級生たちに何を言われても、千夜子は、えへへ、と笑うことしかできなかった。

　間もなく兎と我が野のメルカが教室に入ってきた。

　メルカはいつも、まず教室の中をざっと見まわし、あとはまっすぐ前を向いて自分の席へと向かう。それから鞄かばんを置き、月刊ヌーをはじめとしたオカルト関係の雑誌や書しよ籍せきを読みはじめるか、千夜子のところへきて、挨あい拶さつをして、何か会話を交かわす。

　今日は違ちがった。

　メルカは千夜子に目をとめると、バッサバサの睫まつ毛げに囲まれた両眼をいっぱいに見開いた。

「チョコちゃん……！」

　そうして、一目散に駆かけてきた。

　メルカは他ほかの同級生たちを蹴け散ちらして、千夜子の机の前にしゃがんだ。

　顔をじろじろ見られている。

　なんだか恥はずかしくなってきた。

　千夜子は目を伏ふせた。

「……えへへ」

「えへへ、ではないのよ！」

　メルカは立ちあがって周りの同級生たちを睨にらみつけた。

　それから、身を屈かがめて千夜子に顔を近づけてきた。

「さあ、あたくしに打ち明けなさい！　どこの馬の骨に何を言われたのかしら!?　それとも、足あし蹴げにされたというの!?　肘ひじ打ちでもされた!?　チョコちゃん！　これはとても大切なことなのよ！　何があったか、包み隠かくさずあたくしに教えてちょうだい！　このあたくしがただちに適切な処置を施ほどこすのだわ！　さあ！　さあ！　さあ……！」

「え、えっと……」

　まくしたてられて、千夜子は呆あつ気けにとられていた。

　ふと気づいた。ちょっと甘い匂においがする。千夜子はくんくん嗅かいでみた。やっぱりだ。

　これは知っている匂いだ。

「あ」

　千夜子は両手を打ちあわせた。

「わかった。メルカさん、ひょっとして、いちごのハミガキ使ってない？」

「え──」

　メルカの顔が赤らんだ。

「ち、ちが──な、何を……な、何のことなのかしら!?　いったい!?」

「何って、ハミガキのことだけど」

「ばっ──バカね！　はっ、ハミガキ!?　ハミガキといったらあれでしょう!?　その、み、ミント！　そう！　ミント味に決まっているのだわ！」

「わたしはハーブミント？　とかいうのを使ってるかな？」

「あ、あたくしは、あ、あれなのよ！　う、ウルトラスペシャルミントなのだわ、たしか！　ものすごく辛からいやつなのよ！」

「ふうん……」

　千夜子は口を尖とがらせて天てん井じように目をやった。ウルトラスペシャルミントなんて聞いたことがない。それに、なぜメルカは慌あわてているのだろう。

　まあ、どうでもいいか。

「でも、辛いハミガキって、わたし、本当は苦手なんだよね」

「そ、そう」

　メルカは咳せき払ばらいをした。

「あ、あたくしは断じてそんなことはないのだわ。辛ければ辛いほどいいくらいなのよ」

　千夜子とメルカを遠巻きにしている同級生たちが、何か囁ささやきあったり、目配せをしあったりしている。

　メルカは彼らを見まわして怒ど鳴なった。

「何をこそこそ話しているのかしら!?　葬ほうむり去られたい!?　命が惜おしくないのね!?　夢も希望もないちっぽけな人生にしがみつきたいのなら、散りなさい……！」

　同級生たちは蜘く蛛もの子を散らすように離はなれていった。

　メルカは机をバンッと叩たたいた。

「それで!?　いったい何があったというのかしら!?　そんなに泣き腫らした目をして！　何か大変なことがあったとしか思えないのだわ！　誰だれがチョコちゃんにひどいことを言ったり、むごいことをしたりしたのか、キビキビ白状するのよ！」

「ぬぇ？　えっと、だから、その……わたし、誰かに何かされたわけじゃないよ？」

「隠しても無む駄だなのだわ！」

「ほ、ほんとだってば。わたし、メルカさんに噓うそついたりしないよ？」

「ちょ、チョコちゃん……」

　メルカは眉まゆを上げて唇くちびるを嚙かみ、ふう、と息を吐はいた。

「そ、そうね。チョコちゃんは噓つきではないのだわ。でも、その様子からすると、だいぶ泣いたのでしょう。誰かに何かされたわけではないのかもしれないけれど、何かあったのではなくて」

「うん」

　千夜子はうなずいた。

「じつはね──」
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　川べりの女の子の話は、朝のホームルーム前の時間ではとうてい足りず、昼休みでも終わらなくて、放課後にまで及およんだ。

　それくらい、女の子との思い出はたくさんあったのだ。

　何しろ、よくよく思いだしてみると、千夜子は五歳、つまり、幼よう稚ち園えんのときから、小学校三年生か四年生くらいまで、女の子に会いに行っていた。

　女の子に関する記き憶おくは、でも、だいたい断だん片ぺん的で、複雑に入り組み、混乱していた。

　夕暮れも間近な一年一組の教室には千夜子とメルカしかいない。

「うーん……」

　千夜子は身体からだを倒たおして机にほっぺたを押しつけた。

「桜を見た記憶があるんだよね。たぶん、あの子がいつもいた場所にあった木が、桜だったんじゃないかと思うんだけど」

「だとしたら」

　メルカは机を挟はさんで千夜子の向かい側に座っている。ちなみに、腰こしかけている椅い子すは、自分の席からわざわざ持ってきたものだ。

「桜は何度も見たのではないの？　その子とは数えきれないほど会ったのでしょう」

「そうなんだけど、満開の桜がものすっごく印象に残ってて。なんとなく、あれが最後なのかなって」

「小学校三年生か、小学校四年生の春に会って以来──ということなのね」

「かなあ？」

「なぜそのときが最後になったのかしら。普ふ通つう、何か理由があるものなのだわ。たとえば、仲なか違たがいをしたとか、その子が遠くへ引っ越こしてしまったとか」

「だよね」

「チョコちゃんは何も覚えていないというの？」

「うーん……」

　千夜子は目をつぶった。いくら考えても、思いあたる節はない。千夜子はたぶん、満開の桜の下であの子と会った。それなのに、桜を見上げた記憶しかないのだ。

　不意にメルカの手が千夜子の頭にふれた。

　千夜子は目を開けてメルカを見た。

　メルカは慌あわてたように手を引っこめた。

「な、何か変なのだわ。そうは思わない？」

「変だよね。やっぱり」

　メルカもちょっぴり変だ。

　千夜子はそう思ったが、口には出さなかった。なんとなく、言ったら怒おこられてしまいそうな気がしたのだ。

「顔とかはちゃんと覚えてるんだけどなあ。なんで名前は忘れちゃったのかな。すごく仲よしだったのに」

　あんなに仲がよかった友だちはそれほどいない。

　あの子の微笑ほほえむ顔や声を思いだすと、胸がぎゅっと締しめつけられた。

「何かあるたびに、あの子に話しに行ったんだよね。ほら、わたし、生まれつきバカだから、どうしていいかわからないと、相談したりして。そういう相手は他ほかにいなかったから」

「そうだったのね」

「うん……」

　千夜子はふたたび目をつぶった。そうしないと、泣いてしまいそうだったからだ。

「ひどいよね。わたし。何があったにしても、忘れちゃうなんて」

「そんなふうに考えてはいけないのよ」

「だけど──」

　千夜子は唇を嚙んで、こみあげてきた嗚お咽えつをのみこんだ。

　またメルカの手が千夜子の頭にふれた。

　ゆっくりと、やさしく撫なでてくれた。

　高ぶりかけていた気持ちがだんだんと落ちついてきた。

　なんだか眠ねむたくなってきた。

　寝ねてはいけない。

「あ」

　千夜子は顔を上げて目を開けた。

「そっか」

「な、なあに？　いきなり」

　メルカはやっぱり慌てたように手を引っこめた。

　千夜子は首を傾かしげた。

「どうかしたの？」

「な、なんでもないのだわ」

「それならいいんだけど」

「チョコちゃんこそ、どうかしたのかしら」

「あ、そうそう──」

　千夜子はうなずいた。

「今はいるんだよね。何でも相談に乗ってくれる人が」

「誰だれなの？」

「メルカさん」

　千夜子はメルカに笑いかけた。

　メルカは目を見張った。びっくりしているようだ。

「あ、あたくしが……？」

「だって、何かあると、決まってメルカさんに話してるし。今だってそうでしょ」

「ま、まあ……そうね」

「というか、わたしから言う前に、何かあったのって、メルカさんが訊きいてくれることも多いんだよね。そうすると、ついぺらぺら話しちゃって」

「それは……チョコちゃんはすぐ顔に出て、わかりやすいからなのよ」

「そっか。そうだよね。ごめんね、メルカさん。わたし、バカだから、なんか、余計な心配とかさせちゃってるんだよね、きっと」

「い、いいのだわ。そんなこと。気にする必要はないのよ。たいしたことではないのだわ」

「そうなの？」

「そうなのよ」

　メルカは目め許もとと唇くちびるをゆるめた。

　ほっとすると、またあの子のことが思いだされた。

「……あの子、おうちはどこなのかな。あの桜の木がある場所に行ったら、いつもいたんだけど。あの近くに住んでたのかな」

「いっそ、一度、実際にそこへ行ってみればいいのではなくて」

「でも……」

　千夜子は顔をしかめた。

「行けるかな。じつは、あの場所も覚えてないんだよね」

「当時もチョコちゃんは本もと山やまに住んでいたのでしょう」

「引っ越しはしてないから、今のおうちと同じだよ」

「川べりだったのよね」

「うん」

「本山には、大きな川は二つしかないのよ。それに、幼よう稚ち園えん児じが歩いて行くことのできる場所なら、そう遠くはないはずなのだわ」

　メルカはそっと笑った。

「今日はもう遅おそいけれど、明日は土曜日なのよ。一いつ緒しよに捜さがしてみましょう。きっとすぐ見つかるのだわ」

「メルカさん……」

　胸がいっぱいになって、うるっときた。

　千夜子は思わずメルカの手を握にぎってしまった。

「ありがと」

「え……」

　メルカは目を伏ふせた。

　なぜだろう。

　メルカの顔が赤い。

　もしかして、手を離はなしたほうがいいのだろうか。

　迷っているうちに、メルカはぎゅっと千夜子の手を握りかえしてきた。

「だ、だから、たいしたことではないのよ、これくらい──お、お友だちなのですもの」
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「──で」

　刑けい天てん文もん院いん景かげ敦あつは畳たたみに寝ね転ころび、片方の膝ひざを立てて、頰ほお杖づえをついている。いつものＴシャツとジーンズ姿だ。片手をＴシャツに突つっこんで、おなかをボリボリ搔かいている。

　どこから見てもだらしない恰かつ好こうだが、どんなふうにくつろごうと自由だ。あるいは、景敦はそう主張するかもしれない。

　一理ある。

　何せ、ここは刑天文院家の居間だからだ。

「その……何だ？　島原の……何？　ガキのころの友だち？　かなんか知らねーけど、そいつを捜さがそーってのに、なんでおれんちにきたわけ？　意味がわかんねーんだけど」

「意味がわからない？　相も変わらず愚ぐ鈍どんなのね」

　メルカはきちんと正座して卓ちや袱ぶ台だいに広げた地図に見入っている。

「景敦。お友だちのよしみで、あなたにも手伝わせてあげようというのよ。せいぜいありがたいと思うがいいのだわ」

「思うかよ……ありがてーとか……いい迷めい惑わくだっつーの……」

　景敦はため息をついて畳に顔を押しつけた。

「あ、あの」

　千夜子はメルカの隣となりに正座している。膝の上で黒くろ猫ねこのオヤジが丸くなっているので、身動きがとれない。

「ごめんね、景敦くん。お休みの日だし、やっぱり何か予定とかあるよね」

　メルカが地図から目を離さずに、ふっ、と鼻先で笑った。

「予定なんかあるわけがないのだわ。どうせ破は廉れん恥ちで非生産的な週末を送る予定だったに違ちがいないのよ」

「……何だよ。その破廉恥で非生産的な週末っつーのは」

「あたくしの口から詳くわしく解説させたいのかしら」

「してみろよ。解説できるもんならしてみりゃーいいだろ」

「変態。変質者。野や蛮ばん人じん」

「はあ？　なんでそーなるんだよ。ふざけやがって」

「え、えっと……」

　千夜子はメルカと景敦を交こう互ごに見た。

「何か用事があるなら、すぐ帰るから」

「……や」

　景敦は尻しりを搔いた。

「ねーけどよ。用事とかは。べつに」

「ほら、ごらんなさい」

　メルカは地図を眺ながめながら肩かたを揺ゆらして声を立てずに笑った。

　景敦は舌打ちをしてそっぽを向いた。

　千夜子はいたたまれなくて、でも、動くことはできないから、黒猫の喉のどを指で撫なでた。

　昼下がりの刑天文院家はとても静かだ。

　この屋や敷しきはいつでも静かなのだ。

「ここが、チョコちゃんのおうちだから……」

　メルカは低く呟つぶやきながら地図の一点を指さした。

「川といえば、宵よい待まち川がわしかないのだわ。川べり……桜の木……上流のほうなのかしら。でも、そうなると、少し遠くなってしまうのよ……」

　千夜子は地図をのぞきこんだ。メルカが用意してきた地図は、千夜子の家がある西にし本もと山やま周辺のものだ。パソコンを使って印刷したらしい。

「宵待川……たしか、あの川の近くって、わたしが小さかったころは、おうちとかあんまり建ってなかったんだよね。今は住宅地だけど」

「チョコちゃんがお友だちと会っていたころとは、だいぶ様子が変わっているということ？」

「うん。たぶん」

「じゃあ」

　景敦が、へっ、と短く笑った。

「もうその場所もなくなってんじゃねーのか」

「そうかも……」

「つーかな。何年もたってんだろ。友だちだかなんだか知らねーけど、そいつだってそのぶん年くってんだろうし、今さらその場所に行ったって無む駄だなんじゃねーの」

　メルカがキッと景敦を睨にらみつけた。

「無駄とはどういう意味なのかしら」

　景敦はため息をついた。

「会えやしねーだろ。フツーに考えて。住所とか電話番号とか知ってんなら別だけどな。名前すら知らねーっつー話だし」

「そんなこと」

　メルカは眉まゆをつりあげた。

「やってみなければわからないのだわ。目的地が見えないからといって歩きはじめなかったら、そこにたどりつくことは決してないのよ」

「だったら、こんなとこでうだうだしてねーで、行ってみりゃいいじゃねーか」

「そうね」

　メルカはすっくと立ちあがった。

「行きましょう、チョコちゃん。もともとそうするつもりだったのよ」

「ふぇ？　ど、どこに？」

「まあ、チョコちゃんってば。何を言っているのかしら。宵待川に決まっているでしょう」

「あ……そ、そうだよね」

　千夜子は立ちあがろうとして、少し迷った。膝ひざの上の黒猫はかなりくつろいでいる。

「さあ！」

　ぐずぐずしていたら、メルカに手を引っぱられた。

　黒猫が千夜子の膝からのっそりと下り、少し離はなれたところでごろんと横になった。

　メルカは千夜子を引っぱって立たせるなり、景敦を怒ど鳴なりつけた。

「景敦！」

「……あー？」

　景敦はぼんやりとメルカを見て、顎あごの下を搔かいた。

　メルカは顎をしゃくってみせた。

「あなたもくるのよ」

「へ？　おれも？　なんで……？」

「お友だちだからに決まっているでしょう」

「……何だよ、その理由」

「いいから、きなさい」

「マジかよ……」

　景敦はぶつくさ言いながら、かなりめんどくさがっていそうだが、それでも起きあがった。

　なんだか、みんなを巻きこんでしまっている。迷めい惑わくをかけているのではないだろうか。

　心苦しいが、嬉うれしくもあった。

　千夜子はメルカの腕うでにしがみついた。

「な、何……？　どうしたのかしら、チョコちゃん」

　メルカは何度かまばたきをした。

　千夜子は顔面の筋肉がゆるむのを感じた。

「えへへ」

「へ、変なチョコちゃんなのだわ」

　メルカは顔をそむけたが、千夜子を振ふりほどこうとはしなかった。

　友だちだからという、ただそれだけの理由で、メルカは川べりの子を捜さがそうとしてくれている。景敦も、何のかの言いながら、つきあってくれるようだ。

　千夜子は嬉しかったのだ。そして、とても心強かった。

　一人では、あの子を捜しあてることはできないような気がする。

　昨日のメルカの言葉が千夜子の脳のう裏りをかすめた。

　──何か変なのだわ。

　そう。

　何か変なのだ。
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　千夜子たち三人は、千夜子の家から宵待川を目指して歩いてみることにした。

　なんとか記き憶おくを掘ほり起こそうとしてみたが、何も思いだせなかったので、とりあえず最短コースを選んでみたところ、所要時間は七分くらいだった。

　宵待川の両岸には、古からぬ家々が建ち並んでいる。

　川べりは、何年も前に行われた護岸工事によってだいぶ狭せまくなった。かつては草木が生おい茂しげり、子供たちが探検ごっこをしたりもしていたのだが、今は芝しば生ふに毛が生えた程度の草むらとコンクリートで補強された土手しかない。

「知ってたけど、ずいぶん変わっちゃったなあ……」

　千夜子は土手の上の道みち端ばたにうずくまり、ため息をついた。

「わたし、このへんでよく遊んでたはずなんだけど、ぜんぜん違ちがう場所みたいだもん」

「どこもかしこも人の手が加えられて変へん貌ぼうを遂とげてゆくのね」

　メルカは千夜子の隣となりにしゃがんだ。

「大雨が降っても川は氾はん濫らんしないようになって、人々の暮らしは安全に、豊かになったけれど、失ったものも多いのよ。文明の功罪はいつだって相半ばするのだわ」

「……文明、ね」

　景敦はジーンズの尻しりポケットに手を突つっこみ、右足に体重をかけて立っている。

「たかが川一本で、大おお袈げ裟さなんじゃねーの」

「チョコちゃん」

　メルカは景敦を無視して千夜子の背中にそっと手をあてた。

「ここでよく遊んだ記憶があるのなら、桜の木の在あり処かはここではないのでしょう」

「あ。うん。そうだね。たぶん、違うと思う」

「きっと、もっと上流のほうなのだわ」

　メルカの提案で、千夜子たちは土手の上の細い道を上流に向かって歩いてゆくことにした。

　五分歩いた。

　十分歩いた。

　二十分歩いた。

　土手の上の細道はもうアスファルトで舗ほ装そうされていない。砂じや利り道みちだ。

　川べりは草むらというよりは原野のような様相を呈ていしている。

　周りには民家なんてほとんどない。その代わりに、田んぼや畑などがある。ところどころに木立がある。

　千夜子は足を止めた。

「メルカさん」

「なあに？」

　メルカは立ちどまって千夜子の顔をのぞきこんできた。景敦は五メートルくらい先で止まって、だるそうにしゃがみこんだ。

「わたし……」

　千夜子は目を伏ふせて唇くちびるをぎゅうっと嚙かんだ。

「こんなに遠くまではこなかったと思うんだよね。小学校のときは、たしか自転車できたりもしたんだけど、幼よう稚ち園えんのときは歩きだったし」

「……まあ」

　景敦は小石を拾って軽く投げた。

「フツーに考えて、無理っぽい距きよ離りだよな。幼稚園児には。行って帰るだけで日ぃー暮れるっつーの」

「川べりに桜の木は一本もなかったのだわ」

　メルカは腕うで組ぐみをして細い顎あごをつまんだ。

「この先にも桜はありそうにないのよ」

「だよね……」

　千夜子は空を振ふり仰あおいだ。

「わたしの気のせいなのかな？」

　言葉にすると、本当にそんな気がしてくる。

「あの子との思い出は、ぜんぶ、わたしが見た夢か何かなのかな……？」

　千夜子は雲を眺ながめるのが好きだ。

　いろいろな形の雲、さまざまな色あいの雲がある。

　でも、雲はずっとそこにとどまることがない。風に流されて、乱され、やがて必ず消えてしまう。

「あの子はどこにもいないのかな……？」

　胸がふさがって苦しくなった。

　我が慢まんしないといけない。

　千夜子は唇を引き結んで息を止めた。

　目をつぶると、あの子の顔が浮うかんだ。

　なんだか寂さびしそうな表情をしている。

　何か言われた。

　そうだ。

　最後にあの子は千夜子に何か言ったのだ。

　その言葉がどうしても思いだせない。

　でも、千夜子は覚えている。あの子はいた。絶対にいたはずだ。

「チョコちゃん」

　後ろからやさしく抱だきしめられた。

　途と端たんにこらえきれなくなった。

　目からわっと涙なみだがあふれて、だらだらと流れた。「うえ、うえ」とおかしな声がもれた。千夜子は自分の胸のあたりを押さえているメルカの両りよう腕うでにすがりついた。

「お、おべんで、べ、べどぅがざん、おべんで、おべんだざい」

「いいのだわ。いいのよ」

　メルカは千夜子の後頭部に額をこすりつけた。

「泣きたいときは我が慢まんせずに泣きなさい。涙は胸の底にたまると重く凍こおりついて、心を硬かたくしてしまうのよ。氷が乾かわくと岩のような塩になって、一輪の花も咲さくことがないのだわ。そんなふうになったチョコちゃんは見たくないのよ」

「おべんだざい、べどぅがざん」

「バカね。謝ることはないのだわ。さあ」

　メルカは千夜子を自分のほうへと向きなおらせた。その立派な胸に顔を押しつけると、涙はあとからあとから、とめどもなく出てきた。

　千夜子は子供みたいにえーんえーんと声を発して泣いた。わんわん泣きわめいた。

　どれだけ泣いていただろう。

　顔を上げてみたら、やけに頭がすっきりしていた。

　メルカが心配そうな顔で千夜子を見ている。

　千夜子は笑ってみせた。

「えへへ」

「鼻水と涙でぐしょぐしょなのよ」

　メルカは微び苦く笑しようを浮かべ、ハンカチで千夜子の顔をふいてくれた。ハンカチが汚よごれてしまう。ちょっと気になったが、千夜子はじっとしていた。

　メルカの顔を眺めていた。

　最初に刑天文院家を訪おとずれたときだったろうか。

　たしか、景敦がメルカを美人だと言った。

　化け粧しようが濃こすぎるが、本当にメルカは美人だ。

「メルカさん」

「なあに？」

　メルカは手を止めて、少しだけ首を傾かしげた。

　千夜子はむしろ、自分に言い聞かせるために口に出した。

「夢じゃないよね」

「ええ」

　メルカは即そく座ざに微笑ほほえみながらうなずいてくれた。

「あたりまえなのだわ。固く信じて、決してあきらめてはいけないのよ。そうすれば、道のりが近いか遠いかは別として、いつか絶対に会うことができるのだわ」

「そうだよね」

　千夜子は力強く首を縦に振った。

「わたし、はっきりと覚えてるし。あの子の顔とか、声とか、いろいろ。夢だったら、わたし、生まれつきバカだから、すぐ忘れちゃうし」

「そういえば、その子はどういう顔をしていたのかしら。顔でなくてもいいのだわ。何か特とく徴ちようとか」

「特徴……」

　千夜子は人差し指を顎あごにあてて上を見た。

「えっと……あ、そうそう、髪かみの毛とか目がね。ちょっと変わってて」

「どう変わっていたのかしら」

「髪の毛は薄うすい緑色で、目は淡あわいピンク色だったんだよね。すっごくきれいな色で──あ」

　千夜子はメルカの髪を軽くさわった。

「メルカさんも半分くらい緑色だよね。でも、こんなに濃い色じゃなくて、全体的にもっとうすーい緑色だったの」

「みど……」

　メルカの顔が引きつった。どうしたのだろう。

「つーか、それ……」

　景敦が短く乾いた笑い声を立てた。

「特徴ありすぎだろ、いくらなんでも。どう考えたって、フツーじゃねーぞ」

「言われてみれば……」

　ようやくわかった。

　何か変だとメルカが言った。千夜子もそう思っていた。理由は不明だった。気づいてみれば、簡単なことだった。

「そうだよね。ちょっと変だよね。緑色の髪に、ピンク色の目なんて。マンガとかじゃないと、あんまりいないもんね」

「あんまり、ではないのよ、チョコちゃん……」

　メルカは大きなため息をついた。

「マンガやアニメやライトノベルでもないかぎり、そんな人間は百パーセント、いいえ、三百パーセントいるわけがないのだわ」

「にゅぇ？　そ、そうなの……？」

「つまり──」

　メルカは表情を引き締しめた。

「その子はちょっと変なのではなくて、とてつもなく変なのよ」
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　土曜日は日が落ちるまで宵待川の周辺を歩きまわった。

　日曜日はただ歩くだけではなかった。聞きこみも行った。宵待川の近くにも古い家があるので、桜の木があったかどうか、尋たずねて回ったのだ。

　どうやら、護岸工事が実じつ施しされる前まで、桜の木は川べりにあったらしい。人の手によって植えられたものではなく、自生していたようだ。

　でも、あの子のことは誰だれも知らなかった。

　メルカ、景敦と別れて、家に帰りつくと、どっと疲つかれが押しよせてきた。

　同時に、とてつもなくおなかがすいていることに気づいた。

　今日の島原家の夕食は、ハンバーグとナポリタンとビーフストロガノフだった。母は白米が好きではないので食パンを二斤きんほど、父と千夜子は白いご飯だ。父はだいたい茶ちや碗わんで六、七杯はい、千夜子は五、六杯ぱい食べる。

　食しよく卓たくは静かだ。

　島原家の者は皆、食事に集中する。

　千夜子も、二杯目のご飯までは、ただただ食べることに専念していた。

　三杯ばい目から、あの子のことが脳のう裏りにちらつきはじめた。

　四杯目の途と中ちゆうで我が慢まんできなくなり、テーブルに箸はしと茶碗を置いた。

「お母さん」

　千夜子にそっくりな母は口の中に入っていたパンとハンバーグを咀そ嚼しやくしてのみくだしてから、ふう、と一つ息をついた。

「どうしたの？　ご飯の最中に」

「訊ききたいことがあるんだけど」

「いいけど。ご飯が終わってからじゃだめ？」

「ふぉうだどぉ」

　カピバラに似ている父は、口を閉じてビーフストロガノフとご飯を嚙かみながら言った。

「ふぉわっへはらにひなはい」

「わかった。ごめんなさい」

　千夜子は急いで四杯目を食べ、ハンバーグとナポリタンとビーフストロガノフを平らげた。

「ごちそうさま！　──それでね、お母さん」

「はいはい。なあに？　どうしたの？」

　母はまだナポリタンを残していたが、苦く笑しようしながら耳を傾かたむけてくれた。

「あのね。わたしが幼よう稚ち園えんのときから、小学校三年生か、四年生くらいまでの間のことなんだけど」

「あのころはまだ、千夜子は小さかったよね」

「それはそうだよ。だって、そのころわたしは、幼稚園児だったり、小学生だったりしたんだもん」

「そっか。それもそうね」

「ええと、それで……あれ？　何だっけ。えっと……そうそう、そのころ、わたし、お友だちの話をお母さんとかお父さんにしなかった？」

「お友だちの話はけっこう聞いたかな？　千夜子は今もよくお友だちの話をするでしょ。メルカさんのこととか」

「今のことはとりあえずどうでもよくて、川べりにいた子なんだけど」

「川すべり？」

「違ちがうよ！　そうじゃなくて、川べり。川の近くにね。桜の木があって。そこに行くと、女の子がいたんだよね」

「うーん……」

　母は難しい顔をした。

「どうだったかな。千夜子はよく、何も言わずに一人で勝手に遊びにいっちゃって、帰ってこないことも多かったけど」

「帰ってこないって、どれくらい？」

「そうねえ。長くても三日とか？」

「ぬぇっ！　三日も……!?」

「そういえば」

　父が爪つま楊よう枝じで歯の間を掃そう除じしながら、ぼんやりと言った。

「千夜子が小学校一年生のときだったかなあ。あれはたしか、夏休みだよね。遊びに行ったまま、一週間、行方ゆくえ不明になって、あのときはお父さんもお母さんもちょっと心配したよねえ。まあ、無事に帰ってきたから、ほっとしたけど」

「ああ」

　母はうふふと笑った。

「あったわねえ。そんなことも」

　千夜子は肩かたを落とした。

「あったんだ……そんなことも……」

「桜……」

　父が爪楊枝を止めて、カピバラのように天てん井じようを見上げた。

「桜、かあ。千夜子が、何か言ってたような気がするねえ。桜を見に行くとか、なんとか。お花見にはちょっと早い季節だったから、なんとなく覚えてるのかなあ」

「わたし」

　千夜子は身を乗りだした。

「どこの桜を見に行ったのかな」

「どこだろうなあ。お父さんには、それ以上のことはわからないよ。だって、千夜子は一人で行ったんだからね。あれは……そうだ、小学校三年生の終わりかな？」

「小学校三年生の終わり……三月くらい？」

「じゃないかなあ」

「川っていったら」

　母が両手を軽く打ちあわせた。

「宵待川のことよね。千夜子が小学校四年生になったころに、たしか護岸工事が始まったんじゃなかった？」

「うん。そうだ」

　父が二度、三度とうなずいた。

「そのころに、あのあたりの宅地造成が始まって、お父さんの会社の佐さ竹たけさんも家を買ったんだよねえ。新築祝いに行ったから、覚えてるよ」

「あれ？」

　母が目を瞠みはって千夜子を見た。

「考えてみたら、あのころから、千夜子、そんなに外へ遊びに行かなくなったんじゃない？　何日か帰ってこない、みたいなことも、あんまりなくなったような気がするし」

「ふむ」

　父は爪楊枝をくるくる回した。

「言われてみればそうだねえ。四年生に上がったころなんか、千夜子はどうも元気がなかったなあ。そんな話をお母さんとしたような覚えがあるよ。したよね、お母さん？」

「した、した。ご飯の量も少し減って、いきなり、一人でいたい、とか言いだしたり」

「そうだよ。お父さんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってくれなくなったのも、あのころだったんだ。お父さん、だいぶ寂さびしい思いをしたよ」

「反はん抗こう期なのかもしれないって、お父さん、しょんぼりしてたわ」

「してたねえ。そんなこともあったよ。お父さん、すっかり忘れてたなあ」

　千夜子は父と母の会話を半分くらいしか聞いていなかった。

　いつも川べりにいた女の子。

　満開の桜。

　宵待川の護岸工事。

　小学校三年生の三月。

　四年生になってから、あまり遊びに行かなくなった。

　あの子は寂しそうな顔をして千夜子に何か言った。

　胸が痛い。

　どうして最後の言葉を思いだすことができないのだろう。
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　ものすごく疲つかれているのに、どうしても寝ねつけなかった。

　とうとうじっとしていられなくなって、がばっとベッドから起きあがった。

　時計を見ると、午前零れい時じを回っていた。

　父と母はもうとっくに眠ねむっている。物音一つしない。

　千夜子は五分間くらいぐずぐずしていたが、決心してパジャマを脱ぬいだ。なんとなく動きやすい服がよさそうな気がする。ジーンズを穿はいてみたら、おしりがかなりきつかった。

「……わたし、太った……？」

　ジーンズを脱いで、おしりや太ふと腿もも、おなかなどをさわってみた。

　ぷにょぷにょしている。

「もとからだけど……」

　メルカのようにすらっとしている女の子を見ると、すごいと思う。

　しかも、メルカの場合、腕うでや脚あしは細くてきれいなのに、おっぱいはとても大きいのだ。

　おしりだって、ぷりっとしている。

「顔もすっごく小さいんだよね。ミポルちゃんじゃないけど、宇宙人みたいだよ。色も白いし。わたしと違ちがって、メルカさんは美人なんだよなぁ……」

　千夜子は呟つぶやきながらＴシャツとゆとりのあるスカートを身につけ、薄うす手でのパーカーを羽織った。そのあとでブラジャーをつけていないことに気づいた。まあ、いいか。

　準備が整うと、千夜子は足音を忍しのばせて家を抜ぬけだした。

　晴れ渡わたった夜空に星がまたたいている。

　風はほとんど吹ふいていない。

　気持ちのいい夜だ。

　千夜子は宵待川に向かって夜道を歩いた。

　あの子の寂しそうな顔ばかりが思い浮うかんだ。

　歩きながら胸に手をあてた。

　痛い。

　すごく、痛い。

　心臓がきりきりする。

　やがて宵待川にたどりついた。土手の上の道は、街灯がないので真っ暗だった。少し怖こわかったが、勇気を出して上流めがけて足を進めた。

　二、三分くらい歩いただろうか。

　もう千夜子の目は暗くら闇やみにすっかり慣れている。

　足がすくんだ。

　前のほうに誰だれかいる。

　二十メートルくらい前方だ。はっきりとはわからないが、たぶん男の人だと思う。

　変な人かもしれない。

　回れ右をして逃にげたほうがいいだろうか。

　迷っているうちに、男の人も立ち止まった。

　こっちを向いたようだ。

「あ、あの」

　千夜子は思わず声を出してしまった。そのあとで後こう悔かいした。痴ち漢かんとか、変質者とか、もしかしたら殺さつ人じん鬼きかもしれないのに、声をかけてどうするのか。

「え、えーと……」

　つめたい汗あせがにじみ出てくる。

　千夜子は唾つばをのみこんだ。

「そ、そのう……あの……」

　男の人がため息をつくような音が聞こえた。

　ゆっくりと近づいてくる。

　千夜子は慌あわててあとずさった。バランスが崩くずれて、転んでしまいそうになった。頭がパニックになった。

「ご、ご、ごめんなさいっ……！」

　なぜ謝らなければならないのか。自分でもよくわからなかった。

　千夜子は回れ右をしようとした。なぜか左方向に回転してしまった。いったん元の方向に向きなおってから気づいた。べつに右でなくてもいい。左でもかまわないのだ。

　あらためて回れ左をしようとしたら、男の人が声を出した。

「……やっぱりおまえかよ」

「ほぇ……？」

　聞き覚えのある声だ。

　千夜子は目を凝こらしてみた。Ｔシャツにジーンズ。ショルダーバッグを持っている。おそらく彼だ。間ま違ちがいない。

「景敦くん……？」

「ああ」

　景敦は頭をボリボリ搔かきながら歩いてきて、千夜子の前で足を止めた。

「つーか、何やってんの、おまえ。こんな時間に」

「るぇ!?　え、えーと……はっ！」

　千夜子は大おお慌あわてで胸を押さえた。

　まずい。

　ブラジャーをつけていない。

　景敦は首を傾かしげた。

「……何だよ。どうかしたのか？」

「う、ううん!?　ぜ、ぜんぜんだよ!?　ど、どうもしないから！　ほ、ほんとだよ!?」

「ふーん……なーんかあやしーな」

「あ、あやしくなんかないよ!?　き、気のせいだよ！　気のせい！」

「まあ、いいけどな……」

　景敦はだるそうに首を回した。

「で、何やってんだよ。こーんな場所で夜遊びか」

「ち、違うよ。夜遊びなんて、そんなだいそれたこと、わたしにはとても」

「だいそれちゃいねーだろ。べつに」

「えっと、わたしは、その……」

　どう説明すればいいのだろう。

　正直、どうして自分がここにいるのか、千夜子にもわからないのだ。

「か、景敦くんは？　わたしはほら、けっこう近所だけど、景敦くんのおうちからは、わりと遠いし」

「あー……」

　景敦は洟はなを啜すすって首筋をボリボリ搔いた。

「ちょっとな。気になることがあったんで、調べるっつーか、確かめるっつーか、なんつーか。そんなかんじ」

「な、何を調べるの？　確かめるって……？」

「つーか、あれなんだけど。もう調べたんだけどな」

「え？　だから、何を？」

「桜」

　景敦は川のほうに視線を投げた。

「護岸工事がうんたらとかいってただろ。そっち方面に顔がきくやつとか、知らねーわけでもねーからさ。んで、桜があった場所はわかったんだよ」

「ほ……」

　安あん堵どだろうか。驚おどろきだろうか。とにかく腰こしが抜ぬけそうになった。

　千夜子はしゃがみこんでしまいそうになったが、なんとかこらえた。

「ほ、ほんとに……？」

「噓うそついてどーすんだよ。こんなことで」

「そ、そうだよ……ね」

「おれの仮定があってるかどうか、わかんねーからな。おまえらに知らせる前に、一応、確かめとこーとか思って──」

　景敦は舌打ちをして、ごにょごにょ言った。

「だから、まあ……なんつーか、ぬか喜びさせるのもなんだし……そもそも、喜べるようなことかどうかもわかんねーわけだし……それに、必要な霊れい具ぐっつーのが、ちょっと不便で……使える時間帯が限定されてるっつーふざけた仕様だから……」

　土曜日、日曜日と、景敦はあからさまにやる気がなさそうだった。日曜日などは、メルカに半分引きずられて、ようやく家を出たのだ。

　そんなにめんどくさい、いやなことをさせて、申し訳ない。千夜子はそう思っていた。何度か謝りもした。そのたびに景敦は、「あー」とか、「まーな」とか、「うーん」とか、どう受けとっていいかわからない答えを返すだけだった。

「景敦くん……」

　胸があったかくなった。

　景敦は頭を搔いたり首を曲げたりしている。

　ちらっとこっちを見た。

「な、何だよ」

　何か言わないといけない。何か言いたい。この気持ちを伝えたい。

　どんな言葉でこの気持ちを表せばいいのかわからない。

　身体からだが勝手に動いた。

　千夜子は景敦に抱だきついた。

「わっ……」

　景敦は強ごう盗とうに「手を挙げろ」と言われた銀行員みたいに両りよう腕うでを上げた。

「ちょ、おま──い、いきなり何して……」

　千夜子は景敦の肩かたに顔を押しつけた。

　ぐりぐりするごとに、どんどん胸が熱くなってゆく。

　ようやくわかった。

　言葉だ。

　浮うかんできて、千夜子の口からあふれた。

「ありがとう！」

「……お、おう」

　景敦はため息をついた。その手が千夜子の背中に一いつ瞬しゆん、ふれた。すぐに離はなれた。

「ま、まあ、な……乗りかかった船とか──なんか、あんだろ。そういう言葉も。あるよな。たしか。そんなかんじだし……」

「うん」

「で、でも、まだ、あれだからな。なんもわかってねーわけだし。これから確かめるつもりだったんだからな」

「うん」

　千夜子は顔を上げて、もう一度言った。言わずにはいられなかった。

「ありがと、景敦くん」

　景敦は顔をそむけた。
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「お、おう」

　暗いので見えないが、たぶん、今、景敦の顔は真っ赤だ。

　かわいいなぁ。

　千夜子は首をひねった。

　かわいい……？

　男の子をそういうふうに思うのって、どうなのだろう。

「……つーか」

　景敦が身じろぎし、千夜子のほうを見て、すぐにまたそっぽを向いた。

「なんか……や、なんでもねーんだけど……」

「ぬぇ？」

　千夜子はまばたきをした。

　そのときになってようやく気づいた。

　千夜子は景敦に思いっきり抱きついてしまっている。千夜子の身体と景敦の身体は、これ以上ないくらい密着していた。

　千夜子は慌あわてて飛び離れた。

「にゎっ！　ご、ごめんなさい！　わたし、ブラジャーつけてないのにっ……！」

「な──ぶらっ……!?」

「はぅゎっ」

　しまった。千夜子は両手で口を押さえた。言う必要のないことだった。

「……そ、それでか……」

　景敦は下を向いて鎖さ骨こつのあたりを搔かいている。

「どうりで、めちゃくちゃやーらけーと思った……」

「う、う、ぅ、ぅ……」

　千夜子は口をふさいでいた両手を目のあたりに移動させた。

　恥はずかしい。どうしよう。どうすればいいのだろう。

「ま、まあ……」

　景敦はまだどこかを引っ搔いているようだ。

「その……何だ。誰だれでもするもんだろ。ミスとか、失敗とか、いろいろ。だから……」

「う、うん」

「あんま、その……気にすんなよ」

「え、えっと……うん。そ、そうだよ、ね……？」

「て、おれが言うのも変だけどな……」

「へ、変……かな？　そんなことないと、思うけど……」

「そ、そう？」

「う、うん」

　千夜子は思いきって目のあたりから手を外し、笑ってみた。

「えへへ」

「……何だ、そりゃ」

　景敦は呆あきれたように息をついて、それでも、へっ、と短く笑ってくれた。

「ま、とりあえず、あれか……せっかくだしな。おまえもくる？　桜があった場所。そんなに遠くはねーんだけど」

「うん！　行く！　あっ」

　千夜子はスカートのポケットから携けい帯たい電話をとりだした。

「メルカさんに電話してみるね！　一いつ緒しよに捜さがしてくれたし、教えないと」

「え」

　景敦は首を傾かしげた。

「電話……？　メルカに？　──って、ちょっと待て、島原、おまえ……」

「むぇ？」

　千夜子はもう着信履り歴れきからメルカの電話番号を選せん択たくして電話をかけていた。耳にあてている携帯電話から『トゥルルルルルル。トゥルルルルルル』という音が聞こえている。

『……はい』

　メルカの声だ。

　なんだかちょっとかすれている。

「れ……？　あ──」

『……何なのかしら、こんな時間に……誰……？　抹まつ殺さつされたいというのね……？』

「え、と……」

　まずい。メルカは相手が誰かも確かく認にんせず、電話に出たらしい。眠ねむっていたのだ。

　あたりまえだ。

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんでおなかをボリボリ搔いた。

「時間考えろって。フツーに深夜だぞ、島原……」

　千夜子は頭を下げた。

「ご、ごめんなさいっ！　ほんっとうに、ごめんなさい、メルカさん……」
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　それでも、メルカはタクシーを飛ばして、懐かい中ちゆう電灯を手にやってきた。

　メルカは黒いドレスのような服を着て、黒いブーツを履はいていた。

　なぜか風邪かぜのときにつけるようなマスクを装着している。

「お待たせ……なのよ」

「め、メルカさん……どうしたの？　病気……？」

「これは──」

　メルカはマスクをそっとさわった。

「気にしなくていいのだわ。あまり時間がないのでしょう。さっさと行くのよ。さあ」

「ふぇ、う、うん……」

　千夜子はメルカに背中を押された。

　メルカの顔をじろじろ見ていた景敦が「ふーん……」と声をもらした。

「いつもよりか、目め許もとが寂さびしーな。もしかして、あれか。化け粧しようしてね──」

「お黙だまりなさい！」

「ぐえっ」

　メルカのローキックが脛すねに炸さく裂れつして、景敦はしゃがみこんだ。

「行くのよ、チョコちゃん！　早く！　さあ！　さあ！」

「えっと、そ、それはいいんだけど、場所を知ってるのは景敦くんだから……」

「景敦！　立ちなさい！」

「……おまえが蹴けったんだろーが」

「軽ぅーく撫なでただけなのだわ！　たかがその程度で！　情けないのよ！」

　景敦は舌打ちをしながらも、立ちあがって歩きはじめた。

　千夜子はメルカと肩かたを並べて景敦のあとを追った。

「あの……ごめんね、メルカさん。夜よる遅おそくに電話しちゃって」

「いいのよ。もし電話してくれなかったとしたら、あたくしはあとでもっと腹を立てていたかもしれないのだわ」

「そっか。でも……お化粧する時間もなかったみたいだし」

「そのことは──」

　メルカはぎゅっと千夜子の鼻をつまんだ。

「即そつ刻こく忘れなさい。ただちに脳内からその情報を消去するのよ。いいわね？」

「ば、ばがっだ」

「よろしい」

　メルカは手を放してくれた。

　千夜子は鼻をさすりながら思った。

　お化粧をしていないメルカはどんなかんじなのだろう。一度、見てみたい。

「チョコちゃん」

「ふぇ？」

「今、何を考えていたのかしら。教えてもらえる？」

　メルカはこちらを見ずに、フフフ、と低く笑った。

　こ──、

　怖こわい。

「な、何も考えてない、よ……？　あ、今、何時かな？」

　千夜子は慌あわてて携帯電話で時間を確認した。午前一時五十七分だった。

「あと、三分……だね」

「その霊れい具ぐとやらは、丑うし三みつ時しか使えないのだったわね」

　どうやらメルカはごまかされてくれたようだ。許してくれただけかもしれない。

「あー……」

　景敦が頭を搔かきながら答えた。

「まーな」

「丑三つ時は、午前三時から午前三時半だという説もあるのよ」

「知らねーよ、そんなの。とにかく、これは」

　景敦はショルダーバッグを叩たたいた。

「午前二時から二時半までの三十分間しか使えねーんだよ」

　そう言うと、景敦は川に向かって土手を下りはじめた。千夜子とメルカもついていった。

　そこは何の変へん哲てつもない、芝しば生ふに毛が生えた程度の草むらだった。

　景敦が川べりで足を止めた。

　ということは、ここがその場所なのだろうか。ここに桜があったというのか。

　なんだか信じられない。

　景敦が振ふり返った。

　メルカが懐中電灯の光をあてた。景敦は目を細めた。

「……おい。まぶしーぞ」

「それで？　何をしようというのかしら」

「だから、まぶしーって──いいけどよ……よくねーけど……」

　景敦は下を向いてため息をつき、ショルダーバッグの中から何かとりだした。

「こいつで霊れい的てきな時間を戻もどす」

　それは振り子式の置き時計だった。文字盤ばんや振り子は金色に美しく輝かがやいているが、木製のケースはだいぶ古ぼけている。

「時間を戻すって」

　メルカは首をひねった。

「そんなことができるというの……？」

「あくまで、霊的な、だからな。まあ、そのへんは説明が厄やつ介かいっつーか、めんどくせーんだけど。ここにねーもんが戻ってくるわけじゃーなくて……あー」

　景敦は左手で髪かみの毛を引っかきまわした。

「まあ、いいだろ。そのへんは。とにかく、おれの仮定が間ま違ちがってなけりゃあ、これで島原はお友だちとやらに会えるんじゃねーの」

「あ、会える……の？　あの子に……？」

　千夜子は胸を押さえて唾つばをのみこんだ。

　景敦は置き時計をひっくり返した。ちょっと意外だった。表側はどう見ても古い置き時計なのに、裏側にボタンがついたデジタルの時計が埋うめこまれていたからだ。

「地味にけっこうすげーんだぞ、この霊具。倉の三階に置いてるやつだしな。レベル３っつーか。使い方次し第だいじゃあ、かなりやばかったりもするしな──えーっと……」

　景敦は何度かボタンを押して、置き時計を地面に置いた。

　その途と端たん、りょーん、りょーん、というかんじの、聞いていると心が不安定になってくるような気味の悪い音が響ひびき渡わたった。音の源は置き時計だった。

　メルカが懐かい中ちゆう電灯を置き時計に向けた。

「動いて……？」

「なぅ？」

　針だ。長針と短針が回っている。時計回りではない。逆だ。時計の針にしては速い。速すぎる。しかも、どんどん速くなってゆく。もう目にもとまらぬ速度だ。

「霊ってのは何なのか、これって結論はまだ出てねーらしい」

　景敦はしゃがんでゆっくりと首を回した。

「もちろん、おれにもわからねー。つーか、答えなんかねーのかもな。霊だけじゃねー。わけのわからねーことだらけだ。この世のぜんぶを理解するのなんて、無理だろ」

　時計の針は高速で逆回りしつづけている。

「どうせおれらは、いっくら長生きしたって、百年かそこらでくたばっちまう。ちっぽけすぎるおれらにとって、世界は広すぎるんだよ」

　もう回転しているように見えないくらい、ものすごい速さで回転しまくっている。

「おれらが見て、聞いて、さわって、感じられるものなんて、ほんの一部の、その中のさらに一部でしかねー」

　突とつ然ぜんだった。

　ぴたっと時計の針が止まった。

「自分はなんにも知らねーってことを知れ。うちの家訓だ」

　千夜子は夜空を仰あおいだ。

　何か白いものが見えたような気がしたのだ。

　気のせいではなかった。それはたしかにいた。飛んでいる。

　真っ白い蝶ちようだ。

「あ……」

「え？」

　メルカが声をもらした。

「どうかしたのかしら。チョコちゃん、何かあったの？」

「ちょうちょが」

「蝶？　どこに……？」

「あそこ」

　千夜子は蝶を指さした。メルカはそっちに目をやったが、首をひねった。見えないのか。

　蝶は千夜子の頭上でひらひらと旋せん回かいし、土手のほうへ飛んでいった。

　千夜子は蝶を追いかけた。メルカに制止されたが、かまわなかった。

　彼女は土手の斜しや面めんに腰こしを下ろしていた。

　白い服を着ている。髪の毛は薄うすい緑色で、目は淡あわいピンク色だ。

　彼女が手を前に突つきだすと、蝶はその指の先にとまった。

　すぐに飛びたって、今度は彼女の肩かたにとまった。

　千夜子は彼女の前にへたりこんでしまった。

　メルカと景敦が千夜子を追いかけてきた。

「誰だれか──何かいるというの……？」

「みてーだな」

「景敦、あれを使いなさい。あの気持ち悪い──曝ばく露ろ眼がんグリグエラ、だったかしら」

「やだ。めんどくせー」

「何ですって……!?」

「つーか、静かにしといてやれよ。久しぶりのご対面っつーかんじなんだろ」

「……それは……そうなのかもしれないけれど、あなたに言われると無む性しようにむかつくのだわ」

「知るかよ、そんなの。おまえの心の問題じゃねーか」

「あたくしの心に問題があるというのかしら!?」

「べつにんなこたぁー言ってねーだろ……」

　景敦とメルカの声は千夜子の耳に届いていた。でも、聞こえているだけだった。

　千夜子はただひたすら彼女を見つめていた。

　彼女の淡いピンク色の瞳ひとみも千夜子だけを映していた。

　思いだした。ぜんぶではないかもしれないが、たくさんのことを思いだした。

　初めて会った日から、彼女は一人だった。いつも一人きりで、桜の木の根元に腰を下ろしていた。千夜子の話はたわいなかった。今日こんなことがあった。明日の予定はこんなふうになっている。夏休みにはこんなことをするつもりだ。最近、暑い。寒くなった。どうでもいいことばかり千夜子は話した。彼女が聞いてくれたからだ。嬉うれしそうに、楽しそうに。

　彼女はいつだって一人だった。たまに白い蝶と一いつ緒しよにいた。お友だちは、このちょうちょだけなの。彼女はそう言って微笑ほほえんだ。千夜子は思いきって言ってみた。

　えーと……わたしは？　わたし、××ちゃんのお友だちになれないかな？　やっぱり、わたしじゃだめかな……？

　そんなことない、と彼女は答えた。顔をくしゃくしゃにして、ありがとう、チヨちゃん、と言った。××はずっと一人だったから、すごく、嬉しい。

　彼女は一人で、寂さびしそうだった。

　ひとりぼっちでいる彼女のことを考えると、千夜子の胸はきゅうっと苦しくなった。

　だから、毎日のように、彼女のところへ行った。

「サキちゃん」

　名を呼ぶと、彼女は困ったように少し首を傾かたむけた。

　千夜子は唇くちびるを嚙かんだ。強く、強く、嚙みしめた。

　どうして忘れてしまっていたのだろう。

　最後の日は突然訪おとずれたのだ。

　満開の桜の下で、いつものように、千夜子はくだらないことをいっぱい話して、サキはうなずいたり、笑ったり、たまに混ぜっ返したりした。予感なんて一いつ切さいなかった。

　じゃあ、わたし、今日はそろそろ帰るね。

　名な残ごり惜おしさを振ふりきって、千夜子はサキに笑いかけた。

　サキはいつも微笑み返して、手を振って見送ってくれるのに、その日は違ちがった。

　うつむいて、あのね、じつは、言わないといけないことがあるの、と切りだした。

　千夜子は訊きいた。なあに？

　サキは、じつは──と言ったきり、しばらく黙だまっていた。

　とてもいやなかんじがした。

　千夜子はずいぶん待った。サキはようやく口を開いた。

　これでね、最後なの。

　最後……？

　そう。最後なの。チヨちゃんはもう、ここにきてはだめ。

　なんで……？

　チヨちゃんは、学校にもお友だち、たくさん、いるでしょう。

　いるけど……でも。

　チヨちゃんは、ここにきてはだめ。

　どうして、いきなりそんなこと言うの……？

　サキはね、いなくなるから。

　……引っ越こし、するの？

　違うの、チヨちゃん、そうじゃないけど、サキはいなくなるの。

　もう、サキちゃんと……会えないの？

　そう。

　噓うそでしょ……？　噓、だよね……？

　噓じゃないよ。

　そう言って、サキは顔を上げた。

　チヨちゃんは、サキのことを忘れるの。忘れないといけないの。

　無理だよ、と千夜子は首を左右に振った。忘れるなんて、できるわけ、ない。

　ううん、とサキも首を横に振った。忘れられるよ。

　体育座りをしていたサキは、立ちあがって千夜子の目を手でふさいだ。

　つめたい手だった。

　その間ま際ぎわ、寂しそうなサキの顔が見えた。

　さようなら、チヨちゃん。サキのことは忘れて。チヨちゃんに悲しい気持ちを残してお別れしたくないから、サキのことは忘れてしまって。今まで、ありがとう。

　目をふさいでいたものが消えた。

　千夜子は満開の桜の下で、一人だった。

　誰だれかの名前を呼ぼうとして、呼ぶことができなかった。千夜子は彼女を忘れたのだ。

　そうして、間もなく護岸工事が始まった。

「おれには見えねーけどな。島原には見えてるらしーそいつは、たぶん──」

　景敦が呟つぶやくように言った。

「なんつーか、まあ、桜の精ってやつなんだろーな。ここにあった桜はエドヒガンとかっつー自生種で、桜の中じゃーかなり長生きするらしい。長くありつづければ、植物だろうが物だろうが霊れいが宿る。でも、フツーの人間には見えねーしな。そのありがたみもわからねー」

「桜は──」

　メルカはため息をついた。

「工事のために、人間が伐ばつ採さいしてしまったのね……」

　彼女はそうなることを知っていたのか。自分の運命を予期して、あんなことを。

「どうして……？」

　千夜子は彼女に手をのばしたかった。できなかった。

「なんで、忘れさせたりしたの？　わたし、サキちゃんのこと、忘れたくなかったのに」

　彼女は目を伏ふせて、無言だった。

　わかっている。千夜子は思いだしたのだ。悲しい気持ちを残してお別れしたくない。サキはそう言った。つらいお別れをするくらいなら、ぜんぶ忘れてしまってほしい。理解はできる。でも、納なつ得とくはできない。

「どんなに悲しくても、つらくても、寂しくても、覚えていたかったよ。お別れするしかなくても、忘れたくなんてなかった。だって、だって……」

　我が慢まんできなくなった。

　自制心のダムが決けつ壊かいして、涙なみだの川が氾はん濫らんした。

「わたしが忘れちゃったら、サキちゃんはどうなるの……？　いなかったことになっちゃうんじゃないの……？　そんなの、ひどいよ！　だって、サキちゃんはいたんだもん！　わたしの大切なお友だちだったんだもん……！」

（……チヨちゃん）

　声が聞こえた。

　サキの声だ。

（ごめんね、チヨちゃん。忘れてほしかったのは……）

　サキは顔を上げ、眉まゆをひそめて、両腕で膝ひざを抱かかえこみ、すぐに斜ななめ下に視線を落とした。

（きっと、サキのわがままなの。チヨちゃんに覚えていてもらったまま、消えてしまうのはつらかったから。忘れられたほうが、楽だと思ったから）

「今も……今もまだ、そう思ってる？」

（チヨちゃん。サキにはもう、今はないの）

　サキは少しだけ笑った。何かをごまかすための笑えみだった。

（もちろん、未来もない。過去もない。チヨちゃん。サキは消えてしまったの。消えるということは、そういうことなの）

「そんなのって、寂さびしすぎるよ……！」

（寂しくなんか、ないよ）

「じゃあ、なんでサキちゃんは寂しそうな顔してるの!?」

（チヨちゃん）

　サキは淡あわいピンク色の瞳ひとみで千夜子の目をまっすぐ見つめた。

（初めて会った日、チヨちゃんが言ったでしょう。ひとりぼっちだと、さみしいもんね、って。そのとき、サキは気づいたの。この気持ちが何なのか。それまでは知らなかった）

「わたし……余計なこと、言っちゃったんだね。いっつもそうだから……わたし、生まれつきバカだから……」

（そんなこと、ない。サキはチヨちゃんと一いつ緒しよにいられて、よかった。楽しかった）

「だけど」

（チヨちゃん）

　サキは手をのばしてきて、千夜子の頰ほおに指をふれさせた。

　つめたい指だった。

（もう忘れてほしいなんて、言わない。覚えておいて）

　千夜子はうなずいた。何回も、力強く、うなずいた。

（いのちは消えてしまう。でも、サキのこどもがどこかにいる。どこかで花を咲さかせている。サキの花の蜜みつを吸った虫たちの仲間もどこかにいる。サキの花びらが散って、土に還かえれば、何かを育てたはず。その何かも何かを育はぐくんだはず。サキは消えても、サキがいたことはなくならない。それに、チヨちゃんがサキのことを覚えていてくれた）

　サキは笑顔を浮うかべた。寂しげでも、何かをごまかそうとしているようでもない。

　満面の、満開の笑みだった。

（ありがとう、チヨちゃん）

　ふたたび何か白いものがちらついた。

　千夜子は夜空を振ふり仰あおいだ。

　白ではない。薄うすい紅色だ。

　桜の花びらだ。

「まあ」

　メルカの声がした。

「うおっ……」

　景敦も感かん嘆たんの声をあげた。

　千夜子は二人を振り返った。
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「二人にも、見えるの……？」

「み、見えるのだわ……」

「すっげ……」

　本当にそのとおりだった。

　花びらは天高くから降ってくる。

　あとからあとから舞まい落ちてくる。

　千夜子は両腕を広げて、掌てのひらを上に向けた。

　ひとひらの花びらが掌に落ちた。

　握にぎりしめて、両手を胸の前に持ってきた。

　祈いのるような気持ちで目をつぶった。

　千夜子はサキに向きなおった。

　目を開けた。

　サキはいなかった。

　どこにもいなかった。

　夢のように消えてしまった。

　千夜子は手を広げて、掌に目を落とした。

　花びらはちゃんとそこにあった。
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　明くる日の月曜日は眠ねむかった。とにかく眠くて眠くて仕方なかった。

　とはいえ、眠いからという理由で学校を休むわけにもゆかない。

　千夜子はちゃんと登校した。

　遅おくれて教室に入ってきたメルカも、かなり瞼まぶたが重そうだった。

　だいぶ我が慢まんしたのだが、一時間目から四時間目まで、ほとんど居眠りしていた。

　それなのに、お昼ご飯を食べると、また睡すい魔まに襲おそわれた。

　机に突つっ伏ぷしてうつらうつらしていたら、声をかけられた。

「チョコちゃん」

「ふぁうっ」

　千夜子は顔を上げた。メルカだった。

「授業中、あれだけ熟じゆく睡すいしていたというのに、まだ眠たいのかしら」

「あ……うん……まだ、ちょっと」

「ごめんなさい。邪じや魔ましてしまったのね」

「う、ううん。そんなことないよ」

「落ちこんでいない……？」

　メルカは屈かがんで千夜子の目め尻じりのあたりに右手の人差し指でふれた。

　千夜子は慌あわてて目をこすった。ちょっと涙なみだがにじんでいた。

「ぜ、ぜんぜん。大だい丈じよう夫ぶだよ。うん。ほんと。大丈夫。わたしはもう、元気だよ」

「そう」

　メルカは微び笑しようというよりもひどく微び妙みような笑えみを浮かべた。

「もしまたお友だちに会いたくなったら、景敦に頼たのめばいいのだわ」

「それは……」

　千夜子は目を伏ふせて胸を押さえた。

　ちょっとだけ痛い。

　でも、平気だ。

「いい、かな。わたしはサキちゃんのこと、ちゃんと覚えてるし」

　メルカは視線を宙にさまよわせてから、そっとうなずいた。

「そうね」

「うん」

「一つだけ、訊きいてもいいかしら」

「なあに？」

「お友だちは……」

　メルカは口ごもって、首を横に振った。

「やっぱり、いいのだわ」

「ぬぇ？　き、気になるよ。教えて、メルカさん。というか、訊いて？」

「たいしたことではないのよ」

「じゃあ、なおさら」

「ただ……」

「ただ？」

「お友だちがチョコちゃんのことをなんて呼んでいたのか、知りたくて」

「わたしのこと？」

　千夜子はまばたきをした。

「チヨちゃん、だけど」

「そう」

　メルカは立派な胸に手をあてて、大きなため息をつきながら顔全体をゆるめた。

　千夜子は首を傾かしげた。

「それがどうかしたの……？」

「何でもないのよ」

　メルカは、ふふ、とひそやかに笑って踵きびすを返した。

　千夜子は低く呟つぶやいた。

「……変なメルカさん」







　あのあとかき集めた花びらは、ビニール袋ぶくろに入れて、家の冷蔵庫で冷やしてある。

　今日の放課後、必要な道具を買って帰り、押し花にしよう。

　シリカゲルを使ってドライフラワーにしてもいい。

　もし花びらが朽くちてしまったとしても、彼女のことは忘れない。

　思い出はもう消えない。



















　男には周期というものがある。

　魔まき境ようのごとき自らの部屋で、万まん年ねん床どこの上に大の字になって寝ね転ころびながら、刑けい天てん文もん院いん景かげ敦あつはそんなことを考えている。

　積みあげられたＤＶＤ、雑誌、マンガ本、写真集、ゲームソフト、等々を見やっても、景敦の心は死し人びとのそれのようにぴくりとも動かない。

「……ときめかねーんだよな……」

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんで腹をボリボリ搔かいた。

　男には好みというものがある。

　景敦の場合、それなりに多た岐きに亘わたる。

　たとえば、女子高生。これは外せない。たぶん、なんというか、景敦にとって、女子高生はある意味、決して手が届かないものだからだ。過去形か。いや、だが、現実の女子高生と接点ができたらできたで、なんとなく後ろめたさを覚えるようになった。身近な相手をそういう対象として考えてしまうと、歯止めがきかなくなってしまいそうなので、極力抑おさえているせいだろうか。

　その世界においてアイドル系と見なされているような女優たちも、何しろ普ふ通つうにかわいいので、非常に実用性が高い。

　エッチなお姉さん系も悪くない。妙みように癒いやされる。

　スタイル抜ばつ群ぐんの金きん髪ぱつ碧へき眼がん美女で非現実感を味わうのも、たまにはいい。

　直接的すぎる場面の数々に食傷気味になったら、グラビアアイドルたちのイメージビデオ、写真集などで、心を潤うるおすことも必要だろう。

　三次元の圧あつ倒とう的な現実感に打ちひしがれたら、マンガ本やゲームで空想の世界へ旅するのも一つの手だ。

「……ようするに、一周した──ってことだろ……」

　男には周期というものがある。

　その周期を一ひと巡めぐりすると、一種の虚きよ脱だつ状態に陥おちいって、何に対してもときめかなくなるのだ。

　じつは、以前にも経験がある。

　ときめきを感じないＤＶＤ、雑誌、マンガ本、写真集、ゲームソフト、等々になど、いったい何の価値があるだろう。猛もう烈れつにそれらを処分したくなる。ぜんぶ捨ててしまうとなると大仕事だし、まあ、もったいない。せめて、取捨選せん択たくし、再利用しそうにないものを処分して、量を減らすべきではないか。いや、やはりいっそのこと、すべて燃やしてしまい、すっきりしたほうがいいのではなかろうか。

「だいたい、たとえば……あれだよな。おれが今、病気かなんかで死んだとして……」

　前のときも、たしか、同じようなことを考えた。

「……この部屋はな……ちょっとな……はは……」

　男には周期というものがある──のだとすれば、この虚脱状態も、その周期の一いつ環かんなのかもしれない。また欲よく望ぼうは復活するのかもしれない。

　でも、そうではないかもしれない。

　これが虚脱ではなく、解げ脱だつなのだとしたら……？

「もしかして、おれ、ついに……悟さとりを開いちまった……？」

　そうだとしたら、現在、景敦の部屋を埋うめつくしているＤＶＤ、雑（中略）等々は、もう用済み、ということになる。それならば、処分してしまったほうがいい。

「いきなり地じ震しんとかきて……なんか頭にぶつかって、死んだりして……この部屋で死体が発見されるっつーのも……せつねーよな……かなり……はは……」

　笑い事ではない。

　やはり、すべて処分したほうがいいのではないか。

　前のときも、似たようなことを考えた覚えがなくもない。

　そして、結局、何も捨てなかった。

　再利用可能かどうかチェックしているうちに、処分してもよさそうなものが意外と多くないことがわかってきて、だんだんめんどくさくなってきたのだ。

　きっと、同じことの繰くり返しになるだろう。

「あー……」

　景敦は起きあがって髪かみの毛を引っかきまわした。

　じっとしていると、思考が堂どう々どう巡めぐりしそうだ。

　とりあえず、ノートパソコンの電源を入れて、メールチェックをした。受信トレイは迷めい惑わくメールで埋めつくされた。

「ぜんぶ削さく除じよ、と……」

　いろいろなサイトで会員登録するたびに、迷惑メールの数が増えてゆく。

「なんか入れたほうがいいのかね。セキュリティーソフト……？　みてーなの……よくわかんねーけど……よくわかんねーから、いいか。めんどくせーし……」

　それから、匿とく名めい掲けい示じ板ばんを閲えつ覧らんしたり、いくつかのブログを見たりしたが、気分が乗らなくて、すぐにやめてしまった。

　景敦の目がデスクトップ上のアイコンにとまった。

　パソコン用のアドベンチャーゲーム、トキメキはぁとふるスペースらぶらぶロマンチックコメディ『天の果ての少女』通つう称しようアマハテを起動するためのアイコンだ。

　景敦はすでに、メインヒロインの「たまらち」に、サブヒロインの「みかりむ」、「おにょち」、「かゆさか」、「あろまる」を攻こう略りやくした。残るは、メタボでパンク好きでピンクのモヒカンという衝しよう撃げき的なキャラクター「ぷにょこ」だけだ。

　どうせならコンプリートしたいという欲よつ求きゆうはある。だが──、

「……ぷにょこはねーよ、ぷにょこは……」

　景敦は天てん井じようを仰あおいでため息をついた。

　どうも、この部屋にいると、心が腐くさってゆきそうに思えて仕方ない。

　景敦はノートパソコンを持って居間へと向かった。

「おはよ」

　居間に足を踏ふみ入れたら、まず挨あい拶さつをする。何時だろうが、おはよう、だ。もう習慣になっている。

　黒くろ猫ねこのオヤジが掛かけ軸じくの下あたりで丸くなって寝ねている。ぴくりともしない。

「いいけどな……」

　景敦は卓ちや袱ぶ台だいにノートパソコンを置いた。

　五分間くらい、虚脱か解脱かわからない精神状態を持てあまして、ノートパソコンのディスプレイを眺ながめていた。

「やっぱ、片づけとかねーとだめか」

　じつは、ずっと気になっていることがあるのだ。

　景敦は一度、部屋に引き返して、物に埋もれた机の抽ひき斗だしから大きな封ふう筒とうをとりだし、居間へと戻もどった。

　封筒の中身は漢字の「大」のような形をしている白い紙だ。

　表は真っ白で、裏にはある図案が墨すみで描えがかれている。

　欠かけ月づきと蝕しよく日じつ。

　二つの弓ゆみ形がたが背中合わせになっているだけで、羅ら睺ごう星、つまり、円を戴いただいていないので、呪のろわれた紋もん章しよう、忌き紋もんではない。

　だが、似ている。

　このヒトガタは、大だい良ら権ごん一派の神かん無な城ぎ億おく泰やすに依い頼らいされ、元・外そと本もと山やま谷たに間あい病院の調査を行った際に入手したものだ。地下の一室で、床ゆかに描かれたでエクたストらラ・めマギ魔ク法ル円スと一いつ緒しよに、ヒトガタの束を見つけた。景敦の手て許もとにあるのはこの一枚だけだ。残りは神無城に渡わたした。

　景敦はノートパソコンの脇わきにヒトガタを置いて、インターネットブラウザを起動した。

「欠け月と蝕日……なんて名前なんだ？」

　わからない。

　適当に検けん索さくしてみるしかないだろう。

「合わせ弓……違ちがうか。背中合わせ弓……違うよなー。月と日。フツーの言葉か……。えーと……じゃあ、まんま欠け月と蝕日、で──と……お」

　ヒットした。

　検索結果17件。

　一番上は「呪じゆ術じゆつ師しモロナ翔しようの呪術サークル〝ザッタ・エクセリクシ〟」という名のウェブサイトだった。

「いかにもってかんじだな」

　クリックしてみた。

　黒い背景に、白や赤、黄、青い文字が踊おどっている。踊っているのは字だけではない。星だ。画面上を色とりどりの小さな星が自由自在に動きまわっている。

「み、見づれー……」

　こんなウェブサイト、用がなければ、すぐに見るのをやめてしまうところだ。

　今は用があるので、我が慢まんしよう。

　景敦は苦労して「呪術師モロナ翔のプロフィール」へのリンクを見つけ、クリックした。




　モロナ翔

　職業／呪術師　ザッタ・エクセリクシ総そう帥すい

　生年月日／星王歴１７９９２３年12月１日




「……何だ、このセイオーレキ？　とかゆーの。いちじゅうひゃくせんまん……十七万九千九百二十三年……？　アホ……？」

　おそらく、アホなのだろう。景敦は呆あきれながらつづきを見た。




　星座／獅し子し王龍りゆう神じん座ざ




「……ないない。んなものは」




　血液型／ＺＸ型＋＋＋




「へー……そーっすか……」




　趣しゆ味み／呪術　映画鑑かん賞しよう　音楽鑑賞　ベルトコンベヤー




「呪術以外は意外とフツー……じゃねーよ。何だよ。ベルトコンベヤーって」




　好きなタイプ／巨乳・微乳・貧乳・美乳




「そんなにチチが好きなのかよ、モロナ翔……」

　そのあとにも平へい凡ぼんと意味不明が入り交じった項こう目もくがずらずらとつづいた。それから、これは略歴か。




　星王歴１７９９２３年12月１日、ヴェルサイユス星雲第43惑わく星せいコペルマイオスにてオーフェルマルアイス王国第17王子として生まれ、星王歴１７９９３４年６月６日、太陽系第３惑星地球に転生。ウィッシュバニー師と運命的な出会いを果たして、エクセリクシ流呪術を身につけ、呪術師となる。ザッタ・エクセリクシ創設。総帥に就任。後世に偉い大だいな名を残す。




「おい……もう偉大な名を残しちゃってんぞ、こいつ。気が早はぇーんじゃねーの……？」

　しかし、後世、は、どう読むのか。ごせ？　あとせ？　何か違うような。どうでもいいか。

　そうだ。

　どうでもいい。

「こいつ、マジでアホだ……」

　真面目まじめに読んでいる自分が哀あわれになってきた。

　ただ、気になる箇か所しよはある。

「ウィッシュバニー師……ウィッシュバニー……英語っぽいな。わかんねーけど。なんか、バニーって聞き覚えあるような……バニーガール？　兎うさぎのことか……？」

　胸の奥がつめたくなった。

「兎……」

　かつて忌き紋もんを己おのれの紋章として邪じや道どう王を名乗っていた男は、どういうわけかよく兎を抱だいていたという。

　景敦は首を左右に振ふった。

「つっても、それだけじゃーな……」

　いや、それだけではない。

　プロフィールのページを最後までスクロールさせると、例の紋章が現れた。

　欠け月と蝕日。

　エクセリクシ紋、と書かれている。

「だいたい、何なんだよ、エクセリクシって」

　景敦は「エクセリクシ」を検けん索さくしてみた。すぐに判明した。

　エクセリクシはどうやら、ギリシア語で、進化、という意味らしい。

　邪道王を名乗っていた男は、世界中のありとあらゆる魔ま術じゆつ、呪術、符ふ術じゆつ、幻げん術じゆつのたぐいを研究、習得し、それらを混ぜあわせて、新しい力を生みだすことに心血を注いでいたらしい。

　それだけならべつにいいのだが、邪道王はその力を試ためし、また、私し欲よくのために使った。

　景敦は舌打ちをした。

「……なーんかな。引っかかるっつーか……」

　念のために「ウィッシュバニー」も検索してみたが、めぼしい情報は見つからなかった。

「うーん……」

　考えすぎなのだろうか。そうかもしれないが、なぜこんなに気になるのか。

　──知っているよ。

　赤いパーカー。フードを目ま深ぶかにかぶっていた。青いズボン。コンバースのスニーカー。小学校三年生くらいか。

　病院から出たところで声をかけてきた。近所の子供だろう。ぜんぶで五人くらいいた。そのうちの一人だった。

　でも、駆かけ去っていった子供たちの中に、あの子供の姿はなかった。

　奇き妙みようだ。

　景敦はあの子供の服装をはっきりと覚えている。声も記き憶おくしている。だが、どうしても顔を思いだすことができない。

　景敦はため息をついた。

「まあ、ちらっと見ただけだし……」

　元のページに戻もどって、文字の色や無む駄だに動きまわる星に妨ぼう害がいされながら、あらためてチェックしていると、華はなやかに飾かざられた「イベント告知」という文字列が目にとまった。

　クリックしてみた。




★★★ザッタ・エクセリクシ呪じゆ術じゆつイベント開かい催さい告知！★★★

　きたる×月×日、呪術サークル〝ザッタ・エクセリクシ〟主催によるスペシャル呪術イベント、〝★呪術ＤＥおーるないと★〟を開催しまぁーす！




「いいけどな……星はもう勘かん弁べんしてくれ、星は……目ぇーちかちかしてきた……」




　総帥モロナ翔と一いつ緒しよにステキ★で呪術★な夜を朝までフィーバーしちゃいませんか？　イベントでは〝誰だれにでも身についちゃうカンタン★呪術講習初心者コース〟、〝わりと誰にでも身につくような気がするラクラク★呪術講習中級コース〟も行われまぁーす！　今なら会員登録も★不要！　参加申し込み、当日参加料お支し払はらいだけで★ＯＫ！　このチャンスを逃のがしたら一生後こう悔かい★しちゃいますよぉー？　お友だちもお誘さそい合わせの上、是ぜ非ひ是非★ふるってご参加くださぁーい！　ばいちゃらぁー★




「……ばいちゃらぁー？」

　いや、とりあえずそれはいい。

「呪術講習……フツーのやつらに、金とって呪術を教えるっつーことか？　つっても、そんな簡単に使えるようには……や、わかんねーか。ああいうのは、けっこう素質の問題だったりするっぽいしな。できるやつにはあっさりできちまう、みたいな。これがきっかけで目覚めちまうやつだって、いねーとはかぎらねーし……」




　参加申し込みはこちらのメールフォームで★お願いするのらぁー★




「なんか、むかつくな……この、らぁー、とかっつーの……」

　景敦は鼻の下を指でこすった。

「申し込みだけ、してみるか」




　　　　[image: ]




　驚おどろいたことに、〝呪術ＤＥおーるないと〟とやらの開催場所は本もと山やまだった。

　東ひがし本もと山やま唐から敷しきといえば、工場や倉庫などがある地域だ。

　開場二十一時、開始二十一時半ということなので、けっこう遅おそい。終しゆう了りよう予定は「おーるないと」と銘めい打うたれているだけあって、午前六時となっていた。

　参加料は、フリードリンクで八千円。高いのか、安いのか。こうしたイベントに参加したことがないので、よくわからない。

　ともあれ、景敦はとある金曜日の午後八時前に家を出て、東本山唐敷に向かってみた。

　夜の唐敷は閑かん散さんとしていた。時間帯のせいもあるが、それだけではない。昼間も閉まっている工場がけっこう多いのだ。

「地方はとくにあれっぽいよなー。ケーザイが、なんつーの？　ふへい？　ふはい？　違ちがうか。えーと、きへい？　違うな。まあ、なんか、そんなかんじだよな……」

　ところが、指定された住所が近づいてくるに従って、人の姿が増えてきた。

　中には中年くらいの者もいるが、十代、二十代の男女が圧あつ倒とう的に多い。子供を連れた若い母親の集団もいたりする。

　その全員が同じ方向に歩いていた。

「マジかよ……」

　あんな見づらいウェブサイトが、本山というマニアックな街に、これだけの人数を集めたというのか。

　どうも信じられない。

　景敦はだらだら歩きながら、人々を観察した。

　すると、雑誌やビラのようなものを手にしている者がけっこう多いことがわかった。

「いろんな方法で宣伝してたっつーことか……」

　景敦が予想していたよりも、ずっと大がかりなイベントなのかもしれない。

　問題の場所にたどりつくと、その印象はさらに強まった。

　会場は古い工場だった。

　工場の前面は、その大部分が大きなシャッターで占しめられている。シャッターの脇わきにドアがあった。「呪術ＤＥおーるないと★会場」と書かれた立て看板が置かれ、ライトアップされているそのドアを通って、参加者たちは中に入るのだ。

　ドアのそばにはパイプ机が置いてあり、紫むらさき色いろのブルゾンを着た女が二人、名めい簿ぼらしい紙の束を持って立っている。受付係といったところか。その後ろにいる男も、やはり紫色のブルゾンを身につけていて、女たちと何かやりとりしていた。

　どうやら、参加者は受付係に氏名と住所を伝え、参加料を払はらうことで、会場に入ることができるようだ。

　ドアの前にできているその参加者の列が、けっこう長い。

　景敦は列の最さい後こう尾びについて、前にいる人間の数をかぞえてみた。三十人くらいか。その間にも、列は長くなりつづけている。

「ふーん……わりと儲もうかりそーだな……」

　あくまで金儲けのためのイベントなのか。

「おれは一銭にもならねーどころか、仕事じゃねーから、丸損だけどな……」

　しばらく待って、やっと景敦の番がきた。

　景敦は偽ぎ名めいと噓うその住所で申しこんだ。住所はご近所のヤマーダさんのものを拝借したので、名前も山田テリオにしておいた。ヤマーダ一家は宇宙人だし、まあ、問題ないだろう。

　受付係は景敦に受付番号と名前、住所を言わせ、参加料を要求した。景敦は千円札三枚と五千円札一枚で耳を揃そろえて払った。

　いよいよだ。

　ドアをくぐると、また紫色のブルゾンを着た男がいて、大きな巾きん着ちやく袋ぶくろを手て渡わたされた。

「はーい、更こう衣い室でお着き替がえくださーい」

「へ？　着替え……？」

「どうぞどうぞー」

　紫ブルゾンに背中を押されて、景敦はスチール製のラックやロッカーがひしめいているスペースへと追いやられた。

　まさか、ここで着替えろ、ということなのか。

「冗じよう談だんじゃねーっつーの……」

　小声で文句を言いながら、手近なロッカーを調べてみた。どれも鍵かぎがついていないので、使えそうにない。

　周りで着替えている十人ばかりの男たちを見ると、巾着袋の中身は衣装らしい。それを着て、脱ぬいだ自前の服や荷物は巾着袋にしまう。巾着袋を背負うか、肩かたに掛かけて、更衣室を出てゆく。そういうことになっているらしい。

「やってらんねー……」

　とはいえ、八千円も払った。ただ帰るのもバカらしい。

　景敦は巾着袋から衣装をとりだした。眩暈めまいがした。

「まあ、みんな着てるし……」

　自分一人だけだったら、絶対に無理だ。

　景敦は手早く服を脱いで巾着袋に突つっこみ、衣装を着た。

　てらてらしていて、手作り臭しゆうのする安っぽい服だ。色は黒と紫色。上衣は袖そでのない作さ務む衣えみたいなもので、下衣は半ズボンだ。

「かっこわる……」

　情けない気分になってきた。他ほかの連中は平気なのか。

　見れば、隣となりで着替えていた男が、衣装を身につけたあとに、巾着袋から何か出した。てらてらした黒い布だった。男はそれを被かぶった。帽ぼう子しか。いや、それは男の頭だけではなく、顔の上半分まで覆おおっている。頭の上に兎うさぎの耳みたいなものが二本、突きだしていて、目の部分には穴があいていた。

　覆ふく面めんか。

「なるほどな……」

　顔を隠かくせば、恥はずかしさは半減するだろう。巾着袋の中を探さぐってみると、たしかに同じものが入っていた。

　覆面をしている者としていない者は半々だ。景敦のように、あとで覆面に気づいて、慌あわてて装着している者もいた。

　景敦は当然、覆面を被った。

「少しはマシか……」

　ため息をつきながら、穴がちゃんと目の位置にくるように、覆面を調整した。

「つーかおれ、マジでひとりごと多すぎ……きもくね……？」

　本当に、以前はそうでもなかったのだ。

　以前とはいつのことだろう。いつから自分は変わったのか。

「あー」

　景敦は首筋をボリボリ引っ搔かいた。

　視界の隅すみに何かをとらえた──ような気がした。

　何か、とは何だろう。景敦はいったい何を見たのか。

「おっ──」

　見つけた。あれだ。景敦は着替え中の男を押しのけて、それに飛びついた。男が何か言ったが、気にしなかった。かまっていられない。

　それはスチール製のラックだった。裏側にはベニヤ板か何かが張られていて、向こうが見えないようになっている。

　そのベニヤ板か何かの継つぎ目が、ずれたか何かしたのか。

　隙すき間まがある。幅はばは二センチか三センチほど。長さも同じくらい。三角形の隙間だ。

　景敦はラックの棚たな板いたと棚板の間に頭を突っこんで、隙間に目を近づけた。

　感動した。

「……おれって、目ぇーいいな……」

　いや、だめだ。声を出してはいけない。黙だまっていろ。これ以上、喋しやべったら、隙間の向こうに広がっているワンダーランドが消えてしまう。そんな気がして仕方ない。一句浮うかんだ。




　男なら一度は行きたい夢の国


刑天文院景敦　　






　それはまさしく夢の国だった。死ぬまでに是ぜ非ひ行っておきたいが、足を踏ふみ入れるのはなかなか難しいかもしれない。であれば、せめてこの目で見ておきたい。

　女子更こう衣い室だ。

「おほっ──」

　景敦は右手で口をふさいだ。やばい。ときめきを止めることができない。男の周期を一周して、喪そう失しつしていたはずのときめきが。戻もどってきた。復活を遂とげた。大復活だ。

　やはり、三次元の制服もその道の人気アイドルも金きん髪ぱつ美女もお姉さん系も二次元も本物には勝てないということなのか。そんなことはない。そんなことは。それは景敦の生活を全否定する思想だ。断じて認められない。

　だがしかし、すぐそこにある本物の威い力りよくは絶大だ。ただすぐそこにあるだけではない。小さな隙間から覗のぞき見る現実。本物。それでいて、手は届かない。手をのばすことなど許されない。あたりまえだ。そんなことをしたら大変だ。

　女性たちが着き替がえていらっしゃる。着替えまくっておいでになる。着替え中でござる。

　しかも、どの女性も十代か二十代だ。

　ストライク中のストライク、絶対に見送ってはならない絶好球のパラダイス……！

　まあ、服を脱ぎ、下着姿になって、衣装を着るだけなので、■■■ピーを拝むことはできないが、というか、■■■ピーとは何だ、■■■ピーとは、いい、そんなことはどうでもいいのだ、とにかく、やや残念ではあるのだが、それゆえに、ああ、それゆえに、気づかれてしまいはしないかという緊きん張ちよう感かんとあいまって、余計に興奮のボルテージは高まらざるをえない。

　胸の大きな女性もいる。小さな女性もいる。

　腰こし回まわりの肉づきがいい女性がいる。ほっそりした女性もいる。

　小生意気そうなツンと上がった女性の尻しりがある。重力に敗北しかけている女性の尻もある。

　むにっとした脚あし。すらっとした脚。

　ちょっとガードが堅かたすぎるのではないか猛もう省せいしたまえと言いたくなるような下着。きわどすぎるぜ見えちゃうぜドッキドキだぜ的な下着。

　どれもこれもロマンがいっぱいだ。

　景敦は心の中で謝罪した。

　今までどういうおっぱいがいいとか、あれは残念なおっぱいだとか、この世にはまるで真理のような理想的な尻の形状が存在することは否いなめないとか、そういったくだらないことを考えていてごめんなさい。申し訳ありませんでした。

　いろいろあっていいのだ！

　どれが最高だとか最低だとか、そんなことは簡単に決められるものではない！

　序列などくそくらえ！

　それよりロマンだ！　ロマン万ばん歳ざい……！

「……でも、な」

　景敦はまばたきすることもできず楽園を凝ぎよう視ししながら歯は嚙がみした。

　こんなことをするために八千円を払はらったわけではない。だが、こんなことができるとわかっていて、そのために八千円払えと言われたら、景敦はどうするだろう。

　あるいは、払ってしまう──かもしれない。

「……そういう問題でもねーんだけど……」

　いつまでもスチールラックに顔を突つっこんでいるわけにはゆかないのだ。

　それはそうだ。というか、現時点でも、かなりあやしい人物だと思われているに違ちがいない。

　いいかげん、やめないといけない。撤てつ退たいしなければ。

　そう思いたった今が、おそらく退ひき時なのだ。

　退き際ぎわを見誤ると、何か取り返しのつかない事態になってしまうかもしれない。

　わかっている。

　わかっているのだ。

　重々承知しているのだが、まだ見たい。もう少し見ていたい。

　だって、景敦が顔を引っこめた一秒後に、想像もつかないような大事件が起こるかもしれないではないか。

　たとえば、スタイル抜ばつ群ぐんの女性が、間ま違ちがってブラジャーを外してしまったりとか！

　何かの拍ひよう子しに■■■ピーまで「こんにちは」してしまったりとか！

　もしそんなことがあったら、悔くやんでも悔やみきれない。

　だめだ。

　退けない。

　今は、まだ。

　もう少し時間が欲しい。そうだ。あと十秒。いや、二十秒。それでは短すぎる。三十秒。いやいや、できれば一分。欲よくを言えば、一分三十秒くらい──。

「……あ？」

　景敦は眉まゆをひそめた。

　気のせいだろうか。あの女。二人連れだ。顔はわからないが、見覚えがあるような。

　その女二人は、景敦が覗き穴にしている隙すき間まのすぐ前で着替えはじめた。

　一人がさっそく服を脱ぬいだ。

「ぶっ……」

　やばい。何かが噴ふきだしそうだ。でかい。すごいチチだ。身体からだは細いのに。そして、下着。黒い、大人っぽいブラジャー──、

　声が聞こえた。

「あの……メルカさん、やっぱり着替えないと、だめなのかな……？」

「当然なのよ、チョコちゃん。呪じゆ術じゆつを習うためなのだわ。多少のことは我が慢まんしないといけないのよ」

「な──」

　思わず、なんで、と言ってしまいそうになり、景敦は慌あわてて声をのみこんだ。

　隙間の向こうの兎と我が野のメルカが動きを止めた。

「……どうしたの？　メルカさん」

「今、何か、妙みような声が聞こえたような──きっと、気のせいなのだわ」

「そっか」

「さあ、早く着替えてしまいましょう、チョコちゃん」

「うん。そうだね。ぐずぐずしてたら、かえってあれだもんね……」

　二人は着替えを再開した。

　景敦は自問した。見つづけてもいいのか。自分はいけないことをしているのではないか。目をつぶってみたりもしたが、誘ゆう惑わくにあらがいきれず、すぐに開けてしまった。結局、きっちり最後まで見た。見届けた。

　人間失格だ、と思った。

　違う。身動きがとれなかったのだ。下手に動いたら、気づかれていたかもしれない。

　だいたい、見て何が悪い。男とはこういうものだ。

　男とは──、

　弱い生き物なのだ。

「……つーか、なんできてんだよ、あいつら……」

　呪術を習うため、とメルカが言っていた。メルカはオカルトマニアだ。地元で呪術関係のイベントが開かい催さいされる。これを逃のがす手はない。そう考えても不思議ではないか。

　しかし、この隙間を発見しておいてよかった。

　誰だれか他ほかの者が、景敦より先にこの隙間を見つけていたら──、

　その誰かは、島しま原ばら千ち夜よ子こと兎我野メルカの着替えシーンを至近距きよ離りで目もく撃げきしていたかもしれない。

　考えただけで、胸がもわもわする。

　それはなんだか、いやだ。

「まあ……一応、友だちだしな」

　それでは、友だちの着替えシーンを覗のぞくのはありなのか。

　景敦はため息をついた。

　隙間の向こうでは依い然ぜんとして楽園の光景が繰くり広げられている。

　なぜかもう、あまりときめかない。

　にもかかわらず、景敦はまだ動くことができなかった。

　身体の状じよう況きようが落ちつくまでは、このままでいるしかない。

　男とは悲しい生き物なのだ。
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　更こう衣い室を出た者たちは、紫むらさきブルゾンによって奥のスペースへと誘ゆう導どうされた。

　どうやらこの工場は、スチール製のラックやロッカー、あとは段ボールなどによって、だいたい三つに仕切られているらしい。

　すなわち、手前側に男子更衣室と女子更衣室が並んでいて、奥の一番広いスペースがイベント会場になっているのだ。

　イベント会場の出入口には黒いカーテンが下ろされていた。

　カーテンをくぐると、すぐそこにパイプ机に黒いテーブルクロスをかぶせただけのバーカウンターがあった。参加者と似たような衣装を身につけて覆ふく面めんを被かぶった男女が、ドリンクを配っている。

　天てん井じようはかなり高い。床ゆかはコンクリートだ。学校の体育館くらいの広さはあるだろうか。

　壁かべには黒い紙か何かがびっしりと貼はられているが、雑な仕上げで、いかにも素人しろうと仕事といったかんじだ。

　会場の奥にはステージが設けられている。あれもきっと、ビールケースか何かを積んで、側面に紙を貼りつけ、薄うすい天板をのせてあるだけだろう。

　全体的に手作り感がたっぷりで、学校祭か何かの催もよおし物を思わせる。

　考えてみれば、この滑こつ稽けいな衣装もそうだ。学生が生き地じを買ってきてミシンで縫ぬいました、と言われたら、なるほど、とうなずいてしまうだろう。

「くだらね……」

　こんなイベントに何かあるかもしれないと思った自分がバカみたいだ。

　こなければよかった。

　いや、そうでもないか。

　女性陣じんの衣装だ。

　男用の衣装は上が作さ務む衣えで下が半ズボンだが、女用はちょっと違ちがう。上はやはり作務衣なのだが、胸むな元もとがやけに大きく開いている。下着が見えてしまっている女性もいる。下はミニスカートだ。けっこう、かなり、短い。

　そんな恰かつ好こうをした妙みよう齢れいの女性が数十人、いや、百人以上もいるのだ。

　会場に入る前に、兎うさぎ耳の覆面をしていない者は注意されていた。そんなわけで、みんな覆面をつけているから、視線の先がわかりづらい。ということは、観察し放題だ。

「さっきほどじゃねーけど……」

　ここはここで、ちょっとした楽園だ。

「……つーかおれ、それしかねーのかよ……」

　男とは情けない生き物なのだ。

　景敦だけかもしれないが。

　いや、やはりそんなことはないようだ。あたりを見まわしてみると、男性の参加者たちは、けっこう足を止めてきょろきょろしている。

　同志よ、と景敦は胸の中で呟つぶやいた。

　すぐに首を左右に振ふった。

「……島原とかメルカも、ああいう目で見られるっつーことか……」

　胸がもわもわする。

「なんか、むかつくな……」

　二人は一応、友だちなのだ。

　理由になっているような、なっていないような、微び妙みようなところだが、もわもわするのだからしょうがない。

「捜さがすか」

　天井のライトは点灯しているが、会場の中はそれほど明るくない。みんな同じ恰好をしているし、人数もそれなりにいる。ざっと首を巡めぐらせるだけでは、二人を見つけることはできないだろう。

　歩きだそうとしたら、声をかけられた。

「ドリンクどーぞー」

　というよりも、いきなりプラスチックの使い捨てコップを押しつけられた。参加者とはちょっとだけ違う、露ろ出しゆつ度ど控ひかえめの衣装を着た女だった。

「え、あ……」

　景敦がコップを持つと、女は「おかわり自由でーす」と言い捨てて去っていった。そういえば、フリードリンク、飲み放題という話だった。

　コップの中身は、氷と白はく濁だくしたターコイズブルーの液体だ。

「酒か……？」

　匂においを嗅かいでみたが、アルコール臭しゆうは感じない。ほんのりと甘あま酸ずっぱそうな香かおりがするだけだ。カクテルを装ったジュースといったところか。

　ちょうど喉のどが渇かわいていたので、少し口にふくんでみた。景敦は顔をしかめた。

「……まずくはねーけど」

　かすかにぴりっとした刺し激げきを覚えたのだ。よく味わうと、生薬のようなえぐみもある。それを甘さや酸味、つめたさで隠かくしている。そんな味だ。

「なんか変だぞ、これ……」

　周りの参加者たちは同じ飲み物を平気でごくごく飲んでいるが、やめておいたほうがよさそうだ。

　景敦はコップを持ったまま、会場内を歩きまわった。

　千夜子とメルカはどこにいるのか。

　何しろ誰だれも彼も同じ衣装を着て、覆面を被っているので、見分けがつかない。

「目印は……チチだな。チチ……」

　メルカはとくにものすごいが、千夜子もけっこういいものを授さずかっている。

「やべ……思いだした……」

　景敦は頭を振って楽園の光景を追い払はらった。素す早ばやく対処しなければ、あふれる若さが暴走してしまいかねない。

「急がねーと」

　この飲み物のことも気になる。危険かどうか、はっきりとはわからないが、どうもあやしい。できれば二人にも飲ませたくない。

　そうして、だんだんと混雑の度を増してゆく会場で、十五分ばかりも二人を捜さがしまわっただろうか。

　途と中ちゆう、何人かの女性参加者に目が釘くぎ付づけになって、捜そう索さくの手が止まったことは、内ない緒しよだ。

　というか、やはり女性用の衣装は、胸元が無防備すぎるし、スカートが短すぎる。

　まったくもって、すばらしい眺ながめだ。

　違う。けしからん眺めだ。

　本当に、けしからん。

　ようやく見つけた。千夜子とメルカだ。

　二人はステージの近くにいた。ただ、かなり端はじっこのほうだ。ステージの前、中央付近には、景敦が会場に入ったときにはもう、大勢の参加者が陣どっていた。千夜子とメルカは、場所取りに失敗して、端っこを確保するだけで精せい一いつ杯ぱいだった。そんなところか。

「しっかし……」

　とんでもなく、けしからん。

　細いのに出るところは出まくっているメルカはもちろんだが、千夜子もやばい。いかにもぷにょぷにょしていそうな乳ち房ぶさや太ふと腿ももが、たわわに実って今にもこぼれ落ちてしまいそうだ。

　景敦は早足で二人に近づいた。

「おい」

「──にぇっ!?」

　千夜子は何もそんなにびっくりしなくてもいいのではないかと言いたくなるくらい目を見開いて大おお袈げ裟さに跳とびあがったが、メルカはすぐに気づいたようだ。

「……景敦？」

「ふぇっ!?」

　千夜子はそれでまた驚おどろいたらしく、もう一度跳はねた。

「か、か、か、景敦くん!?　噓うそっ!?　な、なんでっ……!?」

「なんでっつーか、まあ……」

　景敦はコンクリートの床ゆかに目を落とした。だめだ。気を抜ぬくと、じろじろ見てしまう。

「いろいろあってな。調査みたいな。つーか、おまえらこそ、なんできてんだよ。こんなわけわかんねーイベント。どうせあれだろ。メルカがきたがって、島原はつきあわされたんだろうけどな。今、何時だと思ってんだ。しかも、朝までだぞ。よくねーだろ。そういうのは」

「いきなり説教をしようというの？　景敦の分際で……？」

「や、説教っつーか」

「あたくしが何をしようと、あたくしの自由なのだわ。誰にもあたくしの行動を制限する権利なんてないのよ」

「べつに制限しよーとか、んなことは思ってねーし。言ってもねーだろうが」

「じゃあ、あたくしのことは放ほうっておいてくださる？」

　かちんときた。

　景敦は顔を上げた。

　メルカは腕うで組ぐみをして顎あごを上げ、下目遣づかいで景敦を見ていた。

　景敦は、はっ、と短く笑った。

「言われなくたって、放ほっとくっつーの」

「そうしていただけると、あたくしとしても、うっとうしくなくていいのだわ」

「てめえ……」

「ちょ、ちょっと！　待って！　お願いっ！　二人とも、やめてっ!?」

　千夜子が景敦とメルカの間に割りこんできた。

「あの、そんな、ね？　突とつ然ぜん、喧けん嘩かとかされても──えっと、ほら、ここで会ったのも、何かの縁えんだし？　仲よくしよ？　お友だちなんだし！」

「冗じよう談だんじゃねー」

　景敦は唾つばを吐はきたい気分だった。

「なんでそんなやつと仲よくしなきゃなんねーんだよ。人がせっかく……」

「せっかく、何なのかしら？」

　メルカは人を小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「どんなつもりか知らないけれど、訳知り顔で教え諭さとそうとする人間には我が慢まんがならないのよ。あたくしは自分のことは自分で決めるのだわ。もちろん、自分の行動には自分で責任をとるのよ。他人にとやかく言われる筋合いはないのだわ」

「コーコーセーのくせして、責任とれる気でいるのかよ。お笑い種ぐさだな！」

「あたくしだって、好きで高校生をやっているわけではないのよ！」

「じゃあ、やめりゃーいいだろうが！」

「あたくしにも浮うき世の義理や人生設計というものがあるのだわ！」

「知ったことかよ！」

「知ってもらいたくもないのよ！」

「──二人とも……！」

　大きな声だった。

　そんな大きな声を出したことに、千夜子自身が一番驚いているようだ。

「ぬぁっ……」

　千夜子は両手で口を押さえて目を白黒させた。

「え、えっと……その……だから、あの……け、喧嘩はやめよう？　お日ひ柄がらというか、場所柄というか、そういうのも、あんまりよくない気がするし……」

　景敦はさっと周りを見た。注目を浴びている。あたりまえか。

「お、おう」

「……そ、そうね」

　メルカはうつむいて唇くちびるをきゅっと嚙かんだ。

「ごめんなさい、チョコちゃん。とりあえず、今はやめておくのだわ」

　どうしてわざわざ余計なことを付け加えるのか。景敦は小さく舌打ちをした。

「今は、かよ……」

　メルカは景敦を睨にらみつけて、口を開きかけたが、結局、何も言わなかった。

　なぜかメルカとはいつもこうなってしまう。

　景敦は悪くない。メルカのせいだ。

　かわいいところも、ないわけではないのだが。かわいい……？

　景敦は首を左右に振ふった。

「いやいや……」

　そんなことはどうでもいいのだ。

　景敦は千夜子とメルカが持っているコップをチェックした。中身はほとんど空だ。溶とけかけた氷と、もとは氷だったとおぼしき水しか入っていない。景敦はため息をついた。

「飲んじまったのか」

「るぇ？」

　千夜子はコップを振ってみせた。

「これのこと？　うん。入口のところで、おねえさんがくれたから。喉のど、渇かわいてたし」

「何か問題でもあるというのかしら」

　メルカはまだ攻こう撃げき的だ。いちいちめんどくさい。

「さーな。ただ、ちょっと変な味がしたから……おまえら、気づかなかったか？」

「とくには……」

　千夜子は首をひねった。

「あー。でも、ちょっとだけお薬みたいな味はしたかな？」

「そういえば……」

　メルカは眉まゆをひそめて自分のコップを見た。

「不思議な味だとは思ったのだわ。あたくしはあまりジュース類を飲まないから、世の中にはこんなものもあるのだろうと受け止めていたのだけれど」

「で、なんともねーの？」

「ええ」

　メルカはうなずいて、景敦から目をそらすように千夜子に視線を向けた。

「チョコちゃんはどうなのかしら」

「わたしも平気だよ？　酔よっ払ぱらったりも、してないし。コーラとかだと、たまに酔っちゃうんだけど」

「なんでコーラで酔うんだよ……おかしーだろ……」

「うーん。どうしてなのかな。雰ふん囲い気き？」

「かなり一いつ般ぱん的な飲み物じゃねーか。雰囲気もへったくれもあるかよ」

「でも、大人っぽい味がしない？　コーラって」

「けっこうガキに大人気の飲み物だと思うけどな……」

「えへへ」

　千夜子はだらしない笑えみを浮うかべた。

　なんでこのタイミングで笑うのか。よりにもよって、そんな笑い方をするのか。

　わけがわからなくて、景敦は思わずつられて笑ってしまった。

　ちょっとだけだ。景敦は笑顔を消して、なんとなくメルカの様子をうかがった。

　メルカは少し目を伏ふせて、つまらなそうにしていた。寂さびしそうな表情にも見えた。

　声をかけようとした。言葉が見つからなかった。

　会場の照明が一いつ斉せいに消えた。

「うおっ……」「ふっ──」「ひぃゃっ……!?」

　景敦と千夜子、メルカだけではない。大勢の参加者が悲鳴をもらしたり、困こん惑わくの声をあげたりした。

「め、メルカさん？　どこ……？」

「ここなのよ、チョコちゃん」

「あ。いた。景敦くんは？」

「近くにいるっつーの」

「近くって、どこ？」

　左ひだり腕うでに何かふれた。それから、握にぎられた。千夜子の手か。

「これ、景敦くん？」

「おう」

「よかった。みんないるね」

「暗くなっただけだろ。いなくなるかよ……」

「景敦」

　右腕に別の手がかかった。メルカの匂においがした。

「調査とは何なの。何を調べにきたのかしら」

「あー……」

　メルカも千夜子も、けっこう近くにいる。真っ暗なせいか。動どう悸きがする。

「ちょっとな。一いつ緒しよに行っただろ。廃はい病院の。まあ、あれの件で」

「あの、ゾンビみたいな連中が襲おそってきた……？」

「ゾンビっつーか、あれ、呪じゆ術じゆつなんだよ。ヒトガタっつーのを使って。説明するってなると、わりかしめんどくせーんだけど」

「モロナ翔がその呪術と関係があるというの？」

「いや、わかんねーけどな。つーか、モロナ翔ってやつ、有名なのか」

「月刊ヌーでも一度、紹しよう介かいされたことがあるのよ」

「メルカさん、わたしにも読ませてくれたよね、その記事」

「種も仕し掛かけもない呪術を使うことができる本物の呪術師として、まさにこれからスターダムにのし上がろうとしている話題の人物なのだわ」

「まあ、呪術にはフツー、種も仕掛けもねーんだけどな……」

「残念ながら、世にいんちき呪術師は少なくないのよ。人々の夢と希望を破は壊かいするくそったれどもなのだわ」

「でも、モロナ翔は違ちがう──ってか」

「そう！」

　メルカがぐぐっと身を寄せてきた。

「そういうことなのよ！」

　景敦の肘ひじに何かやわらかいものがふれた。もしかして、胸か。胸なのか。景敦は思わず生なま唾つばをのみこんでしまった。

「……ふ、ふーん」

「月刊ヌーではインタビューと呪術の実演だけで、本人の写真は掲けい載さいされなかったのだわ。今回のイベントは生モロナをこの目で見るまたとないチャンスなのよ！」

「へ、へー……」

　メルカはぎゅうぎゅう胸を押しつけてくる。熱弁を振ふるうあまり、自分が何をしているのか、おそらくわかっていないのだ。

　わからなくていい。ずっとわからないままでいてくれても、景敦としてはべつに困らない。

　いや、少しばかり困ったことになるかもしれない。この感かん触しよくは刺し激げき的すぎる。

　景敦は右手にコップを持ったままだ。一口しか飲んでいないので、当然、まだたくさん入っている。メルカが胸を押しつけているのは、景敦の右腕だ。

「あ、やべ、こぼれる……」

「はっ」

　メルカは飛び離はなれた。

「ごっ──ご、ごめんなさい、あたくしったら、つい夢中に……」

「い、いや……いいんだけどな、べつに」

　離れるように自分で仕向けておいてなんだが、惜おしくないといったら噓うそになる。かといって、時計の針を戻もどすことはできない。苦い後こう悔かいは、だが、大音量の音楽に吹ふっ飛ばされた。

　これは──、

　流行に疎うとい景敦でも知っている。何かのＣＭで使われていた曲だ。Perfumeだったか。

　ステージのそこかしこで噴ふん出しゆつ花火が火を噴ふいた。

　参加者たちが歓かん声せいをあげた。

　ステージの袖そでから、明らかにPerfumeの仮装をしているとわかる、ただ、かなり残念なかんじのPerfumeモドキの集団が現れて、音楽にあわせて踊おどりだしたのだ。

　ステージの端はしに設置されているスポットライトがPerfumeモドキたちを照らした。

　よく見ると、黒いスウェットの上下を着て、黒い覆ふく面めんを被かぶった者たちが、順次、新しい噴出花火に点火している。

　やがて曲が終わると、Perfumeモドキたちは一いつ斉せいにクラッカーを鳴らして去っていった。

　噴出花火が消えて、別の音楽が流れだした。

　今度はさっきとはぜんぜん違う。クラシックだ。チャイコフスキーの『白鳥の湖』というやつか。

　そして、ステージの袖からやつが姿を現すと、会場はどよめいた。

　一言でいうと、やつはバニーガールだった。

　ハイレグで濃こい紫むらさき色いろのきらきらしたレオタードを身にまとい、網あみタイツを穿はき、兎うさぎの耳を象かたどったヘアバンドを装着して、蝶ちようネクタイ付きの付け襟えり、カフスをつけて、ハイヒールを履はいている。なぜか、背中に白い羽をつけていて、そのあたりは謎なぞだが、とにかくやつはバニーガールだった。

　髪かみ型がたはボブカットだ。吊つり目で、顎あごが尖とがっている。きつい印象の顔だが、不細工ではない。美人といっても過言ではないだろう。

　モロナ翔という名前や、ウェブサイトのプロフィールから、勝手に男だと思っていた。

　それは景敦だけではなかったようだ。

「女性……だったのね……」

　メルカは目を見開いてステージ上のモロナを見つめている。

　そのモロナではなく、メルカの胸むな元もとがやばいことになっていて、景敦はじっくり観賞したいような、隠かくしてしまいたいような、微び妙みような気分になった。

　感心しているような顔つきで、やはりステージに目をやっている千夜子の胸元も、けっこうやばい。

　モロナのハイレグ具合も、なかなか危険だが──、

「……あ？」

　景敦はまばたきをして、見なおした。気のせいか。いや、違う。気のせいなんかではない。

「おい、あれ……」

『みなさぁーん……！』

　モロナは手に持っていたマイクに向かって叫さけんだ。

『お元気ですらぁー!?』

　返事はまばらだった。それはそうだろう。いきなり「ですらぁー」とか言われても、普ふ通つうの人間は困る。モロナはめげなかった。

『元気がないのらぁー！　じゃあ、もう一度、いっちゃうのらぁー？　みなさぁーん、お元気ですらぁー……!?』

　一度目よりはいくらか返事の数が多かった。

　モロナは不満げだが、まあ、いい、というかんじでうなずいた。

『今日はぁ、呪じゆ術じゆつＤＥおーるないとにぃー、こぉーんなにたくさんきてくれて、ベリーありがとらぁー！　モロナ、ベリーベリー感激してるのらぁー！』

　会場の反応は依い然ぜんとして薄うすい。というか、かなり引いている。ドン引きにかぎりなく近い。

　おかげで、景敦は冷静にモロナを観察することができた。

　若干無理をしているようなかんじもするが、声は高い。顔は美人だ。体形はスリムなほうだろうが、胸はちゃんとある。それなりに大きい。

　だが、あれは何なのだ。あの股こ間かんは。

　何度見ても、こんもりと盛りあがっている。

「なあ、あれ──」

　景敦はモロナを指さして、メルカに視線を向けた。

「……メルカ？」

「え……？」

　メルカはぼんやりと景敦を見た。景敦のほうを見ているのだが、焦しよう点てんがあっていない。

　景敦は千夜子の様子をうかがった。千夜子は熱に浮うかされているかのようにぼうっとしていた。なんだか変だ。

「おまえら──」

『さぁー！　というわけで、とうとう始まっちゃった呪術ＤＥおーるないと！　今夜はみんなにいーっぱい楽しんで、呪術の世界に足を踏ふみ入れてほしいのらぁー！　モロナはそのための案内役なのらぁー！　夜は長いのでぇー、喉のどが渇かわいたら特製ドリンクを飲むのらぁー！　いっぱい飲むのらぁー！』

「景敦……」

　メルカが景敦が持っているコップに手をのばしてきた。

「それ、あたくしに、ちょうだい」

「あ……？」

　景敦はコップを引っこめた。

「だ、だめだ！　メルカ、おまえ、なんかおかしーぞ。この飲み物だって──」

「お願いなのよ……景敦」

「わたしも……景敦くん」

　メルカと千夜子が組みついてきた。二人が持っていた空のコップが床ゆかに落ちた。景敦はとっさにコップを抱えこむようにしてしゃがんだ。

「景敦」「景敦くぅん」「景敦、ちょうだい」「お願い、景敦くん」

「……だ、だめだっつーの！　これは……」

　まるで二人に襲おそわれているみたいだ。二人の声が。匂においが。チチの圧力が。理性が。

　いや、そんなことを言っている場合ではない。

　景敦は必死に理性とコップを守りながら、周りの状じよう況きようを確かめた。参加者たちは口々に何か言いながら動きまわっている。飲み物を求めているのか。トレイにコップをのせた者たちが彼らに飲み物を渡わたしているようだ。

『モロナの世界に入ってもらうにはぁー、みんなにちょーっとだけ感じやすくなってもらわないといけないのらぁー！　モロナをびんっびんに感じられるようになればぁー、何でもできちゃうのらぁー！　みんなにモロナのこと、もぉーっと知ってほしいのらぁー！　モロナを信じてほしいのらぁー！』

「……なんっか、わっけわかんねーこと言ってやがるし……！」

「景敦くぅん」「景敦」「頼たのむから、わたしに」「あたくしに、ちょうだい、景敦」

「ぐあああー！」

　景敦は千夜子とメルカに絡からみつかれたまま、強ごう引いんに立ちあがりながら、コップを床に叩たたきつけて踏んだ。さっさとこうすればよかったのだ──と思ったのも束つかの間、千夜子とメルカは景敦から離はなれて四つん這ばいになった。床にはひしゃげたプラスチックのコップが転がり、液体が広がっている。まさか、床を濡ぬらしている液体を舐なめるつもりなのか。

「ばっ──」

　景敦は慌あわてて右みぎ腕うでで千夜子を、左腕でメルカを抱かかえて引っぱり起こした。

「おまえら、何やってんだよ！」

「は、離して、景敦くん！」「そうなのよ！　あれを──」

　二人は大暴れに暴れた。すごい力だ。とくに千夜子だ。腕を振ふりほどかれ、逃にげられた。メルカもじたばたしている。頭にきた。景敦はメルカの両りよう肩かたをつかんでこっちを向かせた。

「しっかりしろ、メルカ！　おまえが床を舐める姿なんて見たくねーんだよ！　おまえだってそんなとこ、おれに見られたかねーだろ！」

「……景……敦」

　メルカは頭を左右に振った。正気に返ったか。目つきがまともになった。

「はっ……あ、あたくしはいったい、何を──」

　それから、千夜子を見た。

「チョコちゃん……！」

　景敦はメルカと二人がかりで千夜子を床から引きはがした。身をよじって抵てい抗こうする千夜子の頰ほおに、メルカが平手打ちを食くらわせた。

「目を覚ますのよっ！」

「あだっ」

　千夜子は頰を押さえてまばたきをした。

「……め、メルカさん？　ぬぇ……？　わたし……」

「あたくしもチョコちゃんも、何かおかしくなっていたのだわ。きっと、あの飲み物のせいなのよ」

「つーか、おまえらだけじゃねーけどな……」

　会場はもうめちゃくちゃだ。一部では飲み物の奪うばいあいまで発生している。

　モロナが『にきにきにき』といったかんじの妙みような笑い声をあげた。

『みぃーんな、モロナが作ったエクセリクサー、気に入ってくれてるみたいなのらぁー！　モロナはとぉーっても嬉うれしいのらぁー！　モロナの言うこと聞いてくれたら、毎日、いつでも、好きなだけ、エクセリクサーを飲めちゃうのらぁー！　一リットルなんと！　二千二百円税別で販はん売ばい中なのらぁー！　みんな、エクセリクサーほしいでちゅかー!?』

　大勢の参加者たちが「ほしいでーちゅ！」と叫さけんだ。

「なぜそこで赤ちゃん言葉っ……!?」

「──や、メルカ、そこじゃねーだろ、つっこむところは……」

「うう……」

　突とつ然ぜん、千夜子がしゃがみこんだ。メルカが千夜子を抱きしめた。

「チョコちゃん!?　どうしたのかしら!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……あ……わたし、なんか……身体からだが、熱くて……」

「そ、そういえば、あたくしも……くっ……」

　メルカは千夜子を抱く腕に力をこめ、目をつぶって唇くちびるを嚙かんだ。二人とも息が荒あらい。

「だ、だめ……メルカさん、そんなに力、入れないで……」

「で、でも、チョコちゃん……」

「ほんとに……なんか、わたし……変なかんじで……あっ……」

「あ、あたくしも……ふっ……」

「ちょっ──お、おまえら！　な、な、な、な、何やって──」

　二人は身体をこすりつけあってもぞもぞしている。とても見ていられない。いや、本当は見ていたい気持ちもなくはないのだが、だめだ。よくない。こんなことは。

　見まわせば、たくさんの男女が二人と同じような有様になっている。

『にきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにき』

　ステージ上で不気味な笑い声を立てているモロナ。ようするに、すべてはあいつの仕し業わざなのだろう。何が呪じゆ術じゆつ師しだ。女に見えるが、股こ間かんはアレだし、あのエクセリクサーとかいう飲み物を売りつける気満々のようだし、単なる変態の商売人ではないか。

「メルカ……！」

　景敦はメルカの頰をぱしんと張った。だいぶ手加減したが、けっこういい音がした。メルカは目を瞠みはった。

「──あ……」

「そんなの、おまえらしくねーだろ！　いつものおまえに戻もどってくれ！」

「……あ、あたくしは……」

　メルカはきつく目をつぶり、歯を食いしばってから、うなずいた。ふたたび目を開けたときには眼光に力があった。

「だ、大丈夫なのよ。もう、大丈夫」

「よし！　おれはあのいんちき呪術師をぶちのめす！　島原を頼たのむ！」

「わかったのだわ」

　メルカは千夜子をぎゅうっと抱きしめた。千夜子が「ああっ」と声をもらして身み震ぶるいした。

「ちょ、チョコちゃん……」「だ、だめ、メルカさん、そんな……」「チョコちゃん、だめではないのよ、我が慢まんしてちょうだい、我慢……」「はぁっ……」

「……だ、大丈夫かよ、マジで」

　今は信じるしかない。

　景敦はステージに駆かけあがった。

　モロナは景敦を見ても慌あわてふためくこともなく、悠ゆう然ぜんと首を傾かしげてみせた。

『あーら？　何なのらぁー？　あなた、エクセリクサー、飲んでないっぽいのらぁー？　ちゃんと飲まないとだめなのらぁー』

「あんなもん、誰だれが飲むかっ」

『みぃーんな気持ちよさそうにしてるのらぁー。エクセリクサーはストレス社会日本に生きる現代人を身も心も癒いやしてくれる奇き跡せきのドリンクなのらぁー。今なら一リットルなんと！　二千二百円税別なのらぁー。特別価格なのらぁー』

「らぁーらぁーらぁーらぁーうっせーんだよ！」

　景敦は一歩、二歩とモロナに近づいてゆく。

　モロナは動かない。

　景敦は思わずこんもりした股間を一いち瞥べつしてしまった。怖おぞ気けが走った。

「いんちき呪術師が……！　いったい何のつもりだ！　目的は金か！」

『モロナはもちろん、お金は欲しいのらぁー。人も救いたいのらぁー。モロナを信じてくれる人がたくさん増えるといいのらぁー。そのぶんモロナは幸せになれるのらぁー』

「新興宗教でも作るつもりかよ！」

『にきにきにきにきにき』

　モロナは答えずに、背中の羽に左手をのばした。ごまかした。新興宗教。それが狙ねらいか。

　景敦は踏ふみこもうとした。

　モロナの左手が羽から何か抜ぬきとった。

　小さな四角い紙だ。

『モロナはいんちきじゃないのらぁー……！』

　モロナは手首をきかせて紙を投げつけてきた。薄うすっぺらい紙が、まっすぐ飛んできた。景敦はとっさによけた。その直後、紙は爆ばく発はつして一いつ瞬しゆんで燃えつきた。

「──符ふ術じゆつ……!?」

　呪じゆ符ふを使った術だ。災さい厄やく除よけの護ご符ふから始まって、次し第だいにさまざまな効力を持つ呪符が生みだされるようになった。ヒトガタに雑ざつ霊れいを宿らせる一種の降霊術、ネクロマンシーとも接点がある。

『モロナはエクセリクシ流呪術の創始者なのらぁー』

「なるほどな。一応、術は使えるってわけか。いんちきっつーのは撤てつ回かいしてやる」

『わかってくれて嬉うれしいのらぁー』

「でも、てめえは三流だ」

　景敦は右手を前に突つきだした。

「我、刑天文院維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命ズ──うまく化けろっ！　零ぜろノ変へん化げ、妖よう腕わんアズネ……！」

　大部分の参加者たちは正気を失っているようだが、あまり目立ちたくない。

　景敦の右腕、肘ひじから先が、ぼんやりと燐りん光こうを帯びた。

　モロナは眉まゆをつりあげて、また左手で羽の中を探さぐった。

『──どうやら、あなたも術者みたいなのらぁー』

「ちょっと違ちがうけどな。説明すんのはめんどくせー」

『あなたが何者だろうと、モロナには敵かないっこないのらぁー！』

　モロナは矢や継つぎ早ばやに四角い紙を投げてきた。

　景敦はそれらをすべて、淡あわく光る右手で払はらい、または受け止めた。

　どれもさわると爆発したが、どうってことはない。

「所しよ詮せん、この程度だろうな」

『に……』

　モロナはあとずさった。

　景敦は前進して距きよ離りをつめた。

「言え、おかま野や郎ろう。その符術、どこで誰に習った」

『……モロナは』

　モロナはカッと両眼を見開いた。

『おかまじゃないのらぁー！　男の娘こなのらぁー……！』

「あ……？　おとこのこ……？」

　景敦は呆あつ気けにとられてしまった。その隙すきをつかれた。

　モロナは駆けだした。ステージから下りて会場の出入口のほうへ向かうつもりか。

　追いかけようとしたら、モロナがまたぞろ呪符を投げつけてきた。

　景敦はぜんぶ確実に右手で打ち払い、握にぎり潰つぶして爆発させた。変な場所で爆発して、火事にでもなったら大変だ。

　そんな常識的な心配りが仇あだになった。

　モロナは『すあっ……！』とステージから飛び降りてしまった。

『ボグゴッ』という大きな音がした。モロナがマイクを放ほうり投げたのだ。

　モロナは出入口めがけて、参加者たちの間を縫ぬうようにして駆かけてゆく。すごい速度だ。

「くそ……！　ハイヒールなんか履はいてやがるくせに……！」

　景敦はステージから下りる前に、千夜子とメルカのほうへちらりと視線を投げた。

　二人は会場の隅すみっこにいた。だいぶしっかりと抱きあっている。大だい丈じよう夫ぶなのか。気になることは気になるが、今はモロナだ。

　景敦はステージから下りてモロナのあとを追った。

　参加者たちは邪じや魔まくさかったが、なんとか会場から出ることができた。

　モロナはどこだ。更こう衣い室に逃にげこんだりはしないだろう。工場の外か。

「ちくしょう！　めんどくせー……！」

　仕事でもないのに、なんでこんなことをやっているのか。

　出入口のドアのところには紫むらさきブルゾンが十人ばかり固まっていた。一人が景敦を指さすと、全員がこっちを見た。

「あいつを止めるんだ！」「モロナさまの命令だ！」「止めないと……！」

　紫ブルゾンが向かってくる。中には女もいるのだ。ぶっ飛ばすわけにもゆかない。

「──がああああああああああああああ……！」

　景敦は燐光を放つ右みぎ拳こぶしでコンクリートの床ゆかをぶん殴なぐった。

　床には拳の形のへこみができて、その周囲にヒビが走った。

　それを見て怯ひるんだ紫ブルゾンたちに向かって、景敦は叫さけんだ。

「邪魔するっつーんなら容よう赦しやしねー！　この世に未練があるやつはどけっ……！」

「ひいっ」「きゃあっ！」「化け物だ！」「逃げろ……！」

　紫ブルゾンたちは団子になってドアから飛びだしていった。

　景敦は紫ブルゾンたちにつづく恰かつ好こうで工場をあとにした。

　紫ブルゾンたちは這ほう々ほうの体ていで逃げ散ってゆく。

　右を見ても、左を見ても、モロナの姿はない。

　景敦は目をつぶった。こういうとき、頼たよりになるのは自分の勘かんだけだ。

　目を開けるなり、右に走った。

　少し行った先の路地だ。飛びこんだ。まっすぐ行くと、別の道に出た。そこを、左──。

　景敦は何も考えず、己おのれの身体からだが動くままに任せた。

　そうして、倉庫と倉庫の間の道に足を踏ふみ入れた。

　そこには人がいた。大勢いた。ただの人じゃない。作業着を身につけている男は、左腕が血ち塗まみれで、だらりと垂れさがっている。同じく作業着姿の老人は、腰こしから下がなく、腸だの何だのを引きずりながら、両腕だけで這はっている。マスクをした小太りのおばちゃんは、目玉が飛びだしている。三輪車を漕こいでいる小さな女の子は、顔が真後ろを向いていて、なぜか頭のない赤ん坊ぼうを負おぶっている。そんなやつらがひしめいている。

　間ま違ちがいない。

　連中はヒトガタだ。

　その向こうに、モロナがいた。

「あなたたち！　やぁーってしまうのらぁー……！」

　モロナの号令一下、ヒトガタどもが押しよせてくる。

　景敦は舌打ちをして、右手を前に突つきだした。

「我、刑天文院維陽ノ名ニ於おいテ命ズ──化けろっ！　一ノ変へん化げ、妖よう刀とうアズネ……！」

　みるみるうちに右みぎ肘ひじから先が刀に為なり変わった。

「雲のように散り！　霧きりのごとく消え失うせろ……！」

　景敦は踏みこんで作業着姿の老人を斬きった。

　少しややこしいが、ヒトガタの本体であるヒトガタ──大の字の形をした紙切れを両断してしまえば、それに宿った雑ざつ霊れいは飛散してしまう。

　あとに残るのは真っ二つになった紙切れだけだ。

「──雑魚ざこどもが……！」

　景敦は斬って、斬って、斬りまくった。

　赤ん坊を背負った三輪車の小さな女の子を斬るときだけは、思わず刀が鈍にぶりそうになった。これはあくまで術だ。ヒトガタに宿らせる雑霊は人間の霊ではない。残留思念のかたまりにすぎないと言われている。そう自分に言い聞かせて、一刀両断した。

　わかっていても、腹が立つ。

「外げ道どうめ……！」

　ヒトガタは残らず斬った。

　モロナは、アスファルトの地面にチョークで描えがいた、でたらめ魔ま法ほう円──エクストラ・マギクルスを前にして、座りこみ、目を見開いて、震ふるえている。

　景敦はでたらめ魔法円を踏みにじり、モロナの喉のど元もとに妖刀アズネの切っ先を突きつけた。

「やっぱり三流だったな。白状してもらうぞ、おかま野や郎ろう」

「も、モロナは……」

　モロナは首を左右に振ふった。

「お、おかまじゃないのらぁー。お、男の娘こなのらぁー」

「どーでもいいんだよ。んなことは」

「だ、大事なことなのらぁー。モロナの、アイデンティティーに……」

「知ったことかよ。てめえのアイ……何？」

「アイデンティティー、なのらぁー」

「何でも横文字使やーいいと思いやがって。日本人なら日本語で言えっつーの」

「日本語で言うと、自己同一性、なのらぁー」

「事故……？　ドイツ……？」

　景敦は地面を蹴けった。

「いいんだよ！　んなことは！　とにかく！　てめえに訊ききてーことがある。正直に答えてもらうぞ」

「こ、答えなかったら……」

　モロナは妖刀アズネを見て、ごくりと唾つばを飲んだ。

「ど、どうするつもりなのらぁー……？」

「少なくとも、無事ではすまねーんじゃねーの」

　景敦は、へっ、と笑ってみせた。

「こう見えて、いろんな方面に顔がきく知りあいがいるんでな。もしてめえが行方ゆくえ知れずになっても、警察は捜そう査さしねー。てめえはただの失しつ踪そう者扱あつかいだ」

「……そんなこと、信じると思うのらぁー？」

「べつに、信じろとは言わねーよ。でも、それが事実だ」

　景敦は妖刀アズネの先せん端たんをモロナの首にふれさせた。

「言え。外本山谷間病院にヒトガタをばらまいたのはてめえだな？」

「……病院……？」

　モロナは眉まゆをひそめ、首を動かそうとして、やめた。

「ち、違ちがうのらぁー。何か勘かん違ちがいしているのらぁー。モロナ、病院なんか知らないのらぁー」

「何だと……？」

　景敦は奥歯を嚙かみあわせた。

　どういうことだろう。

　これは景敦の直感だが、モロナはたぶん、噓うそをついていない。

「術は誰だれに習った」

「……それは……」

　モロナは唇くちびるを舐なめて、目を伏ふせた。

「うぃ、ウィッシュバニー師なのらぁー。ウィッシュバニー師がいなければ、今のモロナはいないのらぁー」

「ウィッシュバニー」

　ウェブサイトに書いてあった。やはりその人物が鍵かぎなのか。

「どこのどいつだ。どんなやつだ」

「し、知らないのらぁー」

「はあ……？」

「あ、会ったことはないのらぁー。ウィッシュバニー師とは、ネットで知りあったのらぁー」

「検けん索さくしても、それらしいのはヒットしなかったぞ」

「グーグルとかヤフーで検索しても、ウィッシュバニー師の名前は出てこないのらぁー」

「どういうことだよ」

「呪じゆ術じゆつ愛好家しか知らないパスワードでプロテクトされたクローズドなシークレットチャットルームにしかウィッシュバニー師は現れないのらぁー」

「な、何？　プロ……？　くろーど……？」

「パスワードでプロテクトされたクローズドなシークレットチャットルームなのらぁー」

　ぺらぺらまくしたてるモロナにむかむかっときた。

　景敦は妖よう刀とうアズネを引っこめ、左手でモロナの髪かみの毛を引っつかんだ。

「──ひだっ。い、痛いのらぁー」

「痛くしてんだからあたりめーだろ。術はそいつに習ったんだな」

「そ……そうなのらぁー」

「紋もん章しようは」

「紋章……？」

「エクセリクシ紋とかっつーやつだよ」

「あ、あれも、ウィッシュバニー師が教えてくれたのらぁー」

「飲み物もか」

「エクセリクサーのことなのらぁー……？」

「どうなんだ」

「そ、そうなのらぁー。エクセリクサーの成分と配合法も、ウィッシュバニー師に……」

「てめえだけか」

「な、何がなのらぁー」

「ウィッシュバニーから術を習ったのは、てめえだけなのかって訊いてんだよ」

「わ、わからないのらぁー。モロナは途と中ちゆうからウィッシュバニー師とプライベートチャットでやりとりしてたのらぁー」

「何なんだ、それ」

「個室みたいなものなのらぁー。モロナ以外にも、ウィッシュバニー師とプライベートチャットでやりとりしてた人が、もしかしたらいるかもしれないのらぁー。ちなみに、チャエッチはしてないのらぁー」

「余計なこと言うんじゃねー」

　景敦が髪の毛を引っぱると、モロナは「いだだだっ」と悲鳴をあげた。その声がちょっと太かった。景敦はモロナのこんもりしている股こ間かんを一いち瞥べつした。寒気がした。気をとりなおすために、ため息をついた。

「……廃はい病院の件は、他ほかのやつの仕し業わざっつーことか」

「き、訊きかれたことには答えたのらぁー。モロナのこと、放してほしいのらぁー」

「ふざけるな」

　景敦はモロナの髪の毛から手を離はなし、またその喉のど元もとに妖刀アズネを突つきつけた。それから、左手で携けい帯たい電話を出して、ある番号に電話した。相手は五コール目が鳴り終わる前に出た。

『小こ早ばや川かわだ』

「景敦っす」

『どうした』

「夜分、すみません。じつは、そっちでじっくり調べてもらいてーやつがいて」

『誰だ』

「つーか、ここにいるんすよね」

『迎むかえに行かせよう。場所は？』

「東本山唐敷なんすけど」

『わかった。また電話する』

「はい」

　景敦は電話を切って、携帯電話をしまった。そういえば、覆ふく面めんをかぶったままだった。脱ぬぎ捨てて、なんとなく踏ふみつけた。

「ウィッシュバニー、か……」

「──ぴゃうっ」

　モロナが奇き声せいを発した。見ると、両手で胸を押さえて景敦を凝ぎよう視ししている。

「な、何だよ」

「今の仕し種ぐさ……」

　モロナはふるふるっと頭を振ふった。

「しゅっごい萌もえたのらぁー」

「は……？」

「あなた、カゲアツっていうのらぁー？　名前もしぶくてかっこいいのらぁー。顔もけっこう好みなのらぁー。モロナ、カゲアツに恋しちゃったのらぁー。ぴゃうっ」

「……ぴゃうっ、じゃねーよ。気持ち悪わりぃーな」

「どうしてそんなこと言うのらぁー？　モロナが男の娘こだからなのらぁー？　でも、モロナはこぉーんなにきゃわいいのらぁー。それに、男の娘こはいろいろしゅっごいこともできちゃうのらぁー。女の子には負けないのらぁー」

「つーか……」

　言いたいことは多々あるのだが、きっと不毛なので、やめておいた。

　そのうち小早川の部下がモロナを引き取りにやってくるだろう。それまでの辛しん抱ぼうだ。

「カゲアツは女の子がしゅきなのらぁー？　男の娘こ経験はあるのらぁー？　ないなら、ぜひぜひモロナで初めての経験、しちゃってほしいのらぁー。絶対夢中になるのらぁー。男の娘こはほんっとにしゅっごいのらぁー。経験してみればわかるのらぁー。もう女の子を相手にしようとは思えなくなっちゃうのらぁー。モロナ、自信があるのらぁー」

　小早川の部下が到とう着ちやくする前に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまわなければいいのだが。

　モロナは変な自信に満ちあふれているようだが、景敦はちょっと自信がなかった。
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　いつものことだが、小早川の仕事は迅じん速そくだった。物の十分ほどで車がきて、黒服の男たちがモロナを連れていった。おおよそのことは電話で伝えたが、明朝、小早川に直接会って、事情を説明することになるだろう。

　景敦は無人の道路で素す早ばやく着き替がえ、〝呪じゆ術じゆつＤＥおーるないと〟の開かい催さい場所に戻ることにした。二人の友だちのことが気がかりだったからだ。

　電話をかけようとも思ったが、考えてみたら、景敦の携帯電話には仕事関係の番号しか登録されていない。メルカの携帯電話の番号は、家の電話の脇わきに置いてあるメモ帳のどこかに書かれている。千夜子の番号にいたっては、そもそも知りもしないのだ。

　携帯電話は仕事でしか使っていないのだが、何かのときのために、二人の電話番号くらいはメモリーに入れておくべきかもしれない。

「友だち、だしな……」

　二人は問題の工場に程ほど近ちかい電信柱のそばにいた。

　千夜子もメルカも自分の服に着替えていた。ちょっと残念ではあったが、二人の気が確かだということだ。ほっとした。

「大だい丈じよう夫ぶだったか」

「うん。なんとか」

　千夜子は「えへへ」とだらしなく笑った。

　メルカは顎あごをしゃくって工場を示してみせた。

「中はまだ大変なことになっているのだわ」

「エクセリクサー、恐おそるべし、だな……」

「いったい何なのかしら、あの飲み物は」

「さーな。まだわかんねーよ」

「モロナ翔はどうなったのかしら？」

「そのへんも、な。いろいろあるっつーか、まあ、追い追いっつーかんじで……」

　景敦は千夜子とメルカを順々に見て、息をついた。

「とりあえず、これに懲こりて、あやしげなイベントとかに参加すんのはやめとけよ。何があるかわかんねーんだから」

「余計なお世話なのよ」

　メルカはぷいと顔をそむけた。

　千夜子は「あはは」と困ったように笑った。

「あはは、じゃねーよ……ったく……」

　景敦は後頭部をボリボリ搔かいた。

　手が止まった。

「……あ？」

　千夜子の首だ。何か跡あとがついている。景敦は顔を近づけた。

「それ」

「ふぇっ？」

　千夜子は少しあとずさった。景敦はかまわず、じっくりと見た。跡は一つではない。いくつもある。銀色のものがある。それから、蚊かに刺さされたように赤くなっている──、

「……キスマーク？」

「ぬぁっ」

　千夜子は頰ほおを染めて両手で首を覆おおった。景敦は横目でメルカを見た。メルカはそっぽを向いたが、その顔も紅潮している。耳まで赤い。まさか、と思い、メルカの首を確かめようとしたら、メルカはくるりと回れ右した。

「……お、おまえら……」

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんで腹を搔いた。

「そ、そういう関係だったのかよ……メルカが島原のこと、やけに愛しまくってるのは知ってたけどな……」

「違ちがうのよ！」

「づあっ」

　メルカの平手が景敦の側頭部を引っぱたいた。

「こ、これは！　あくまで、あの飲み物のせいで！　べつに、あたくしは……！」

「……な、なんか、ね……わたしも、そんなによくは覚えてないんだけど、メルカさんって、すっごくいい匂においがするし、肌はだとかもきれいだし、おっぱいも大きいし……」

「チョコちゃん！　誤解を招くようなことを言ってはいけないのだわ！」

「そ、そうだよね。ちょっと、ちゅうとかしちゃっただけだもんね」

「ちゅ、ちゅう……？」

　景敦はつい生なま唾つばを飲みこんでしまった。

「く、口と口ではしていないのよ！　あたりまえなのだわ！　ほ、ほっぺたとか、首とか！」

「うん。メルカさんが、我が慢まんしないとだめっていうから。でも、わたし、我慢するの大変だったよ」

「ちょ、チョコちゃん……」

　メルカは千夜子に熱い眼まな差ざしをそそいだ。千夜子もそれを受け止めて、照れているようだが、満まん更ざらでもなさそうだ。

「ま、まあ、いいんじゃねーの……？　性別とか、な。ちっせー問題っつえば、そうなのかもしれねーし。よくわかんねーけど……」

「だから、違うと言っているでしょう！」

「あ──」

　千夜子が手で口を押さえて大きなあくびをした。

「ふぁう……。ごめんなさい、わたし、なんか眠ねむくなってきちゃった……」

「そ、そう。じゃあ、そろそろ帰りましょう。チョコちゃんはあたくしがタクシーで家まで送っていくのだわ。景敦は一人で勝手に帰りなさい」

「言われなくたって、そうするっつーの」

　景敦は二人より先に歩きはじめた。

　メルカが何と言おうと、せめて二人がタクシーに乗るまでは一いつ緒しよにいるつもりだった。そうしないと、とても安心できない。だいたい、千夜子は天然だし、メルカはわけのわからないことに首を突っこみたがる。危なっかしい二人なのだ。

　二人の足音や話し声は聞こえていても、つい振ふり返って、ちゃんとそこにいるか確かく認にんしてしまう。

　そのたびに、千夜子かメルカと目があいそうになって、慌あわてて前を向いた。

「バカみてー……」

　景敦は低く呟つぶやいて、それでもやっぱり、また振り向いてしまった。

　足が止まった。

　景敦は目を瞠みはった。

　千夜子とメルカよりもずっと向こうだ。

　街灯の下に一人の子供が立っている。

　赤いパーカー。フードを目ま深ぶかにかぶっている。ズボンは青い。

「景敦くん？」「景敦……？」

　千夜子とメルカも景敦の視線の先を目で追って振り返った。

　子供が背を向けて走りだした。

　景敦は駆かけだそうとして、思いとどまった。何十メートルも離はなれている。無理だ。どうせ追いつけない。

「どうしたのかな、あの子。こんな時間に……」

「そうね。子供が一人歩きするような時間帯ではないのだわ」

「あれがフツーの子供なら、な」

　景敦はほとんど呆ぼう然ぜんとしていた。

　思いだしたからだ。

　というよりも、あのときもちゃんと見た。

　それなのに、どういうわけかなんとも思わなかったのだ。

　あの子供の赤いパーカー。胸に小さめのエンブレムがついていた。それから、背中には大きく。両方とも同じ兎うさぎのキャラクターだった。

　しかも、パーカーのフードには、兎の耳のようなものまでついていた。

「ウィッシュバニー……」

　千夜子とメルカが訝いぶかしげな目つきで景敦を見ている。

　景敦は首を左右に振った。

「なんでもねーよ」

　そうして、歩きだした。
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　千夜子とメルカはすぐについてきた。

　耳を澄すます必要もなく、二人の足音や話し声が聞こえる。それでも、相変わらずなんだか不安だった。振り向いて確かめたい。どうしてもできなかった。

　景敦は前だけを見ていた。

　自分なりに、前を向いているつもりだった。

　過去は過去でしかないから、振り返っても仕方ないのだ。

　それなのに、誰だれかが背後から景敦の足首をつかんで、泥どろ沼ぬまに引きずりこもうとしている。

「宿命──ってやつなのかよ……」

　所しよ詮せん、刑天文院の家に生まれた以上、過去から逃のがれることなどできはしないのか。

　景敦の家には倉がある。倉には無数の霊れい具ぐや妖よう具ぐがしまってある。どれもこれも、うまく用いれば便利な道具だが、それらは決して刑天文院家の財産ではない。許可なく売ることはできないし、紛ふん失しつすれば大おお事ごとになる。家いえ屋や敷しきにしてもそうだ。大だい良ら権ごん一派がいるかぎり、一つとして刑天文院家の自由になるものはない。

　父も、母も、受け容いれていた。

　景敦にもそうしろとは言わなかった。言われなくても、そうするしかないからだ。でも、もしそうしなくてもいいのなら、我が子に別の道を歩ませることができたなら、二人はそれを望んだのではないか。

　勝手な想像だ。

　物言わぬ相手に確かめるすべはない。

　だけれど、信じている。

　景敦が自分で選んだことならば、二人もきっと納なつ得とくしてくれるはずだ。

　いつかそのときがきたら、この家を、この血を、跡あと形かたもなく消し去ってやる。

　ああ、でも、父が、母が、あんなことにならなければ、何か違ちがっていたかもしれない。絶対に違っていただろう。

　邪じや道どう王おう。

　死んだはずなのに、やつはまだどこかにいるのか。

　目がくらんだ。

「見つけだして、殺してやる」

　景敦は吐はき捨てて、歯は軋ぎしりをした。

　夜空の闇やみは深く、どこまでも広いのに、息苦しくてたまらなかった。
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　どうもしなかった。そのへんにほっぽっといた。そうして一年以上が過ぎた。当時、おれは鉄てつ塔とうを登って錆さびとりをするアルバイトをしていたのだが、例によって暗くなるまで鉄塔に登ったり降りたり錆をとったり保護液を塗ぬったりして働いて、へとへとになって薄うす汚よごれたアパートの一室に帰ってきた。電気をつけると、部屋の隅すみにそいつが膝ひざを抱かかえて座っていた。そいつは少年とも少女とも言いがたい顔をしていた。白い全身タイツみたいなものを身につけていて、やせっぽちだということは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、おれは瞬しゆん間かん的にそいつが男なのか女なのか──つまり、性別がわかるような身体的特とく徴ちようをそいつの身体からだつきから探さぐろうとしたが、どうにも判然としなかった。そいつは黒々とした瞳ひとみでおれを見上げて「おかえり」と言った。まるで何度も「おかえり」を言ったことがあって、今日もうんざりしながら「おかえり」を繰くり返かえした。そんな口調と表情だった。おれは仕方なく「ただいま」と返してから「いや」と言った。「待て。おまえ、誰だれだ。ひとんちに上がりこんで、何のつもりだ」

「わからないの？」とそいつは言った。「どうしてわからないのかな。もうしばらく一緒にいるのに」そうしてそいつは億おつ劫くうそうに立ちあがり、部屋の中をうろついたあげく、パイプベッドの下からあれをとりだした。そう。お察しのとおり、あのマリモだ。

「意味がわからないな」とおれは言った。「それが何だっていうんだ」

「きみが誰だって訊きくから、教えてあげたのに」とそいつは不満げに言った。「ここまで言わないとわからないのかな？　ようするに、マリモの精せいってことだよ」

「おまえが？　マリモの精？　そんなバカな」

「バカなって言われても実際、マリモの精なんだからしょうがないだろ」

　鉄塔の錆とりはなかなか過か酷こくな仕事で、おれは始終疲つかれ果てていたから、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのあまり頭がおかしくなったんじゃないかとか、ただ単に夢なんじゃないかとか、いろいろ考えたが、そんなことはどうだっていい、とりあえず出てってくれ、ここはおれの家だ。おれとしては当然の主張をしたまでだが、そんなことを言ったって、ここ以外に居場所はないよ、とそいつは繰り返すばかりだった。実力行使をしてもよかったが、おれはなんだか──正直に言って、そいつに手をふれるのが怖こわかった。おれは「もういい」と言って部屋を出て、友人に電話をかけ、ちょっと酔よっているふりをして、ふざけ半分を装よそおって事の次し第だいを話した。

『何だ。そんなことか』と友人は言った。『マリモの精なんて、ありふれてるじゃないか。そうか。あれから一年以上たったもんな。そろそろ出るころだよ』

「何だって？　そろそろ……何？」

『出るころだろ？　だいたいそれくらいだっていうしね。でも、よかったな』

「何がよかったんだ」とおれは怒いかりをにじませた口調で言った。実際、おれは怒おこっていたのだが、友人は平然としていた。『だって、おまえはマリモの精と暮らしたくて、マリモを買ったんだろ？　そうじゃなきゃ、あの土産物屋で、土産をやる相手もいないおまえが、マリモを買ったりしないはずだ。そうだろう？』

　おれには以前、友人が三人いた。そのころにはもう、一人しかいなかった。これ以上、話しつづけたら、最後の一人も失ってしまいそうな気がした。おれは電話を切って、おそるおそる部屋に戻もどった。電気はつけっぱなしだった。マリモの精はいなかった。夢だったんだ。いや、違ちがう。水音がする。シャワールームに明かりがついている。おれはシャワールームの扉とびらを開けた。やつはシャワーを浴びていた。しかも、全身タイツを着たままで。「何をしてるんだ！」とおれは怒ど鳴なった。「シャワーを浴びているんだよ。見ればわかるだろ」とマリモは言った。「だったら、だったら、それなら……」おれは口ごもった。力つきて、扉を閉めた。水音を聞きながら、床ゆかに座りこんで頭を抱えた。マリモはシャワーを浴びながら鼻歌をうたっていた。それを聞きながら、おれは何か考えようとしたが、何も考えることができず、服を脱ぬぎ、電気を消して、ベッドの上に身体を横たえた。水音が耳障ざわりで、毛布にくるまった。いつの間にかおれは眠ねむっていた。寒くて、目が覚めた。

　部屋は静かだった。おれは「寒いな……」と呟つぶやいた。何かが動く気配がした。おれは身を硬かたくした。そいつは近づいてきた。おれの隣となりで横になった。おれの身体に何かがふれた。おれは身体を横向きにして背中を丸めていた。そいつはおれの背中にぴったりとくっついてきた。誰の仕し業わざか、もちろんおれには見当がついていた。「やめろ」とおれは言った。やけに弱々しい声だった。マリモは「だって、寒いんでしょう」と言った。「寒いときは、こうしたほうがいいよ。ふれあっていれば、寂さびしくもないしね」

　おれは返事ができなかった。こうしてマリモとの短い生活が始まった。

　そのときの体験が、この『ばけてろ』の元になって──いたらちょっとおもしろいのですが、残念ながらそういうことはなく、これにてめでたく紙数が尽つきましたので、みことあけみさんをはじめ、本書の制作、出版、販はん売ばいに関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている世界中の皆みなさま方に愛と感謝をこめつつ、今日のところは筆を置きます。春に拙せつ著ちよ『薔薇のマリア』の13巻が出ると思うので、そちらもよろしくお願いします。さようなら。また会う日まで。
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